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安全な使用のために 

 

 

このマニュアルの取り扱いについて 

 

このマニュアルには、当製品を安全にご使用いただくための重要な情報が記載されています。当製品

を使用する前に、このマニュアルを熟読してください。 

特に、このマニュアルに記載されている『安全上の注意事項』を良く読み、理解された上で当製品を

使用してください。また、このマニュアルは、当製品の使用中、いつでも参照できるように大切に保

管してください。 

 

兼松エレクトロニクス（株）は、製品の開発、提供にあたり、お客様の生命、身体や財産に被害をお

よぼすことなく安全に使っていただくために細心の注意を払っています。当製品を使用する際は、マ

ニュアルの説明にしたがってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご使用条件 

本装置で使用していますソフトウェアに関する著作権等は、兼松エレクトロニクス（株）またはその

許諾者に帰属します。兼松エレクトロニクス（株）は、お客様の本ソフトウェアの使用に関し、本装

置に関する非独占的使用権を許諾します。 

お客様は、本ソフトウェアの全部または一部を修正、改変、リバース・エンジニアリング、逆コンパ

イルまたは逆アセンブル等をすることはできません。 

兼松エレクトロニクス（株）は、本ソフトウェアがお客様の特定の目的のために適当であること、も

しくは有用であること、または本ソフトウェアに瑕疵がないこと、その他本ソフトウェアに関してい

かなる保証もいたしません。 

兼松エレクトロニクス（株）は、いかなる場合においても、本ソフトウェアの利用、または使用不能

に起因して生ずる逸失利益、データの喪失、業務の停止、その他の間接的な、特別な、偶発的な、ま

た結果として発生したいかなる損害について、たとえそのような損害発生の可能性を知らされていた

としても、かかる損害を賠償する責任は負わないものとします。 
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はじめに 

 

このたびは KEL CL65KM 連続紙レーザープリンター（以下、KEL CL65KM という）をご購入いた

だき、誠にありがとうございます。本取扱説明書は、プリンターの取り付け方法や正しい操作方法な

どについて説明したものです。 

ご使用いただく前に、必ず最後までお読みください。 

 

 

 

警告表示について 

 

このマニュアルではお客様の身体や財産に損害を与えないために以下の警告表示をしています。 

 

警告
 

「 警告」は、正しく使用しない場合、死亡する、又は重傷を負うことがあり得ることを示していま

す。 

 

注意
 

「 注意」は、正しく使用しない場合、軽傷、又は中程度の傷害を負うことがあり得ることと、当該

製品自身又はその他の使用者などの財産に、損害が生じる危険性があることを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い 

 当製品は、日本国内でご使用いただくことを前提に製造・販売させていただいております。

したがいまして、日本国外でのご使用はできません。万一ご使用された結果の影響につきま

しては、一切責任を負いかねますのでご了承ください。 

 当製品の分解・修理はお客様自身で行わないでください。そのような際は、必ず弊社保守

員によるメンテナンスを受けてください。 

 お客様が当製品に改造を加えたり、当製品の中古品を再生して使用された結果の影響に

つきましては、一切責任を負いかねますのでご了承ください。 

 当製品には弊社で指定したサプライ用品（消耗品）をご使用ください。指定以外のサプライ
用品（消耗品）を使用した結果の影響につきましては、一切責任を負いかねますのでご了承

ください。 
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【ご注意】 

・会社名、製品名はそれぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

All Rights Reserved、 Copyright  兼松エレクトロニクス株式会社 

 

注意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準

に基づくクラスA情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると

電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な

対策を講ずるよう要求されることがあります。 

お願い 

 本書を無断で他に転載しないようにお願いします。 

 本書は予告なしに変更されることがあります。 

 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審

な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありましたら、弊社担

当保守員、技術員、営業までご連絡ください。 

 運用した結果の影響については、前項にかかわらず責任を負いかね

ます。 

 本書に記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権、その他

の権利、損害については、当社はその責を負いません。 
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安全上の注意事項 

 

警告事項一覧 

 

 正しく使用しない場合、重傷を負う危険性があること

を示しています。 
 

警告事項 
 
・ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

・ 電源コードおよびインタフェースケーブルを傷つけたり、加工しないでください。 

感電や火災のおそれがあります。 

 

・ 万一機器から発熱・発煙・異臭・異常音が発生したら、すぐにサーキットブレーカーを切断する

か、電源コードを抜いてください。 

感電や火災のおそれがあります。電源を切断（サーキットブレーカー切断、または電源コードを

コンセントから抜く）した上で、担当保守員に連絡してください。 

 

・ 装置を分解したり、改造したりしないでください。 

感電や火災のおそれがあります。また、内部に高電圧部分があります。 

 

・ 電源コードを抜くときはプラグ部分をもってコンセントから抜いてください。 

プラグが傷んで感電や火災のおそれがあります。 

 

・ 電源プラグは電源コンセントに確実に奥まで差し込んでください。 

火災のおそれがあります。 

 

・ コーヒーなどの液体やクリップなどの金属片が装置内部に入らないように気をつけてください。 

感電や火災のおそれがあります。 

 

・ 直射日光の当たる所や暖房器の近く、湿気、ホコリの多い所には置かないでください。 

感電や火災のおそれがあります。 

 

・ 装置内部が高温になるため、通気孔をふさがないでください。 

火災のおそれがあります。 

 

・ 装置の高圧部には電源切断後も手を触れないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

・ ネジで止められているカバー類を外さないでください。 

感電、火傷やケガのおそれがあります。 
 
 

 正しく使用しない場合、傷害を負う危険性があること

と当製品や接続された機器が破壊されたり、データな

どのソフトウェア資産やその他財産が破壊されたりす

る危険性があることを示しています。 
 

注意事項 
 
・ トナー・現像剤を目や口に入れないでください。 

交換時に手についたトナーは速やかに洗い落とし、目や口に入れないでください。トナー・現像

剤をこぼした時などにこの粉塵を長い間、多量に吸い込むと、肺に影響を及ぼす場合があります

ので、ご注意ください。またこのようなときには、速やかに医師に相談してください。 

警告
 

 

注意
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・ 使用済みのトナー・現像剤は絶対に火の中に入れないでください。 

異臭が発生します。廃却時は不燃物として処理いただくか、お買い求めの販売店にご相談くださ

い。 

 

・ 装置の電源を切断後でも、温度が下がるまで高温部には触れないようにしてください。 

火傷のおそれがあります。 

 

・ 動作中にカバーを開けて、手、足や顔を入れないでください。 

ケガ（指挟みなど）のおそれがあります。 

 

・ 消耗品の交換や用紙の補給時は、必ず手順を守って作業を行ってください。 

ケガのおそれがあります。 

 

・ 用紙づまり発生時には、必ず操作手順を守って用紙を取り除いてください。 

ケガのおそれがあります。 

 

・ 光源部を直接見ないでください。 

目を傷めるおそれがあります。 

 

・ 装置を不安定な場所に置かないでください。振動の少ない、装置が傾かないような平らな場所に

設置してください。 

転倒、落下のおそれがあります。 

 

・ 歯車などの可動部に衣類やネクタイ、髪などを巻き込まれないようにしてください。 

巻き込みやケガのおそれがあります。 

 

・ 装置の設置環境に関しては、取扱説明書に従ってください。 

身体に影響する場合があります。 
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１．１   設置を始める前に 

 

設置作業に入る前に設置場所が以下の環境を満たしていることを確認してください。 

 

 

１．１．１   電源条件 

 

ａ．電源電圧  ２００－２４０Ｖ ±１０％ ５０／６０Ｈｚ 単相 

ｂ．電源容量  ４．８ｋＶＡ 

ｃ．電源コンセント ２５０Ｖ ３０Ａ 

以下の型番相当のものが使用可能です。(NEMA L6-30準拠） 

・ 埋め込み型 型番３３２０－Ｌ６ アメリカン電機製 

・ 露出型   型番３３２１－Ｌ６ アメリカン電機製 

 （ＣＬ６５ＫＭ側のプラグは、型番３３２２Ｎ－Ｌ６を使用） 

・ 接地極は、建物の保安用接地に接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．１．２   環境条件 

 

ａ．温度  １５℃～２５℃ 温度変化率 １０℃／ｈ 

ｂ．湿度  ３５％～７０％ 湿度変化率 ２０％／ｈ 

 

 

１．２   設置についての注意 

 

次のような場所は、安全上好ましくありません。故障の原因となりますので、避けて設

置してください。 

 

＜設置環境＞ 

・高温、高湿、低温、低湿の場所 

・直射日光の当たる場所 

・クーラー、暖房器、換気口などの風が直接当たる場所 

・機械の排気が直接身体に当たる場所 

 
（100/200V単相 3線式配線） 

AC100V 

AC100V 

AC200V E 

 
（100/200V単相 3線式配）

AC100V 

AC100V 

AC200V 

 

E 

接地極付きコンセント 

（NEMA L6-30） 

接地極付きコンセント 

（NEMA L6-30） 
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・換気の悪い場所 

・アンモニアガスが発生する場所 

・床が丈夫でなく、水平でない場所 

・温・湿度が急激に変化する場所 

冷え切った部屋を急激に暖めた場合、機械内部に水滴が付着し、部分的に写らなくな

ることがある。 

・石油ストーブなどの発熱器具に近い場所 

・水などが飛び散り、漏電を起こす可能性のある場所 

・ほこりや振動の多い場所 

 

＜設置電源＞ 

・同じ電源コンセントで他の電気製品を使用する場合は、電源容量を越さないように注

意する。 

・電圧変動の少ない場所で本装置を使用する。 

・テーブルタップや分岐ソケット等を使用してタコ足配線は絶対にしない。 

・時々次の項目を確認する。 

a)電源プラグが異常に熱くなっていないか。 

b)電源コードに亀裂、すり傷がないか。 

c)電源プラグが電源コンセントに確実に入っているか。 

d)電源コードに圧力がかかっていないか。 

・機械が他の電気製品等の電源コードおよび通信ケーブルを踏んだり、挟んだりしない

ように注意する。 

 

＜アースの取り付け＞ 

・万一漏電した場合の感電防止、および装置の静電誘導や電磁誘導対策として必ずアー

スを取り付ける。 

・ガス管、電話線用アース、水道管には絶対に取り付けない。 

 

 

１．３   使用上の注意 

 

KEL CL65KMを良好な状態で使用するために、次の点に注意してください。 

 

ａ．印刷中に各種ドアを開けたり、メインスイッチをＯＦＦにしたりしない。 

ｂ．磁石や燃えやすいガスまたは液体を装置に近づけない。 

ｃ．電源プラグはしっかり差し込んでください。 

ｄ．電源プラグを差し込んだコンセントが、装置の陰に隠れてしまわないようにしてく

ださい。 

ｅ．連続して多量の印刷をする場合には、部屋の換気を行ってください。 

ｆ．機械固定足のレベル調整は、床から底板（機械）の高さを７０ｍｍにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】使用中はオゾンが発生しますが、その量は人体に影響を及ぼさないレベルです。

ただし、換気の悪い部屋で長時間使用する場合や、多量に印刷する場合には臭

固定足 
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気が気になることがありますので、快適な環境を保つために部屋の換気をする

ことをお勧めします。 

 

 

１．４   消耗品の取り扱い上の注意 

 

消耗品（トナー、用紙）の取り扱いには以下の点に注意してください。 

 

ａ．消耗品を以下のような場所に保管しないでください。 

・ 直射日光のあたるところ 

・ 火気のある暑いところ 

・ 湿気の多いところ 

・ 埃の多いところ 

ｂ．トナーは、専用のトナーを使用してください。他のトナーは絶対に使用し ないでく

ださい。 

ｃ．トナーが手に付着した場合は、セッケンなどを使用し水で洗い落としてください。 

 

 

１．５   設置スペース 

 

装置の読み取り操作、点検などの作業を容易にするため、下図の設置スペー

スを確保してください。 
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２．１   各部の名称 

 

以下に各部の名称を図で簡単に示します。 

 

（前面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（背面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタセットノブ 

ロードスイッチ 

トラクタセットレバー 

サクションブレーキ 

トラクタユニット 

サーキットブレーカー 電源 

フォームエンドセンサ 

用紙規制ツマミ 

コントローラー 

電源スイッチ 

フロントアッパードア 

トナーボトルドア 

フロントロアードア 

廃トナーボトル 

サイドパネルスイッチ 

EPホルダ 

オペレーターパネル 

トナーボトル 

メインスイッチ 
定着ユニット 

レフトサイドドア 

定着トナーフィルタ 

ペーパーストッパー 

スタッカテーブル 

固定足 
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２．２   サーキットブレーカー 

 

本装置にＡＣ２００Ｖの電源を供給するサーキットブレーカーです。このスイッチは常

にＯＮ状態のままにしてあります。 

通常の電源ＯＮ／ＯＦＦはメインスイッチで行います。 

 

【注意】装置の移動時や、長期間（１～２週間以上）使用しない時はサーキットブレー

カーをＯＦＦにしてください。 

サーキットブレーカーをＯＦＦにする時は、事前にコントローラーの電源を落

としてください。トラブルの原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．３    メインスイッチ 

 

KEL CL65KMの電源をＯＮ／ＯＦＦするためのスイッチです。このスイッチを「｜」側に

すると電源が入り、操作パネル上の「ＰＯＷＥＲ」ランプが点灯します。 

 

【注意】印刷中は電源を切らないでください。トラブルの原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源をＯＮにする 電源をＯＦＦにする 

サーキットブレーカー Ｏ

 

サーキットブレーカー Ｏ
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２．４   操作部の機能 

 

印刷に必要な操作は、操作部で行います。操作部には、操作に必要なスイッチ、表示ラ

ンプ、およびディスプレイが取り付けられています。ディスプレイには、プリンターの

状態やエラーが発生した時のメッセージなどを表示します。 

スイッチは機能が固定しているスイッチ、およびタッチパネルにて固定化せずに、各動

作モードによって表示するスイッチがあります。 

ここでは、操作部の機能を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．４．１   液晶カラータッチパネル 

 

プリンターの状態やエラーが発生した時のメッセージなどが表示されます。このときパ

ネルに有効なスイッチが表示されます 

 

２．４．２   固定スイッチおよびランプ 

 

（１）「ＯＮＬＩＮＥ」スイッチ ：印刷を開始します。 

 

（２）「ＯＦＦＬＩＮＥ」スイッチ ：印刷を停止します。 

 

（３）「ＤＯＷＮ」スイッチ ：スイッチを押している間、スタッカテーブルが

降下します。 

 

（４）「ＦＥＥＤ」スイッチ ：用紙を１ページ分送ります。 

 

【注意】ページ途中で停止している場合、その位置から１ページ分送ります。そのため

ページ位置を合わせ直す必要が生じます。 

 

（５）「ＣＵＴ」スイッチ ：用紙をカットします。 

 

（６）「ＲＥＴＵＲＮ」スイッチ ：用紙を一度退避し、再び印刷開始位置まで送り

ます。（２秒以上押します。） 

 

（７）「ＳＫＩＰ」スイッチ ：１／６インチ用紙送り。 

（ＯＦＦＬＩＮＥスイッチ＋ＦＥＥＤスイッチを押す。） 

 

（８）「ＳＬＥＷ」スイッチ ：用紙送り。 

（ＯＦＦＬＩＮＥスイッチ＋ＦＥＥＤスイッチを２秒以上押している間） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

320ドット 

240 ﾄﾞｯﾄ 

メッセージ

表示欄 

ＯＮＬＩＮＥ ＯＦＦＬＩＮＥ 

ＤＯＷＮ ＦＥＥＤ 

ＣＵＴ ＲＥＴＵＲＮ 

ＳＫＩＰ 
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（９）「ＰＯＷＥＲ」ランプ（緑） ：電源が入っている間点灯します。 

 

（１０）「ＰＡＵＳＥ」ランプ（黄）：オフライン状態にあるとき点灯します。 

 

（１１）「ＡＬＡＲＭ」ランプ（赤）：異常が検出されたとき点灯します。 

 

 

２．４．３   サイドパネルスイッチ 

 

スタッカテーブル操作のため、サイドパネルスイッチがあります。 

 

正面の操作部スイッチおよびランプと同等の機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチ 

ONLINE ：印刷を再開します。 

OFFLINE ：印刷を停止します。 

DOWN  ：押している間、スタッカテーブルが下降します。 

FEED  ：用紙を１ページ分送ります。 

CUT  ：用紙をカットします。 

RETURN ：用紙を一度退避し、再び印刷開始位置まで送ります。 

        （２秒以上押します。） 

ランプ 

 PAUSE(黄) ：オフラインの間点灯します。 

 ALARM(赤) ：異常が検出されたとき点灯します。 

ONLINE 

DOWN 

CUT 

PAUSE 

OFFLIN

 

FEED 

RETURN 

ALARM 
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このページは、白紙となっています。 
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㸱㸬㸯   電源࢜ン࣭ࣇ࢜ 

 

KEL CL65KMࡣᕥ側面あ࣓ࠕࡿン࡚ࠖࢳࢵࢫ電源ࢆ投入ࠊษ断ࠋࡍࡲࡋ 

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ㑅択ࡿࡏࡉ連動ࣇ࢜ン࣭࢜電源ࡢ本体ࢆ࣮࣮ࣛࣟࢺンࢥ時ࡢࡇ

 

設定㡯目［電源管理］ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

設定͇自動࢘ࢲࢺࢵࣕࢩン͇ࡀあࠊࡾON/OFFࡢ㑅択ࡀあࠋࡍࡲࡾ(ࢺ࢛ࣝࣇࢹ値 OFF) 

㹇㹎ࡀࢫࣞࢻ わ設定ࡢン͇࢘ࢲࢺࢵࣕࢩ自動͇ࠊࡿい࡚ࢀࡉ設定0.0.0.0

ࡎࡽ ONࢆ㑅択ࡓࡋ時ࡢ動作ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

ON/OFFࡢ内容ࠊࡣ௨ୗࡼࡢうࠋࡍࡲࡾ࡞設定手㡰ࡘい࡚ࠕࡣ第㸳章 Ｗ㹣㹠設定ࠖ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ参照ࢆ

 

㹍㹌 㸸࣓ࠕンࡿࡼࠖࢳࢵࢫ電源ࢆࣇ࢜検出ࢥࠊࡿࡍンࡀ࣮࣮ࣛࣟࢺ自身ࡢ電

源ࠋࡍࡲࡋࣇ࢜ࢆ電源࢜ン時ࢥࠊࡣンࡢ࣮࣮ࣛࣟࢺ電源࢜ࢆࢳࢵࢫンࡿࡍ

必要ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

㹍㹄㹄㸸࣓ࠕンࡿࡼࠖࢳࢵࢫ電源ࢆࣇ࢜検出ࢥࠊࡿࡍンࡣ࣮࣮ࣛࣟࢺ電源࢜ン

ࡏࡲࡾ࡞ࣇ࢜ࠊࡣ電源ࡢ࣮࣮ࣛࣟࢺンࢥ㸦ࠋࡍࡲࡾ入待機状態ࡲࡲࡢ

 ࠋࡍࡲࡋ再開ࡽ初期化動作ࡣ࣮࣮ࣛࣟࢺンࢥࠊࡿࡍ検出ࢆン࢜㸧電源ࠋࢇ

 

࠙注意࣭ࠚOFF設定ࡢ場合࡛ࡶ初ࡢࡵ㸯回ࢥࠊࡣンࡢ࣮࣮ࣛࣟࢺ電源ࢆࢳࢵࢫ 

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ必要ࡿࡍン࢜

࣭保Ᏺ作業等࡛電源ࡿࡍࣇ࢜ࢆ必要ࡀ生ࡓࡌ場合ࠊ電源管理㡯目ࡢ

終了ࣙࢩࣉ࢜ン࡛࢘ࢲࢺࢵࣕࢩンࠋࡍࡲࡋࢡࢵࣜࢡࢆ 

ࢳࢵࢫ緊急時௨外電源ࠊ場合ࡿい࡚ࡗ入ࡀ電源࣮࣮ࣛࣟࢺンࢥ࣭

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋうࡼい࡞ࡉ押ࢆ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸬㸯㸬㸯   ࢜ン 

 

࣭自動࢘ࢲࢺࢵࣕࢩン設定͇ࡀ㹍㹌͇ࡢ場合ࣟࣇࠊンࢆࢻ࣮ࣟࢺ開ࢥࡅン࣮ࣛࣟࢺ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ進㸯㸧ࠊࡵ閉ࢆࢻ࣮ࣟࢺンࣟࣇࡽ࡚ࡋ押ࢆࢳࢵࢫ電源ࡢ࣮

 

࣭自動࢘ࢲࢺࢵࣕࢩン設定͇ࡀ㹍㹄㹄͇ࡢ場合ࠊ㸯㸧進ࡉࡔࡃ࡛ࢇいࠋ 

 

࠙注意࢜ࢆ࣮࣮࢝ࣞࣈࢺࢵ࣮࢟ࢧࠚンࡓࡋ場合ࢥࡣࡓࡲࠊンࡢ࣮࣮ࣛࣟࢺ電源ࢆษ断

ࡋ押ࢆࢳࢵࢫ電源ࡢ࣮࣮ࣛࣟࢺンࢥࡅ開ࢆࢻ࣮ࣟࢺンࣟࣇࠊࡣ場合ࡓࡋ

 ࠋࡍࡲࡵ閉ࢆࢻ࣮ࣟࢺンࣟࣇࡽ࡚
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㸯㸧本体࣓ࠕンࠕࢆࠖࢳࢵࢫ｜ࠖ側ࠋࡍࡲࡋ電源ࡀ入ࠕࡿ㹎㹍Ｗ㹃㹐ࠖࣛンࣉ

 ࠋࡍࡲࡋ点灯ࡀ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源投入後ࡢ動作࣮ࣔࠊࡣࢻ௨ୗࡼࡢう変化ࠋࡍࡲࡋ 

 

࣭電源ࡀ投入ࠕࡿࢀࡉ㹎㹍Ｗ㹃㹐ࠖࣛンࡀࣉ点灯ࠋࡍࡲࡋ 

࣭自己診断ࡀ終わࡿ消耗品ࣉ࣮࢜ࢻࠊン等ࣜࣉンࢡࢵ࢙ࢳ࣮ࢱ動作ࢆ行いࠋࡍࡲ 

࣭ṇ常終了࢜ࠊࡿࡍンࣛン状態ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

 ࠋࡍ可能࡛ࡀࡇࡿࡍ開始ࢆ༳ๅࠊ状態࡛ࡢࡇ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙注意࣭ࠚ自己診断中ࢆࢻ開ࢆࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺࡾࡓࡅୗ࡞ࡋࡾࡓࡆい࡛ࡉࡔࡃいࠋ 

初期診断ࡲࡲࡢ停Ṇ࢚ࠕࠊࡾࡓࡋンࢪンࠋࡍࡲࡾ࡞࣮࢚ࣛࠖࢹࣞࢺࢵࣀ 

 

帳票名： 

上࣐ーࢪン 05.0mm 

左࣐ーࢪン 05.0mm 

用紙長   11.0㺐㺻㺟 

用紙幅   15.0㺐㺻㺟 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩   オンライン         ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

1.00 
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㸱㸬㸯㸬㸰   ࣇ࢜ 

 

༳ๅ動作中࢜ࠊࡣࡓࡲンࣛン状態࡛࡞いࢆࡇ確認ࡉࡔࡃ࡚ࡋい࢜ࠋンࣛン状態ࡢ

場合ࠕࡣ㹍㹄㹄㹊㹇㹌㹃ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࣛࣇ࢜ࡋン状態࣓ࠕࡽ࡚ࡋンࢵࢫ

 ࠋࡍࡲࡋ消灯ࡀࣉ㹎㹍Ｗ㹃㹐ࠖࣛンࠕࡿࢀษࡀ電源ࠋࡍࡲࡋ側 ࢆࠖࢳ

 

࠙注意ࣛࣇ࣭࢜ࠚン状態ࡢ表示ࡀୗ記あࡿ時ࠊ電源ࡉࡔࡃ࡚ࡋࣇ࢜ࢆいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࣭電源投入後ࠊ自己診断ࡀ終わ࡛ࡲࡿ電源࡞ࡋࣇ࢜ࢆい࡛ࡉࡔࡃいࠋ 

࣭緊急時ࡣ装置背面あࢆ࣮࣮࢝ࣞࣈࢺࢵ࣮࢟ࢧࡿ㹍㹄㹄ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

࣭電源ࣇ࢜後ࡢ再投入ࠊࡣ㸴㸮秒௨ୖ待ࡽ࡚ࡗ行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࢥࠋン࣮ࣟࢺ

 ࠋࡍࡲࡾあࡀい場合࡞ࢀ行わṇ常ࡀ初期化ࡢ࣮ࣛ

࣭༳ๅ中ࡣ電源࡞ࡋࣇ࢜ࢆい࡛ࡉࡔࡃいࠋ 

1.00 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    オフライン        ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 
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㸱㸬㸰   用紙ࢺࢵࢭࡢ 

 

௨ୗࡢ手㡰ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋ用紙ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢺࢵࢭࢆいࠋ 

 

࠙注意ࠚ用紙ࡢ総長ࠊࡀࡉ㸴㸮㸷㹫㹫㸦㸰㸲ンࢳ㸧௨ୗࡢ用紙ࡣ使用࡛ࠋࢇࡏࡲࡁ使

用ࡓࡋ場合ࠊศ離ࡀ࣮࢚࣒ࣛࣕࢪⓎ生ࠋࡍࡲࡋ 

用紙ษ࡛ࢀ用紙ࢆ再ࡿࡍࢺࢵࢭ場合ࡀࢱࢡࣛࢺࠊࡣ停Ṇࡽ࡚ࡋ 20秒௨ୖࡢ間

ࡍࡲい࡚ࡗ行ࢆ処理ࡢࢀ内部࡛用紙ษ࣮ࢱンࣜࣉࡣ間ࡢࡇࠋいࡉࡔࡃい࡚࠾ࢆ

 ࠋࡍࡲࡋⓎ生ࡀ࣮࢚࣒ࣛࣕࢪศ離ࡿࡍࢺࢵࢭ再ࢆ用紙ࠊ࡛ࡢ

 

㸯㸧ࢆࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ両手࡛押ࡋୗࠋࡍࡲࡆ 

 

࠙注意ࠚ用紙ษࡢࢬࢧࡌྠ࡛࡞ࢀ用紙ࢆ再度ࡿࡍࢺࢵࢭ場合ࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺࠊࡣ

 ࠋࢇࡏࡲࡾあࡣ必要ࡿࡆୗࢆ

 

㸰㸧࣮ࣂࣞࢡࢵࣟࢬࢧ㸦手前ࠊ奥㸧ࢆࢡࢵࣟࡢ解除ࢱࢡࣛࢺࠊࡋ前࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧

 ࠋࡍࡲࡁ開ࢆ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸧用紙箱ࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺࠊࡣୗࣙࢩࢪ࣏࣮ࣃ࣮࣌ࡢンࣛࣝ࣋用紙端ࢆ合わࠊࡏ本

体付ࡼࡃう置い࡚ࡉࡔࡃいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙注意ࠚ用紙ࡢ厚࣭ࡉ硬ࢭࡾࡼ࡞ࡉンࡀࢧ誤動作ࡿࡍ場合ࠊࡣ本体ࡽ用紙ࢆ離ࡋ

࡚置い࡚ࡉࡔࡃいࡢࡇࠋ場合ࠊ用紙ࢆ置ࡃ位置ࡣ十ศ࡚ࡋࢆࢺࢫࢸ確認࡚ࡋ

 ࠋいࡉࡔࡃ

 

㸲㸧ᕥ側ࢱࢡࣛࢺ用紙ࢆ乗ࢆ࣮ࣂ࢝ࢱࢡࣛࢺࠊࡏ閉ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

࠙注意ࠚ用紙ඛ端部ࢩ࣑ࡣン目部ࢀࡁࡽいࡔࡃ࡚ࡋࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࠊ࡚ࡋࢺࢵ࢝

 ࠋࡍࡲࡾ࡞原因ࡢࡾࡲ紙࡙ࠋいࡉ

ἚἻクタ前ỽἢーί左ὸ 

ἚἻクタ前ỽἢーί右ὸ 

サỶἌἿックἾἢー 

䝨ーパーポ䝆䝅䝵ンラ䝧ル 
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㸳㸧右側ࢱࢡࣛࢺ用紙ࢆ࣮ࣂ࢝ࢱࢡࣛࢺࠊࡋࢺࢵࢭࢆ閉ࠋࡍࡲࡵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸴㸧ࢆࣈࣀࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺ回ࡋ右側ࢱࢡࣛࢺ位置ࢆ調整࣮ࣂࣞࢡࢵࣟࢬࢧࠊࡋ㸦手前ࠊ

奥㸧ࠋࡍࡲࡋࢡࢵࣟࢆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙注意࣭ࠚ用紙ࡿࡍࢺࢵࢭࢆ場合ࠊ強ࡃ張ࡾࡓࡂࡍࡾ弱ࡿࡍࡾࡓࡂࡍ紙࡙ࡢࡾࡲ原因

 ࠋࡍࡲࡾ࡞

 

 

 

 

 

 

 

࣭༳ๅ中用紙ࡢ㏦ࡾ穴ࡀ変形ࡽࢱࢡࣛࢺࠊࡿࡍ外ࡼࡿࢀう࡞場合ࡣ再度ࢧ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡗ行ࢆ調整ࢬ

 

㸵㸧ࠋࡍࡲࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺ 

 

࠙注意ࢱࢡࣛࢺࠚ奥࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢆ開ࠊࡿࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࡲࡲࡓࡅ

ࠊ㸦右࣮ࣂ࢝奥ࢱࢡࣛࢺࡎ必ࠋࡍࡲࡾあࡀ可能性ࡿࡍ破損ࡀ࣮ࣂ࢝奥ࢱࢡࣛࢺ

ᕥ㸧ࢆ閉ࡉࡔࡃ࡚ࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࡽ࡚ࡌいࠋ 

 

㸶㸧用紙ࡢ幅合わࠊࡏ用紙規ไࡢ࣑࣐ࢶ位置ࢆ調整ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ἚἻクタἍッἚἠἨ ἚἻクタἍッἚἠἨ 

サỶἌἿックἾἢー 

ἚἻクタἍッἚἠἨ 
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㸷㸧ࢆࢳࢵࢫࠖࢻ࣮ࣟࠕ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ࡉ表示自動的ࡀ設定画面ࡢࡾ谷折/ࡾ山折ࠊࡣ場合ࡿい࡚ࡋ使用ࢆࢻ࢞ࢢンࢫ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ参照ࢆ次㡯 㸯㸮㸧ࠊࡣい࡚ࡘ操作ࡢ画面ࠋࡍࡲࢀ

 

࠙注意ࠚ用紙ࡀṇ࡚ࢀࡉࢺࢵࢭࡃࡋい࡞いࠊṇ常給紙࡛ࠋࢇࡏࡲࡁᕥ右ࡢ穴位置ࡀ

平行ࡼࡿ࡞う用紙ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢺࢵࢭࢆいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸮㸧ࢫンࡢࢻ࢞ࢢ設定ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

༳ๅ済ࡳ用紙ࡢ折ࡾ畳ࢆࡳ補助ࢫࡿࡍンࢻ࢞ࢢ機構ࢆ装備࡚ࡋいࢫࠋࡍࡲン

 ࠋࡍࡲࡋࢆ案内ࡢࡳ畳ࡾ用紙折ࠊࡾ振ᕥ右ࢆࢻ࢞ࢢ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙ࢆṇࡃࡋ折ࡾ畳ࡓࡋࢺࢵࢭࠊࡵࡓࡴ用紙ࡢࡵࡌࡣࡢ折ࡾ目方向㸦山折ࠊࡾ谷

折ࡾ㸧ࢆ設定ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

ἿーἛἋỶッチ 

  良   不良 



第㸱章 操作手㡰 

KEL CL65KM 3-8 

 

 

࠙注意ࢫ࣭ࠚンࡣࢻ࢞ࢢ用紙様ୗ記ࡢไ限ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

㡯 㡯目   様 

㸯 幅 㸯㸳㸰㸬㸲㹫㹫 ～ 㸲㸳㸵㸬㸰㹫㹫㸦㸴 ～ 㸯㸶 ンࢳ㸧 

㸰 長ࡉ 㸯㸵㸵㸬㸶㹫㹫 ～ 㸱㸮㸲㸬㸶㹫㹫㸦㸵 ～ 㸯㸰 ンࢳ㸧 

㸱 連量 㸳㸰 ～ 㸶㸵㹩㹥 㸦薄紙㸧 

㸲 厚ࡉ 㸮㸬㸮㸵㸵㸵 ～ 㸮㸬㸮㸷㸵㸯㹫㹫 

 

㹟㸧操作ࣝࢿࣃ表示ࢫࡢンࢆࢻ࢞ࢢ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㹠㸧用紙長ࢫࡀࡉンࢻ࢞ࢢ様内ࡢ場合ࠊ使用ࢆࡿࡍ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意ࠚ用紙長ࡀࡉ様外ࡢ場合ࢫࠊンࢆࢻ࢞ࢢ使用ࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

㸱 ࠕࢆ㸧ࢺンࣟࣇ㸦ࢻ࢞ࢢンࢫࠊࡋ設定い࡞ࡋ使用ࠋࢇࡏ 㸬

㸲㸬㸰 ࢫンࡾྲྀࡢࢻ࢞ࢢ外ࠖࡋ従࡚ࡗ外ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㹡㸧ࡓࡋࢺࢵࢭ用紙ࢩ࣑ン目ࡀ山折ࡣࡓࡲࡾ谷折ࢆࡾ押ࠋࡍࡲࡋ 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩   䝇イン䜾ガイ䝗       ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

 ㏥避ࡣࢻ࢞ࢢンࢫ

し࡚いまࠋࡍ 

押ࠋࡍࡲࡋ 

䝇イン䜾ガイ䝗 

(7～12ｲﾝ䡽ま䛷有効) 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩   䝇イン䜾ガイ䝗      ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

䝇イン䜾ガイ䝗 

(7～12ｲﾝ䡽ま䛷有効) 

1.00 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    オフライン        ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

押ࠋࡍࡲࡋ 
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࠙注意ࡓࡋࢺࢵࢭࠚ用紙ඛ頭ࢪ࣮࣌ࡢ㸰ࢪ࣮࣌目ࡢ境あࢩ࣑ࡿン目ࡢ

折ࢀ方向ࢆ設定ࠋࡍࡲࡋ 

 

㹢㸧戻ࢆࡿ押ࣛࣇ࡚࢜ࡋン表示戻ࠋࡍࡲࡾ 

 

㸯㸯㸧使用ࡿࡍ用紙ࡢࢬࢧ設定ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

࠙注意ࡓࡋࢺࢵࢭ࣭ࠚ用紙ࢬࢧࡢ設定࡚ࢀࡉいࡿ用紙ࡀࢬࢧ㐪࡚ࡗ いࠊࡿ

紙࡙ࡢࡾࡲ原因ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

い࡚ࢀࡉⓏ録ࡋ押ࢆン㑅択࣮ࢱࣃࠊ場合ࡿい࡚ࢀࡉⓏ録࡚ࡋン࣮ࢱࣃ࣭

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ方法ࡿࡍ㑅択ࢆン࣮ࢱࣃࡿ

 

 ࠋࡍࡲࡋㄝ明ࢆ方法ࡿࡼ設定ࡣ࡛ࡇࡇ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸰㸧用紙設定ࢆ行う㡯目ࢆ押ࠊࡋ番号࡛࣮࢟値ࢆ入力ࠋࡍࡲࡋ 

 

㸯㸱㸧用紙ࡢ厚ࣙࢩࢡࢧ࡚ࡗࡼࡉンࣇンࡢ値ࢆ㑅択ࣙࢩࢡࢧࠋࡍࡲࡋンࣇンࠊࡣ

用紙㏦ࡾ時ࡢ張ࢆࡾ最適࡞状態ࡢࡵࡓࡿࡍ吸着力ࡢࡇࢆ値࡛調整ࠋࡍࡲࡋ 

1.00 

䠧䠡䠨 䠟䠨䠒䠑䠧䠩  オフライン        ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

 

࣭番号 㸸入力ࡿࡍ次ࡢ位置へ移動ࠋࡍࡲࡋ 

࣭→ 㸸右へ移動ࠋ右端࡛ࡲ移動ࡿࡍ次ࡢ行ࡢᕥ端へ移動ࠋࡍࡲࡋ 

࣭← 㸸ᕥへ移動ࠋᕥ端࡛ࡲ移動ࡿࡍ前ࡢ行ࡢ右端へ移動ࠋࡍࡲࡋ 

࣭決定㸸用紙情報ࢆ設定ࣛࣇ࢜ࠊࡋン表示戻ࠋࡍࡲࡾ 

࣭戻ࡿ㸸用紙情報ࡣ設定ࣛࣇ࢜ࡎࢀࡉン表示戻ࠋࡍࡲࡾ 

࣭㡯目 㸸㡯目位置移動ࠋࡍࡲࡋ 

  押ࠋࡍࡲࡋ 

00.0mm 

05.0mm 

 

 

11.0㺐㺻㺟 

15.0㺐㺻㺟 

 

8 

䠧䠡䠨 䠟䠨䠒䠑䠧䠩  用紙設定       ﾊﾟ䡼ｰﾝ01  番号 

㡯目 
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࠙注意ࠚ ࣭ 用紙㏦ࡾ穴ࡢ排紙側ࡀ変形ࡿࡍ時ࡾࡼࠊࡣ小ࡉい数値変更ࠋࡍࡲࡋ 

 ࣭ 用紙㏦ࡾ穴ࡢ給紙側ࡀ変形ࡿࡍ時ࡾࡼࠊࡣ大ࡁい数値変更ࠋࡍࡲࡋ 
 

用紙幅 㺮㺶 
               (ｲ㺻㺟) 

連量(kg) 

152.4mm～254.0mm 

(6" ～ 10") 

254.0mm～457.2mm 

(10" ～ 18") 

52 ～ 100 1 1～8࡛設定ࢆ㑅ࡪ 

100 ～ 152 1 1 

 ࣭連量 52kg～100kg 用紙ࢬࢧ 254.0mm～457.2mm(10～18 ｲ㺻㺟)௨外ࡣ㸯

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ固定

 㸦参考値㸧 

種類 幅 ェ 長ࡉ 連量(kg) 入力値 

薄紙 457.2mm ェ 279.4mm 

(18" ェ 11") 

381.0mm ェ 279.4mm 

(15" ェ 11") 

55kg 

 

55kg 

4 

 

8 

厚紙 457.2mm ェ 279.4mm 

(18" ェ 11") 

135kg 1 

 用紙 457.2mm ェ 279.4mmࢢࢱ

(18" ェ 11") 

152kg 1 

 用紙 330.2mm ェ 304.8mmࣝ࣋ࣛ

(13" ェ 12") 

 8 

 

㸯㸲㸧決定ࢆ押ࡓࡋࢺࢵࢭࠋࡍࡲࡋ༳ๅ用紙ࠊࡣୗᅗࡢ経路ࢆ通ࠋࡍࡲࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸬㸱   ࢝ࢵࢱࢫ使用ୖࡢ注意 

 

༳ๅ済ࡳ用紙ࡣ自動的ࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ積ࡳ重ࠊࢀࡽࡡ重ࡓࢀࡽࡡ用紙ࡢ量従ࡗ

࡚少ࡘࡎࡋୗ降ࠋࡍࡲࡋ 

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ用紙࡛㸱，㸮㸮㸮枚容ࡢ㸳㸳㹩㹥ࡣࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ

 

࠙注意ࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ࣭ࠚ使用時ࡢ用紙ࢬࢧ注意ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 㸧ࢳン㸯㸰㸵～㸲㸮㸴㹫㹫㸦5～16ࡉ使用㸸長ࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ

࣭㸯㸴ンࡶࡾࡼࢳ大ࡁい場合ࡢ࣮࢚ࣛࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊⓎ生࡞ࡋいୗ限

位置固定ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ注意ࢬࢧ用紙ࡢ時ࢺࢵࢭ࣮ࣃࢵࢺࢫ࣭

 㸧ࢳン使用㸸㸰㸳㸲㸬㸮㹫㹫～㸱㸮㸲㸬㸶㹫㹫㸦10～12࣮ࣃࢵࢺࢫ

࣭用紙ࡀࢬࢧ㸯㸰ンࡶࡾࡼࢳ大ࡁい場合ࢆ࣮ࣃࢵࢺࢫࠊ持࡚ࡆୖࡕ固定ࡋ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚

ἚἻクタἸニッἚ 

排出ἿーἻ 

ἢーἋタ 

中間ἿーἻ 

定着部 

ἣἛἽ 
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㸯㸧ୖࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ限࡛ࡲ持ࠋࡍࡲࡋࢺࢵࢭࢆ࣮ࣃࢵࢺࢫࠊࡆୖࡕ 

 

㸰㸧༳ๅࢆ開始ࠋࡍࡲࡋ 

 

㸱㸧༳ๅ開始直後ࠊ௨ୗࡢ㡯目ࢆ確認ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

࣭一枚目用紙ࡢ折ࢀ方向 

逆折ࡢࢀ場合ࠊࡣ༳ๅࢆ停Ṇࡏࡉ折ࡾ目ࢆあわࡋࢺࢵࢭ࡚ࡏ直ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 ࡇࡿい࡚ࡋ接用紙ୖ面ࡀࣝࢻࣃ࣭

接࡚ࡋい࡞い場合ࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊࡣୗࡆ用紙位置ࢆ整え直ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊࡋ

 ࠋࡍࡲࡆୖࡕ持࡛ࡲࡿࡍ接ࣝࢻࣃࢆࣝࣈ࣮

 

㸲㸧༳ๅ中௨ୗࡢ㡯目ࢆ確認ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 ࠋࡇࡿあ࡛ࢺࢵࣛࣇࡀ用紙ࡢ両側面部ࠊṇ面ࠊ࢝ࢵࢱࢫ࣭

࣭用紙ࡀ傾い࡚い࡞いࠋࡇ 

ୗࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊࡣい時࡞い࡚ࡋ接ࠋࡇࡿい࡚ࡋ接用紙ୖ面ࡀࣝࢻࣃ࣭

 ࠋࡍࡲࡆୖࡕ持࡛ࡲࡿࡍ接ࣝࢻࣃࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊࡋ整え直ࢆ用紙位置ࡆ

 

㸳㸧༳ๅ済ࡳ用紙ࣝࢿࣃࢻࢧࠊࡣあࠕࡿ㹂㹍Ｗ㹌ࠖࢆࢳࢵࢫ押࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊࡋ

 ࠋいࡉࡔࡃ除い࡚ࡾྲྀࡏࡉୗ降ࢆࣝࣈ

 

࠙注意࡞ࣝࣇ࢝ࢵࢱࢫࠚ༳ๅ済ࡳ用紙ࡀ多量ࡢ場合ࢆࣝࣈ࣮ࢸࠊୗ限࡛ࡲୗࡔࡃ࡚ࡆ

ࣂࣞࢡࢵ࡛ࣟࡇࡿ握ࢆୗ部ࣝ࣋緑ࣛࡢ中央ࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊ後ࡢࡑࠋいࡉ

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ移動ࡲࡲࡢࡑࡋ外ࢆࣝࣈ࣮ࢸࠊࢀࡉ解除ࡀ࣮

 

 

㸱㸬㸲   ࢫンࡾྲྀࡢࢻ࢞ࢢ付ࡾྲྀࠊࡅ外ࡋ 

 

 ࠋࡍࡲࡋい࡚ㄝ明ࡘ方法ࡋ外ࡾྲྀࠊࡅ付ࡾྲྀࡢࢻ࢞ࢢンࢫ

 

㸱㸬㸲㸬㸯   ࢫンࡾྲྀࡢࢻ࢞ࢢ付ࡅ 

 

㸯㸧ࢫンࡀࢻ࢞ࢢ㏥避位置あࡿ場合ࠊ操作ࢫࡢࣝࢿࣃンࢻ࢞ࢢ使用ࢆࡿࡍ押

 ࠋࡍࡲࡋ

 

࠙注意ࢫࠚンࣙࢩࢪ࣏࣒࣮࣍ࡀࢻ࢞ࢢンへ移動ࠋࡍࡲࡋ 

 

㸰㸧ࠕࡢࣝࢿࣃࢻࢧ㹂㹍Ｗ㹌ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ࡚ࡋୗࠋࡍࡲࡆ 

 

㸱㸧㸱㸮ま傾ࢫࡽࡀ࡞ࡅンࢻ࢞ࢢ 

㸦ࣟࣇンࢺ㸧ࢆ㸿部差ࡋ込ࠋࡍࡲࡳ 

 
ἍクἉἹンＡ ἍクἉἹンＡ 
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㸲㸧ࢫࠊࢆ࣒ࣝࣇࢻ࢞ンୖࢻ࢞ࢢ部ࡢ 

穴差ࡋ込ࠋࡍࡲࡳ 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸧飾ࢪࢿࡾ㸦㸰本㸧ࢆ締ࢫ࡚ࡵンࢻ࢞ࢢ 

 㸧ࡘ㸦㸰ࢺ࣮ࣞࣉࢺ࣮࣏ࢧࠊࡅ付ࡾྲྀࢆ

 㸰本㸧ࢪࢿ㸦各ࠋࡍࡲࡋ装着ࢆ

 

 

 

 

 

 

 

㸴㸧ୖࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ限࡛ࡲ持ࠋࡍࡲࡋࢺࢵࢭࢆ࣮ࣃࢵࢺࢫࠊࡆୖࡕ 

 

࠙注意࣮ࣃࢵࢺࢫࠚ使用時ࡢ用紙長㸸254.0㹫㹫～304.8㹫㹫㸦10～12 ンࢳ㸧 

 

 

㸱㸬㸲㸬㸰   ࢫンࡾྲྀࡢࢻ࢞ࢢ外ࡋ 

 

㸯㸧操作ࢫࡢࣝࢿࣃンࢻ࢞ࢢ使用࡞ࡋいࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意ࢫࠚンࣙࢩࢪ࣏࣒࣮࣍ࡀࢻ࢞ࢢンへ移動ࠋࡍࡲࡋ 

 

㸰㸧ࠕࡢࢳࢵࢫࣝࢿࣃࢻࢧ㹂㹍Ｗ㹌ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ࡚ࡋୗࡲࡆ

 ࠋࡍ

 

㸱㸧ࢺ࣮ࣞࣉࢺ࣮࣏ࢧ㸦㸰ࡘ㸧ࢆ外ࡋ㸦各ࢪࢿ 

㸰本㸧ࠊ飾ࢪࢿࡾ㸦㸰本㸧ࢆ外ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

㸲㸧㸱㸮ま手前傾ࢫࠊࡽࡀ࡞ࡅンࢻ࢞ࢢ 

㸦ࣟࣇンࢺ㸧ࡾྲྀࢆ外ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

㸳㸧操作ࢫࡢࣝࢿࣃンࢻ࢞ࢢ実行ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意ࢫࠚンࡀࢻ࢞ࢢ㏥避位置へ移動ࠋࡍࡲࡋ 

 

㸴㸧ୖࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ限࡛ࡲ持ࠋࡍࡲࡋࢺࢵࢭࢆ࣮ࣃࢵࢺࢫࠊࡆୖࡕ 

 

࠙注意࣮ࣃࢵࢺࢫࠚ使用時ࡢ用紙長㸸254.0㹫㹫～304.8㹫㹫㸦10～12 ンࢳ㸧 

ỾỶἛἧỵἽム 

Ἂ Ἂ 

サポーἚἩἾーἚ 

Ἂ Ἂ 

サポーἚἩἾーἚ 

Ἂ Ἂ 
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㸱㸬㸳   ༳ๅࡢ開始࣭中断 

 

㸱㸬㸳㸬㸯   ༳ๅࡢ開始 

 

㸯㸧ࠕ㹎㸿㹓㹑㹃ࠖࣛンࡀࣉ点灯ࣛࣇ࢜ࠊ࡚ࡋン状態࡛あࢆࡇࡿ確認ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

ࡓࡋ処置ࠖࡢ時࣮࢚ࣛ 㸱㸬㸯㸳ࠕࡣ場合ࡿい࡚ࡋ点灯ࡀࣉ㸿㹊㸿㹐㹋ࠖࣛンࠕ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡗࡀ
 

㸰㸧ࠕ㹍㹌㹊㹇㹌㹃ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

状ࡢࡇࠋࡍࡲࡏࡽ知ࢆࡇࡿン状態࡛あンࣛ࢜ࠊࡋ消灯ࡀࣉ㹎㸿㹓㹑㹃ࠖࣛンࠕ

態࡛ࢥ࣭ࢺࢫ࣍ンࡢࡽࢱ࣮ࣗࣆ要求ࡾࡼ༳ๅࢆ始ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ 

 

 ࠙注意࣭ࠚ消耗品㸦ࠊࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ廃棄ࠊࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ㹎㹁ࢪࢵࣜࢺ࣮࢝㸧ࡢ使用率ࡀ 

警告値ࢆ越え࡚いࡿ場合͇ࠊ消耗品状態͇ࡀ表示ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 ࣭定期交換部品ࡢ使用率ࡀ㸯㸮㸮％ࢆ越え࡚いࡿ場合͇ࠊ定期交換部品͇ࡀ表 

示ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 ࣭༳ๅ枚数ࡀ定期保Ᏺ枚数ࡢ㸷㸮％ࢆ越え࡚いࡿ場合͇ࠊ保Ᏺ点検͇ࡀ黄色文 

字表示ࠋࡍࡲࢀࡉ㸯㸮㸮％ࢆ越え͇ࡿ保Ᏺ点検͇ࡀ赤色文字表示ࠋࡍࡲࢀࡉ 

担当保Ᏺ員連絡ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

㸱㸬㸳㸬㸰   ༳ๅࡢ停Ṇ㸦中断㸧再開 

 

用紙ࡢ交換，消耗品ࡢ交換ࢆ࡞行う場合ࡓࡲࠊ何ࡢࡽ理由ࡾࡼ༳ๅࢆ中断ࡿࡍ場

合ࣛࣇ࢜ࠊン状態ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

㸯㸧ࠕ㹍㹄㹄㹊㹇㹌㹃ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࠋࡍࡲࡋ 

現在༳ๅ࡚ࡋいࢆࢪ࣮࣌ࡿ༳ๅࡋ終えࡓ後ࣛࣇ࢜ࠊン移行中ࡢ状態ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

 

࠙注意࣭ࠚ༳ๅ停Ṇ後ࠊ༳ๅࢫࢭࣟࣉ部ࡀ後処理ࢆ実行ࡢࡑࠋࡍࡲࡋ間ࣛࣇ࢜ン状態

 ࠋࡍࡲࡾ࡞状態ࡕ待࡛ࡲࡿ࡞

࣭待ࡕ状態時ࠕ㹄㹃㹃㹂ࠖࠕ㹁㹓㹒ࠖࢆࢳࢵࢫࡢ࡞押ࠊࡍ記憶ࡲࢀࡉ

 ࠋࡍࡲࡋ実行ࡁࡓࡗ࡞ン状態ࣛࣇ࢜ࠊ後ࡢࡑࠋࡍ

 

㸰㸧ࣛࣇ࢜ン状態ࠕࠊࡾ࡞㹎㸿㹓㹑㹃ࠖࣛンࡀࣉ点灯ࠋࡍࡲࡋ 
 

㸱㸧༳ๅࢆ再開ࡿࡍ場合ࠕࡣ㹍㹌㹊㹇㹌㹃ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࠋࡍࡲࡋ 

ࡀࡓࡋ処置ࠖࡢ時࣮࢚ࣛ 㸱㸬㸯㸳ࠕࠊࡣ場合ࡿい࡚ࡋ表示ࢆࢪ࣮ࢭࢵ࣓࣮࢚ࣛ

 ࠋいࡉࡔࡃ除い࡚ࡾྲྀࢆ原因࡚ࡗ

 

 

㸱㸬㸳㸬㸱   ༳ๅྲྀࡢ消 

 

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ消要求ྲྀࠊࡋ押ࢆ消ྲྀ࡚ࡋᑐࢱ࣮ࣗࣆンࢥ࣭ࢺࢫ࣍

接⥆ࠊ࡚ࡗࡼࣝࢥࢺࣟࣉ௨ୗࡼࡢう࡞動作ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

 

࣭㹊㹎㹐接⥆    㸸ࢥ࣭ࢺࢫ࣍ンࢱ࣮ࣗࣆษ断要求ࢆ㏦ࠋࡍࡲࡾ 

࣭㹒㹌㸳㸰㸳㸮㹃接⥆㸸接⥆ࢥ࣭ࢺࢫ࣍ンྲྀࢱ࣮ࣗࣆ消要求ࢆ㏦ࠋࡍࡲࡾ 

㸦㹇㹀㹋接⥆ࣙࢩࣉ࢜ン追加時㸧 

࣭㹒㹌㸱㸰㸵㸮㹃接⥆㸸機能ྲྀࠋࡋ࡞消ࡀ表示ࠋࢇࡏࡲࢀࡉ 

㸦㹇㹀㹋接⥆ࣙࢩࣉ࢜ン追加時㸧 

 

࠙注意࣭ࠚ㹒㹌㸱㸰㸵㸮㹃 㹊㹓㸯接⥆࡛ࡢ再༳ๅ方法ࡘい࡚ࠕࠊࡣ㸱㸬㸯㸯㸬㸰 

接⥆状態ࠖࢆ参照ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 
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࠙注意࣭ࠚ༳ๅྲྀࡢ消ࠊࡣ適用業務࣒ࣛࢢࣟࣉ無関係実行ࠊ࡛ࡢࡍࡲࢀࡉ必ࢫ࣍ࡎ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ実行ࠊୖࡢ確認操作員ࡢࢱ࣮ࣗࣆンࢥ࣭ࢺ

࣭㹊㹎㹐接⥆時ࡢษ断処理ࢥ࣭ࢺࢫ࣍ࠊࡣンࢱ࣮ࣗࣆ側࡛༳ๅࡾྲྀࢆ消ࡢࡶࡍ

信済ཷࠊࡋ出ࢆ通信ษ断要求(FIN)ࢱ࣮ࣗࣆンࢥ࣭ࢺࢫ࣍ࠋࢇࡏࡲࡾあࡣ࡛

ࣆンࢥ࣭ࢺࢫ࣍ࡣࡁいࡓࡋ消ྲྀࢆ༳ๅࠋࡍ࡛ࡅࡔࡿࡍ消去ࢆࢱ࣮ࢹ༳ๅࡳ

 ࠋࡍࡲࡾあࡀ必要ࡿࡍ停Ṇࢆ側࡛༳ๅࢱ࣮ࣗ

 

㸯㸧ࣛࣇ࢜ン状態ࠋࡍࡲࡋ 

 

㸰㸧ྲྀ消要求ࡀ有効࡞場合ྲྀࠊ消ࡀ表示ྲྀࠋࡍࡲࢀࡉ消ࢆ押ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

㸱㸧誤操作防Ṇࠊࡵࡓࡢ確認ࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢ表示ྲྀࠋࡍࡲࢀࡉ消ࢆ実行ࡿࡍ場合ࠊ実行

 ࠋࡍࡲࡋ押ࢆࡿ戻ࠊい場合࡞ࡋ実行ࢆ消ྲྀࠋࡍࡲࡋ押ࢆ

 

㸲㸧ࣛࣇ࢜ン表示戻ࠋࡍࡲࡾ 

 
 

㸱㸬㸳㸬㸲   用紙ࡢࡁࡢࡋ࡞操作 

 

用紙ࡢ最後࡛ࡲࢪ࣮࣌ࡢ༳ๅࢆ࣮࢚ࣛࠊࡿࡍ表示ࡀ࣒࣮࡚ࣛࡋ鳴ࠋࡍࡲࡾ 

༳ๅ用紙ࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࡣ排出ࠊࢀࡉ༳ๅࢆ停Ṇࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸧㹍㹌ࢆ押ࢆ࣒࣮ࣛࠊࡋṆࠋࡍࡲࡵ 

 

㸰㸧新ࡋい用紙ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢺࢵࢭࢆいࠋ㸦ࠕ㸱㸬㸰 用紙ࢆࠖࢵࢭࡢ参照㸧 

 

㸱㸧ࠕࡢࣝࢿࣃࢻࢧ㹂㹍Ｗ㹌ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊࡋୗ降ࡏࡉ༳ๅ済

 ࠋいࡉࡔࡃ除い࡚ࡾྲྀࢆ用紙ࡳ

 

㸲㸧ྲྀࡾ除いࡓ後ୖࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫࠊ限࡛ࡲ持ࠋࡍࡲࡋࢺࢵࢭࢆ࣮ࣃࢵࢺࢫࡆୖࡕ 
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㸱㸬㸴   動作࣮ࣔࢻ 
 

装置ࡢ電源ࢆ入ࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉࠊࡿࢀ起動ࠊࢀࡉ初期設定ࡀ終了ࡿࡍ通常࣮ࣔ࡞ࢻ

 ࠋࡍࡲࡾ
 

通常࣮ࣔࢥ࣭ࢺࢫ࣍ࠊࡣࢻンࡽࢱ࣮ࣗࣆ㏦ࡿࡃ࡚ࢀࡽ文字ࢻ࣮ࢥやไ御ࢻ࣮ࢥ従ࡗ

࡚༳字࡛ࡿࡁ状態࡛ࠋࡍ 

 ࠋࡍࡲい࡛ࢇࢻ通常࣮࡛ࣔࡢ行うࢆ༳ๅ業務ࡢ通常࡛ࢻ࣮ࣔࡢࡇ
 

動作࣮ࣔࠊࡣࢻ通常࣮ࣔࡢࢻ㑅択࣮ࣔࡀࢻあࠋࡍࡲࡾ 

㑅択࣮ࣔࡣ࡛ࢻ使用ࡿࡍ用紙ࡢ情報設定ࠊ消耗品ࡢ状態表示ࠊ㹇㹎ࢫࣞࢻ設定ࢆ࡞

行いࠋࡍࡲ 
 

௨ୗ動作࣮ࣔࡢࢻ㑄移ࢆ示ࠋࡍࡲࡋ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸱㸬㸴㸬㸯   通常࣮ࣔࢻ 

 

電源ࢆ入ࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࢀ起動ࠊࢀࡉ初期設定ࡀ終了ࠋࡍࡲࡾ࡞ࢻ࣮ࣔࡢࡇࡿࡍ

通常࣮ࣔࢥ࣭ࢺࢫ࣍ࠊࡣࢻンࡽࢱ࣮ࣗࣆ㏦ࡿࡃ࡚ࢀࡽ文字ࢻ࣮ࢥやไ御ࡓࡋࢻ࣮ࢥ

 ࠋࡍ状態࡛ࡿࡁ༳字࡛࡚ࡗࡀ

 

 

㸱㸬㸴㸬㸰   㑅択࣮ࣔࢻ 

 

㑅択࣮ࣔࣜࣉࠊࡣࢻンࡀ࣮ࢱ༳ๅࢆ開始ࡵࡓࡿࡍ必要࡞情報ࢆ設定࡛ࢻ࣮ࣔࡿࡍあࠊࡾ

 ࠋࡍࡲ行いࡶ࡞ࢺࢫࢸࡢ࣮ࢱンࣜࣉࡓࡲ

ࡾ࡞有効ࡶ電源投入時௨降ࡢ次回ࠊࡾ࡞有効ࡽ時点ࡢࡑࡣ㡯目ࡓࢀࡉ設定࡛ࡇࡇ

 ࠋࡍࡲ

 

௨ୗ㑅択࣮ࣔࡢࢻ㡯目ࢆ示ࠋࡍࡲࡋ 

㸯㸬ࢫンࢻ࢞ࢢ  㸳㸬㹇㹎設定接⥆状態 

㸰㸬㹒㹍㹄調整   㸴㸬ࢺࢫࢸ༳ๅ 

㸱㸬用紙設定   㸵㸬消耗品状態 

㸲㸬࣮ࢱࣃン㑅択  㸶㸬定期交換部品 

 ࣒ࣛࢢࣟࣉ

起動 

初期設定 

選択ࣔーࢻ 

電源㹍㹄㹄 電源㹍㹌 

通常ࣔーࢻ 

ࢢンࢫ

 ࢻ࢞

㹒㹍㹄 

調整 

 ン࣮ࢱࣃ

㑅択 

 ࢺࢫࢸ

༳ๅ 

消耗品 

状態 

用紙 

設定 

定期交換 

部品 

ྲྀ消 

㑅択 

IP設定 

接⥆状況 
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㸱㸬㸵   ࢫンࢻ࢞ࢢ 

 

༳ๅ用紙ࢆ掛ࡅ替えࡓ時ࡓࡋࢺࢵࢭࠊ用紙ࢩ࣑ࡢン目方向㸦山谷㸧ࢆ設定ࠋࡍࡲࡋ設定

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ参照ࢆࠖࢺࢵࢭࡢ㸱㸬㸰 用紙ࠕࡣ

 

㸱㸬㸶   㹒㹍㹄調整 

 

௨ୗࡀ࣮࢚ࣛࡢⓎ生ࡓࡋ場合ࠊ༳字ඛ頭位置ࢆ再調整ࡿࡍ必要ࡀあࡢࡁࡢࡇࠋࡍࡲࡾ

用紙ඛ頭位置調整手㡰ࡘい࡚ㄝ明ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意࣭ࠚ復旧後ࠊ緊急停Ṇࡽࢪ࣮࣌ࡓࡋ用紙ࡢ長ࡉ約㸳㸯ンࡢࢳ範ᅖ内࡛ࣜࣂ࢝

࣮ࣜ༳ๅࢆ行いࡢࡑࠋࡍࡲ後ࢥ࣭ࢺࢫ࣍ンࡽࢱ࣮ࣗࣆ㏦ࢱ࣮ࢹࡿࡃ࡚ࢀࡽ

ࢱン表示前ࠊ場合ࡢ࣮࢚ࣛࢡࢵ࣮ࣟࢱンࠊࡋ但ࠋࡍࡲࡋ⥆⥅ࢆ༳ๅࡢ

あࡀい場合࡞ࡁ認識࡛ࢆⓎ生࣮࢚ࣛࢡࢵ࣮ࣟࢱンࡿࢀࡉ解除ࡀࢡࢵ࣮ࣟ

 ࠋࢇࡏࡲࢀ行わࡣ༳ๅ࣮ࣜࣂ࢝ࣜࠊ場合ࡢࡇࠋࡍࡲࡾ

࣭༳ๅ後ࠕࠊ㹄㹃㹃㹂࡚ࠖࢳࢵࢫ用紙㏦ࢆࡾ行わࡎ㹒㹍㹄調整ࢆ押ࠊࡍ

未定着ࡲࡲࡢ用紙ࡀ排紙ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 

○再調整࡛⥅⥆可能࣮࢚ࣛ࡞ 

 

 ࣭㸱㸲㸱㸮㸸㹃㹎ࢲࣝ࣍ンࢡࢵ࣮ࣟࢱ ࣭㸱㸲㸱㸲㸸ศ離࣒ࣕࢪ 

 ࣭㸱㸲㸱㸯㸸ࢱࢡࣛࢺンࢡࢵ࣮ࣟࢱ ࣭㸱㸲㸱㸳㸸定着࣒ࣕࢪ 

 ࣭㸱㸲㸱㸰㸸定着ࢪ࢘ࣁンࢢンࢡࢵ࣮ࣟࢱ ࣭㸱㸲㸱㸴㸸࣒ࣕࢪ࢝ࢵࢱࢫ 

 ࣭㸱㸲㸱㸱㸸ᕥ࣮ࣂ࢝ンࢡࢵ࣮ࣟࢱ ࣭㸱㸲㸱㸵㸸࣒ࣕࢪࢱࢡࣛࢺ 

 ࣭㸱㸳㸱㸮㸸前࣮ࣂ࢝ンࢡࢵ࣮ࣟࢱ ࣭㸱㸵㸱㸴㸸ࢫン࣮࢚ࣛࢻ࢞ࢢ 

 

 

㸯㸧ࠕ㹄㹃㹃㹂ࠖࢆࢳࢵࢫ数回押ࠊࡋ用紙ࡢ未定着部ศࢆ定着ࠋࡍࡲࡏࡉ 

㸰㸧ࠕ㹍㹄㹄㹊㹇㹌㹃ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࡓࡋ状態࡛ࠕ㹄㹃㹃㹂ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࠋࡍࡲࡋ 

ࢺᕥࢆン目ࢩ࣑ࠋࡍࡲࢀࡽ㏦ࢳン㸯㸭㸴ࡀ用紙毎ࡍ押ࢆࢳࢵࢫ㹄㹃㹃㹂ࠖࠕ

 ࠋࡍࡲࡏ合わࢡ࣮࣐  ࡿあୖ࣮ࣂ࢝ࢱࢡࣛ

㸱㸧㹒㹍㹄調整ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ用紙ࡀ༳ๅ開始位置࡛ࡲ㏦ࠋࡍࡲࢀࡽ 

㸲㸧ࠕ㹍㹌㹊㹇㹌㹃ࠖࢆࢳࢵࢫ押࢜ࠊࡋンࣛン状態ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

㸱㸬㸷   用紙設定 

 

用紙ࢆ掛ࡅ替えࡓ時ࠊ用紙長࡞用紙情報ࢆ設定ࠋࡍࡲࡋ設定ࠕࡣ㸱㸬㸰 用紙ࢵࢭࡢ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ参照ࢆࠖࢺ

 

設定ࡿࡍ㡯目ࡣ௨ୗࠋࡍࡲࡾ࡞ 

 ンࢪ࣮࣐ୖ࣭ 

 ࣭ᕥࢪ࣮࣐ン 

 ࣭用紙長 

 ࣭用紙幅 

 ࣮࢟ࣞࣈンࣙࢩࢡࢧ࣭ 

 

࠙注意ࠚ㑅択࡚ࢀࡉい࣮ࢱࣃࡿンࡢ用紙長ࠊ幅ࢪ࣮࣐ୖࠊンࠊᕥࢪ࣮࣐ン値ࢆ書ࡁ変え

 ࠋࡍࡲ
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㸱㸬㸯㸮  ࣮ࢱࣃン㑅択 

 

各設定࣮ࢱࣃࢆン࡚ࡋⓏ録ࡀࡇࡿࡍ可能࡛ࠋࡍⓏ録ࡣ㸯㸴࣮ࢱࣃン作成ࡀࡇࡿࡍ

可能࡛࣮ࢱࣃࠋࡍン㑅択࣮ࢱࣃࡾࡼンࢆษࡾ換えࠋࡍࡲ 

 

ࢆࢨ࢘ࣛࣈＷ㹣㹠ࡣⓏ録ࡢ設定値ࠋࡍ㡯目࡛ࡢୗ記ࠊࡣ設定࡞Ⓩ録可能࡚ࡋン࣮ࢱࣃ

使用࡚ࡋ行いࠋࡍࡲ㸦Ⓩ録方法ࠕࡣ第㸳章 Ｗ㹣㹠設定ࠖࢆ参照ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ㸧 

      㸦㸳㸰㸳㸮ࠊ㸱㸰㸵㸮༳ๅ㡯目ࠊࡣ㹇㹀㹋接⥆ࣙࢩࣉ࢜ン追加時設定可能࡛ࡍ㸧 

 㹟㸧共通㡯目 㹡㸧㹒㹌㸳㸰㸳㸮㹃༳ๅ㡯目 

 ࣭帳票ྡ ࣭ࣙࢩࢵࢭン番号 

 ࣭拡張࣐ࢥンࢻ ࣭㸿㹌㹉࢛ࣇンࢺ 

 ࣭用紙種類 ࣭漢字࢛ࣇンࢺ 

 ࣭用紙ࡢ回転 ࣭㸿㹌㹉ࣝࣈ࣮ࢸ 

 ࣭白紙節約 ࣭㹑㹇㸭㹑㹍 

 ࣭用紙長 ࣭㸰㹓㹎 

 ࣭用紙幅 ࣭外字 

  ンࢪ࣮࣐ୖ࣭ 

 ࣭ᕥࢪ࣮࣐ン 㹢㸧㹒㹌㸱㸰㸵㸮㹃༳ๅ㡯目 

 ン番号ࣙࢩࢵࢭ࣭ ࢱࢫ࣮ࣂ࣭ 

 ࣭用紙Ᏻ定 ࣭文字ࢳࢵࣆ 

 最大文字数࣭ ࣮ࢨࣈ࣭ 

 ࢳࢵࣆン ࣭行ࣇンࣙࢩࢡࢧ࣭ 

 最大行数࣭ ࢻ࣮ࣔࢫ࣮ࣂ࣭ࣜ 

 ࣭ศ離ࣕࢪ࣮ࣕࢳ ࣭㸿㹌㹉࢛ࣇンࢺ 

 ࣭濃度 ࣭漢字࢛ࣇンࢺ 

 大文字小文字࣭ ࢡ࣮࣐࣮ࢼࢺ࣭ 

 ࣭白紙付加 ࣭㸿㹌㹉ࣝࣈ࣮ࢸ 

  ࣭㹊㹓㸯ࣙࢩࣉ࢜ン 

 㹠㸧㹊㹎㹐㸳㸰㸳㸮༳ๅ㡯目 ࣭㹊㹓㸱ࣙࢩࣉ࢜ン 

 ࣭㸿㹌㹉࢛ࣇンࣜࣉ࣭ ࢺンࢡࢵ࢙ࢳࢱ 

 ࣭漢字࢛ࣇンࣜࣉ࣭ ࢺンࢱ保留࣐ࢱ 

 ࣭㸿㹌㹉࢚ࣈࣙࢪ࣭ ࣝࣈ࣮ࢸン࣐ࢱࢻ 

 ࣭㹑㹇㸭㹑㹍 ࣭ࣜࣈࣙࢪン࣐ࢱࢡ 

 ࣭㸰㹓㹎 ࣭設定ࡢ優ඛ 

 ࣭外字 ࣭未定義文字ࡢ処理 

  ࣭㸰㹓㹎 

  ࣭外字 

 

㸯㸧ࠕ㹎㸿㹓㹑㹃ࠖࣛンࡀࣉ点灯ࣛࣇ࢜ࠊࡋン状態࡛あࢆࡇࡿ確認ࡉࡔࡃ ࡚ࡋいࠋ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ押ࢆࢳࢵࢫ㹍㹄㹄㹊㹇㹌㹃ࠖࠕࠊい場合࡞ン状態ࣛࣇ࢜

㸰㸧࣮ࢱࣃン㑅択ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.00 

䠧䠡䠨 䠟䠨䠒䠑䠧䠩  オフライン        ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 
押ࠋࡍࡲࡋ 
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㸱㸧࣮ࢱࣃン㑅択表示ࠋࡍࡲࡾ࡞㑅択࣮ࢱࣃࡿࡍンࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

㸦௨ୗࡢ例࡛࣮ࢱࣃࡣン㸮㸯࣮ࢱࣃࡽン㸮㸰࡛設定࡚ࡋいࡿ値変更ࡍࡲࢀࡉ㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸲㸧࣮ࢱࣃンࡀ変更ࡿࢀࡉ右ୖᕥୗ表示࡚ࡋい࣮ࢱࣃࡿン番号ࡼ࠾び帳票ྡࡀ㑅

択ࡓࢀࡉ番号換わࠋࡍࡲࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸧㹍㹉ࢆ押ࣛࣇ࢜ࠋࡍࡲࡋン表示へ戻ࠊࡾ㑅択࣮ࢱࣃࡓࢀࡉン࡛Ⓩ録࡚ࢀࡉいࡿ設

定値ࡀ有効ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

 

 

㸱㸬㸯㸯  㹇㹎設定接⥆状態 

 

㹇㹎ࢆࢫࣞࢻ設定ࡣࡓࡲ変更ࢆ行いࠊࡓࡲࠋࡍࡲ"㹮㹧㹬㹥"ࡿࡼ接⥆確認ࡼ࠾ࠊび

各接⥆状態ࢆ表示ࠋࡍࡲࡋ 

 

㸱㸬㸯㸯㸬㸯  㹇㹎ࡢࢫࣞࢻ設定 

 

 㹇㹎ࡢࢫࣞࢻ設定方法ࡘい࡚௨ୗㄝ明ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意ࠚ㹇㹎ࢆࢫࣞࢻ設定変更ࡓࡋ場合ࢥࠊンࡀ࣮࣮ࣛࣟࢺ再立ࡆୖࡕ動作ࢆ自動的

 ࠋࡍࡲ行い

 

㸯㸧㹇㹎設定接⥆状態ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩   パターン選択        ﾊﾟ䡼ｰﾝ02 

パターン = 02 

帳票名： 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩   パターン選択        ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

パターン = 01 

帳票名： 

ン࣮ࢱࣃ  ࠋࡍࡲࡋ押ࢆ02
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㸰㸧㹇㹎設定ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸧㹇㹎ࢆ࢙࢘ࢺ࣮ࢤࠊࢫࣞࢻࢡࢫ࣐ࠊࢫࣞࢻ㡰設定ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙注意࣭ࠚ 点滅位置ࢸンࡽ࣮࢟値ࢆ入力ࠋࡍࡲࡋ入力ࡀ ࡿࡍ桁移動ࠋࡍࡲࡋ 

࣭各桁ࡣ 3桁࡛入力ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ㸦例 011.002.࣭࣭࣭㸧 

 

㸲㸧全࡚ࢫࣞࢻࡢ値ࢆ設定ࠊࡋ決定ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

設定ࢫࣞࢻࡓࡋ値ࠊࢀࡉࢡࢵ࢙ࢳࡀⓏ録ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 

࠙注意ࠚ設定ࢫࣞࢻ無効࡞値ࡀあࡿ場合ࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࠊ表示ࠋࡍࡲࢀࡉ戻ࢆࡿ押ࠊࡋ

無効ࢫࣞࢻ࡞値ࢆ修ṇࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

 

1.00 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩   オフライン        ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 押ࠋࡍࡲࡋ 

192.168.200.239 

255.255.255.000 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  IP設定 

192.168.200.254 

䠧䠡䠨 䠟䠨䠒䠑䠧䠩  IP設定䛸接続状態 
押ࠋࡍࡲࡋ 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  IP設定䛸接続状態 
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㸳㸧戻ࢆࡿ押ࠋࡍࡲࡋ自動的再立ࡀࡆୖࡕ実行ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸬㸯㸯㸬㸰  接⥆状態㸦㹇㹀㹋接⥆ࣙࢩࣉ࢜ン追加時㸧 

 

各接⥆ࡢࣝࢥࢺࣟࣉ接⥆状態ࢆ確認ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

 

㸯㸧接⥆状態ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸰㸧各ࡀࣝࢥࢺࣟࣉ表示ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 

࠙注意࣭ࠚ接⥆状態あ͂ࡣࡢࡶࡿ㸨̓ࢆ表示ࠋࡍࡲࡋ 

࣭㹒㹌㸱㸰㸵㸮㹃࡛ࡣ㹀㹧㹬㹢状態あࡿ接⥆͂ࡣ㸯̓,͂㸱̓ࢆ表示ࠋࡍࡲࡋ 

 ͂㸯̓ࡣ㹊㹓㸯࡛͂ࠊ㸱̓ࡣ㹊㹓㸱࡛接⥆࡚ࢀࡉいࢆࡇࡿ表ࠋࡍࡲࡋ 

࣭㞀害ࡀⓎ生࡚ࡋいࡿ接⥆ࢆ̓■̓ࡣ表示ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  IP設定䛸接続状態 
押ࠋࡍࡲࡋ 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  接続状態 

■ 

１ 

３ 

＊ 

押ࠋࡍࡲࡋ 

192.168.200.239 

255.255.255.000 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  IP設定 

192.168.200.254 
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㸱㸧̓■̓ࡀ表示࡚ࢀࡉいࢆࢳࢵࢫࡿ押ࠊ࡛ࡇࡍⓎ生࡚ࡋいࡿ㞀害ࡢ詳細情報ࢆ確

認ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

 

࠙注意࣭ࠚ'㸯'，'㸱'，'■'表示ࡢ無いࢆࢳࢵࢫ押ࡶ࡚ࡋ詳細表示ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡣ 

࣭'㸯̓表示ࢆࢳࢵࢫࡢ押ࠊࡍ再༳ๅࢆࢳࢵࢫ表示ࠋࡍࡲࡋ 

再༳ๅࢆ押ࢥ࣭ࢺࢫ࣍ࠊ࡛ࡇࡍンࢭࢱ࣮ࣗࣆン͇ࢻ࣮ࢥࢫ㸮㸶㸮㸰͇ࢆ

㏦信ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙注意ࠚ㏦信࡛ࡓࡗ࡞ࡁ場合ࠊ接⥆状態画面戻ࠋࡍࡲࡾ 

 

㸲㸧戻ࢆࡿ押ࠊࡋ前ࡢ表示へ戻ࠋࡍࡲࡾ 

 

 

㹒㹌㸱㸰７㸮セッࣙࢩン㸯 

 
印刷中 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  接続状態 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  接続状態 

㹒㹌㸱㸰７㸮セッࣙࢩン㸯 

 
再印刷をཷけ付けましࠋࡓ 

再༳ๅࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 
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㸱㸬㸯㸯㸬㸱  㹎㹇㹌㹅 

 

ࡇࡿࡍⓎ行ࢆ㹎㹇㹌㹅͇͆ࠊࡵࡓࡿࡍ確認ࡿい࡚ࢀࡉ⥆接ࡃࡋṇࢺࢵࢿࢧ࣮

 ࠋࡍࡲࡋい࡚ㄝ明ࡘ手㡰ࡢࡑࡣ࡛ࡇࡇࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ

 

㸯㸧㹎㹇㹌㹅ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸰㸧͆㹎㹇㹌㹅͇ࢆⓎ行ࡿࡍ相手ඛ㹇㹎ࢆࢫࣞࢻ設定ࠋࡍࡲࡋ 

 ࠋࡍࡲࡋ移動ࢆ桁ࡿࡍ入力ࠋࡍࡲࡋ入力ࡽ桁ࡿい࡚ࡋ点滅ࡀࣝࢯ࣮࢝

 

࠙注意ࢫࣞࢻ࣭ࠚ値ࡣ㸱桁࡚ࡋ入力ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ㸯～㸰桁ࡢ場合ࠊ頭͂㸮̓ࢆ

付ࡅ㸱桁࡚ࡋ入力ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

࣭修ṇࡿࡍ場合ࢆ࣮࢟→ ←ࠊ押ࡋ修ṇࡿࡍ位置へ ࢆ移動ࡋ再度入力ࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸧㹇㹎ࢆࢫࣞࢻ設定ࠊࡽࡓࡋ㏦信ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

a)設定㹇㹎ࢫࣞࢻ  場合ࡓࡁ࡚ࡗ戻ࡀ応答ࡽ192.168.200.105

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  IP設定䛸接続状態 

押ࠋࡍࡲࡋ 

㹎Ｉ㹌㹅ࢫࣞࢻ 

 

  192.168.200.105 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  㹎Ｉ㹌㹅ࢺࢫࢸ 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  㹎Ｉ㹌㹅ࢺࢫࢸ 

 64 bytes from 192.168.200.105:  

 icmp_seq=0 ttl=128 time=0.375 ms 
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b)設定㹇㹎ࡽࢫࣞࢻ応答ࡓࡋࢺ࣒࢘ࢱࠊࡃ࡞ࡀ場合 

࠙注意ࠚ設定㹇㹎ࢫࣞࢻ問題ࡀあࠊࡿ或いࡣ接⥆࡚ࡋいࡀࣝࣈ࣮ࢣࡿ㹆㹓㹀

ṇ࡚ࡗࡀ࡞ࡘࡃࡋい࡞い等ࡀ推測ࠋࡍࡲࢀࡉ点検ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢆいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸲㸧戻ࢆࡿ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

ࠊ場合ࡿࡍ ࢆ確認ࡢࢫࣞࢻ㹇㹎ࡢࠋࡍࡲࡾ設定へ戻ࡢࢫࣞࢻඛ㹇㹎ࢺࢫࢸ

㹇㹎ࢆࢫࣞࢻ設定ࡋ直ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ終了ࡿࡍ場合ࠊ戻ࢆࡿ押ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

㸱㸬㸯㸰  ࢺࢫࢸ༳ๅ 

 

各ࣙࢩ࣮࣑࢚ࣞࣗンࡢ全文字༳ๅࠊ設定値ࠊ外字ࡢ༳ๅࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

࠙注意ࢺࢫࢸࠚ༳ๅࢆ行ࡓࡗ後ࠊ通常戻ࡿ時ࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉ再立ࡆୖࡕ動作ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

㸯㸧ࢺࢫࢸ༳ๅࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.00 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩     オフライン          ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

 1 packets transmitted,  

 0 packets received,  

 100% packet loss 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩  㹎Ｉ㹌㹅ࢺࢫࢸ 

押ࠋࡍࡲࡋ 
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㸰㸧実行ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸧༳字ࣙࢩ࣮࣑࢚ࣞࣗࡿࡍࢺࢫࢸンࡣࡓࡲ設定値ࠊ外字ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

༳ๅࡀ開始ࠋࡍࡲࢀࡉ༳ๅࡀ終了ࡿࡍ༳ๅ中ྲྀ消ࢆ押࡛ࡇࡍ表示ࡀ戻ࠋࡍࡲࡾ 

  㸦5250ࠊ3270ࠊ外字ࠊࡣ㹇㹀㹋接⥆ࣙࢩࣉ࢜ン追加時表示ࡍࡲࢀࡉ㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸬㸯㸱  消耗品状態 

 

廃棄ࠊࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺࠊࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ感ග体ࡀᑑ㐩ࡋ交換ࡀ必要ࣛࣇ࢜ࠊࡿ࡞

ン表示ࡢ消耗品状態ࡢ色ࡀ黄色表示変わࠋࡍࡲࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩     テ䝇䝖印刷 

 ࡿ入印刷ࢺࢫࢸ  

  印刷ࠊࡿࡍ印刷し࡞い 

 ࠋࡍしまࢺーࣈࣜࡎࡽわ  

 ーを࢟実行ࠊࡤࢀしけࢁࡼ  

  押し࡚くࡔさいࠋ 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩     テ䝇䝖印刷 

押ࠋࡍࡲࡋ 

1.00 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    オフライン          ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 
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㸱㸬㸯㸱㸬㸯  消耗品状態ࡢ詳細 

 

消耗品状態ࢆ押ࠋࡍࡲࡋᑑ㐩࡚ࡋいࡿ消耗品ࡢ詳細ࡀ表示ࠋࡍࡲࢀࡉ複数 Ⓨ生࡚ࡋ

いࡿ場合ࢆ▲ ▼ࠊ押ࡋ確認ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

 

࠙注意࣭ࠚᑑ㐩࡚ࡋいࡿ物࡞ࡀい場合ࣛࣈࠊンࢡ表示ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

࣭ᑑ㐩ࡓࡋ廃棄ࠊࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺࠊࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ感ග体ࠊࡣ新ࡋい物交換

参ࢆ第㸲章 消耗品交換ࠖࠕࡣ交換手㡰ࠋࡍࡲ消えࡣࢪ࣮ࢭࢵ࣓࡛ࡇࡿࡍ

照ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

㸯㸧 廃棄ࡢࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ交換࣓ࢪ࣮ࢭࢵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸰㸧ࡢࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ交換࣓ࢪ࣮ࢭࢵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄ࢼࢺーࣝࢺ࣎内ࢼࢺࡢーࡀもう少し࡛ 

溢ࢀまࠋࡍ廃棄ࢼࢺーࣝࢺ࣎を交換し࡚く 

 ࢺ廃棄ࠕࡿまま印刷し続けࡢこࠋさいࡔ

 ࡀࢪー࣓ッセー࢚ࣛࡢー࢚ࠖࣛࣝࢺ࣎ーࢼ

表示さࠊࢀ印刷ࡀ停Ṇしまࠋࡍ 

廃棄ࢼࢺーࡢࣝࢺ࣎交換ྲྀࡣ扱説明書ࡢ指 

示従っ࡚くࡔさいࠋ 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    消耗品状態              2/3 

 ࠋࡓましࡾ࡞無くࡀーࢼࢺࡢ内ࣝࢺ࣎ーࢼࢺ

 ࠋさいࡔを交換し࡚くࣝࢺ࣎ーࢼࢺ

 ࣉン࢚ーࢼࢺࠕࡿ࡞く࡞完全ࡀーࢼࢺ

 印ࠊࢀ表示さࡀࢪー࣓ッセー࢚ࣛࡢࠖࢸ

刷ࡀ停Ṇしまࠋࡍ 

 指示ࡢ扱説明書ྲྀࡣ交換ࡢࣝࢺ࣎ーࢼࢺ

従っ࡚くࡔさいࠋ 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    消耗品状態              1/3 



第㸱章 操作手㡰 

KEL CL65KM 3-26 

 

 

㸱㸧感ග体ࡢ交換࣓ࢪ࣮ࢭࢵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸬㸯㸲  定期交換部品 

 

定期交換部品࡛使用率㸯㸮㸮％ࢆ超えࡓ部品ࡀⓎ生ࡓࡋ場合ࣛࣇ࢜ࠊン表示ࡢ 

定期交換部品ࡢ色ࡀ黄色表示変わࠋࡍࡲࡾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸬㸯㸲㸬㸯  定期交換部品ࡢ詳細 

 

定期交換部品ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ㸰㸱品目ࡢ定期交換部品ࡘい࡚ࠊ使用率ࢆ表示ࠋࡍࡲ ࡋ 

 

࠙注意࣭ࠚ使用率ࡀ㸯㸮㸮％ࢆ超え࡚いࡿ物ࡣ黄色表示ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

࣭使用率ࡀ㸯㸯㸮％ࢆ超え࡚いࡿ物ࡣ赤色表示ࠋࡍࡲࡾ࡞༳ๅ࡞ࡁ࡛⥆⥅ࡀ

 ࠋࢇࡏࡲࡾあࡣࡇࡿ࡞ࡃ

 

 

 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    消耗品状態              3/3 

感光体㸦࣒ࣛࢻ㸧ࡢ使用率ࡀ㸯㸮㸮％を超 

えましࢧࠋࡓービ࣐ࢫン連絡し࡚くࡔさ 

いࠋ 

1.00 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    オフライン          ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 
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  部品名             使用率 

転写/分離㺟ｬ㺎㺚㺼ｬ㺺㺐㺲/㺖㺶㺎㺣         10% 

㺖㺶㺎㺤㺻㺖㺼㺪㺼㺸㺎㺢㺼                        90% 

㺰㺐㺻㺟ｬ㺎㺚㺼ｬ針電極             100% 

㺰㺐㺻㺟ｬ㺎㺚㺼ｬ針電極㺖㺶㺎㺣           50% 

現像剤                               80% 

㺓㺝㺼㺻㺪ｨ㺷㺞 (㺰㺐㺻)             40% 

㺓㺝㺼㺻㺪ｨ㺷㺞 (転写)                30% 

定着㺢㺣㺎㺪ｨ㺷㺞                  20% 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    定期交換部品            1/3 

 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    定期交換部品            2/3 

  部品名             使用率 

㺛㺞㺍㺔ﾊ㺽㺢㺼㺷                110% 

PC㺢㺼㺵㺯㺏㺎㺛板                   70% 

現像器㺳㺤㺍㺢                           15% 

㺰㺐㺻㺟ｬ㺎㺚㺼ｬ㺳㺤㺍㺢                  0% 

転写/分離㺟ｬ㺎㺚㺼ｬ㺳㺤㺍㺢           90% 

定着㺵㺻㺪㺽                   50% 

㺙㺖㺚㺌㺻㺫㺼㺷㺢                    40% 

押え㺹㺎㺵                        30% 

 

  部品名             使用率 

㺢㺵㺖㺞㺫㺼㺷㺢㺳㺤㺍㺢                     20% 

㺢㺵㺖㺞駆動㺫㺼㺷㺢              60% 

㺙㺖㺚㺌㺻駆動㺕㺼㺏                70% 

搬㏦/排紙㺹㺎㺵                 10% 

そࡢ他駆動㺕㺼㺏                  90% 

電磁㺖㺵㺍㺟                      50% 

除電㺪㺼㺵㺚                        40% 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩    定期交換部品            3/3 
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㸱㸬㸯㸳  ࣮࢚ࣛ時ࡢ処置 

 

KEL CL65KM࡛ࠊࡣ状態応࡚ࡌ操作ࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࣝࢿࣃ表示ࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡍࡲࢀࡉ内

容࡚ࡗࡀࡓࡋ処置ࢆ行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠊࡣ࣮࢚ࣛࠋ回復可能ࠊࡢࡶ࡞回復不可能࡞

ࡉࡔࡃ࡚ࡋ連絡担当保Ᏺ員ࠊࡣ場合ࡓࡋⓎ生ࡀ࣮࢚ࣛい࡞ࡁ回復࡛ࠋࡍࡲࡾあࡀࡢࡶ

いࠋ 

 

㸱㸬㸯㸳㸬㸯  回復可能࣮࢚ࣛ࡞ 

 

用ࡽࢪ࣮࣌ࡓࡋ停Ṇࠊ復旧後ࡣい࡚ࡘ࣮࢚࣒ࣛࣕࢪびࡼ࠾ࠊ࣮࢚ࣛࢡࢵ࣮ࣟࢱン

紙ࡢ長ࡉ約㸳㸯ンࡢࢳ範ᅖ内࡛࣮ࣜࣜࣂ࢝༳ๅࢆ行いࡢࡑࠊ後ࢥ࣭ࢺࢫ࣍ンࢱ࣮ࣗࣆ

ࠊ場合ࡢ࣮࢚ࣛࢡࢵ࣮ࣟࢱンࠊࡋ但ࠋࡍࡲࡋ⥆⥅ࢆ༳ๅࡢࢱ࣮ࢹࡿࡃ࡚ࢀࡽ㏦ࡽ࣮

表示前ンࢆ࣮࢚ࣛࢡࢵ࣮ࣟࢱ解除ࡿࡍン࣮࢚ࣛࢡࢵ࣮ࣟࢱⓎ生ࢆ認識࡛࡞ࡁい

場合ࡀⓎ生ࡢࡇࠋࡍࡲࡋ場合࣮ࣜࣜࣂ࢝༳ๅࡀ行わࠋࢇࡏࡲࢀ 

 

ｴ㺵㺎 No. ྡ࣮࢚ࣛ 処置方法 

3530 前࣮ࣂ࢝ンࢡࢵ࣮ࣟࢱ ࣭前ࢆ࣮ࣂ࢝閉ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ 

ࡉࡔࡃ࡚ࡋ確認ࢆン目位置ࢩ࣑用紙長㸭ࢻ࢞ࢢンࢫ࣭ ࣒ࣕࢪࢻ࢞ࢢンࢫ 3736

いࠋ合࡚ࡗい࡞い場合ࠊ用紙情報ࡢ設定ࢆ使用࡚ࡋいࡿ用

紙合わࡉࡔࡃ࡚ࡏいࠋ 

3330 廃棄࣮࢚ࣛࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ ࣭廃棄ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢺࢵࢭࢆࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺいࠋ 

࣭廃棄ࢆࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ新ࡋい廃棄ࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ交換ࡋ 

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ交換ࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺいࡋ新ࢆࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ࣭ ࢸࣉン࢚࣮ࢼࢺ 3331

ࡉࡔࡃ除い࡚ࡾྲྀࢆ用紙ࡳ༳ๅ済ࡽࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ࣭ ࣝࣇ࢝ࢵࢱࢫ 3332

いࠋ 

3333 用紙ࡋ࡞ ࣭新ࡋい用紙ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢻ࣮ࣟࠊࡋࢺࢵࢭࢆいࠋ 

3334 用紙未࣮ࣟࢹンࢢ ࣭新ࡋい用紙ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢻ࣮ࣟࠊࡋࢺࢵࢭࢆいࠋ 

3336 㹎㹁࣒ࣛࢻ異常 ࣭㹎㹁ࢆࢪࢵࣜࢺ࣮࢝ṇࡉࡔࡃ࡚ࡋࢺࢵࢭࡃࡋいࠋ 

࣭㹎㹁ࡀࢪࢵࣜࢺ࣮࢝認識࡛࡚ࡁいࠋࢇࡏࡲ㹎㹁ࢵࣜࢺ࣮࢝

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ交換ࢆࢪ

3337 排紙࣮ࣟࣛ領域࣒ࣕࢪ ࣭排紙࣮ࣟࣛ部ࡢ用紙ࡾྲྀࢆ除い࡚ࡉࡔࡃいࠋ 

3430 㹃㹎ࢲࣝ࣍ンࢵ࣮ࣟࢱ

 ࢡ

࣭㹃㹎ࢆࢲࣝ࣍閉ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ 

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡵ閉ࢆࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ࣭ ࢡࢵ࣮ࣟࢱンࢱࢡࣛࢺ 3431

3432 定着ࢪ࢘ࣁンࢢ 

 ࢡࢵ࣮ࣟࢱン

࣭定着ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢺࢵࢭࢆࢱࣝࣇ࣮ࢼࢺいࠋ 

3433 ᕥ࣮ࣂ࢝ンࢡࢵ࣮ࣟࢱ ࣭ᕥࢆ࣮ࣂ࢝閉ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ 

3434 ศ離ࢆࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ࣭ ࣒ࣕࢪୗࠊࡆ装置内ࡢ用紙ࢆ排出ࡉࡔࡃ࡚ࡋ

いࠋ 

࣭ศ離ࡼ࠾ࢺࢵࢽࣘࣕࢪ࣮ࣕࢳびศ離ࢭンࢆࢧ清掃ࡔࡃ࡚ࡋ

 ࠋいࡉ

3435 定着࣒ࣕࢪ ࣭定着部ࢆ点検ࠊࡋ装置内ࡢ用紙ࢆ排出ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 ࠋいࡉࡔࡃ除い࡚ࡾྲྀࢆ用紙ࡢ部࢝ࢵࢱࢫ࣭ ࣒ࣕࢪ࢝ࢵࢱࢫ 3436

ࡉࡔࡃ࡚ࡋ排出ࢆ用紙ࡢ装置内ࠊࡆୗࢆࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ࣭ ࣒ࣕࢪࢱࢡࣛࢺ 3437

いࠋ 

 ࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ 3930

 ン異常ࣙࢩࢪ࣏

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ点検ࢆࣝࢺ࣮࣎ࢼࢺ࣭

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ装着ࢆࣝࣈ࣮ࢸ࢝ࢵࢱࢫ࣭ 未装着ࣝࣈ࣮ࢸ 3931
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㸱㸬㸯㸳㸬㸰  回復不可能࣮࢚ࣛ࡞ 

 

㸯㸧機械系ࡢ㞀害 

 

機械系ࡢ㞀害ࢆ検出ࡿࡍ௨ୗࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢ表示ࠊࢀࡉ༳ๅ動作ࡀ停Ṇࠋࡍࡲࡋ 

 ࠋࡍࡲࡋ鳴動ࡀ࣒࣮ࣛࠊࡽࡉ

 

㹟㸧㹍㹌ࢆ押࣒࣮ࣛࠊ࡚ࡋ音ࢆṆࠋࡍࡲࡵ 

㹠㸧電源ࢆ入ࢀ直ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࡢࡇࠋ㞀害ࡀ再Ⓨࡣࡁࡓࡋ担当保Ᏺ員ࡈ連絡ࡃ

 ࠋいࡉࡔ

 

 一覧࣮࢚ࣛ .No࣮࢚ࣛ

㸱㸰㸱㸮 㸿㹒㹂㹁 㹆㹧㹥㹦異常 

㸱㸰㸱㸯 㸿㹒㹂㹁 㹊㹭ｗ異常 

㸱㸰㸱㸰 現像器異常 

㸱㸰㸱㸱 㸿㹇㹂㹁 㹆㹧㹥㹦異常 

㸱㸰㸱㸲 㸿㹇㹂㹁 㹊㹭ｗ異常 

㸱㸰㸱㸳 㸿㹇㹂㹁 㹆㹧㹥㹦ࣝࣈ࣮ࢸ外ࢀ 

㸱㸰㸱㸴 㸿㹇㹂㹁 㹊㹭ｗࣝࣈ࣮ࢸ外ࢀ 

㸱㸰㸱㸵 ࢡ࣮࣐࣮ࢼࢺ検出ࢫ࣑ 

㸱㸳㸱㸯 ࢱࢫ࣮ࣂ異常 

㸱㸳㸱㸰 ࣛࢧ࣮ࣞンࣉ異常 

㸱㸳㸱㸱 ࢝ࢵࢱࢫ異常 

㸱㸳㸱㸲 㹑㹍㹑異常 

㸱㸳㸱㸳 㹎㹁駆動࣮ࣔࢱ異常 

㸱㸳㸱㸴 現像器࣮ࣔࢱ異常 

㸱㸳㸱㸵 ࣜࣉンࢻࢵ࣊ࢱ異常 

㸱㸴㸱㸮 ࣗࢩࢵࣛࣇ定着電源異常 

㸱㸴㸱㸯 ࣗࢩࢵࣛࣇ充電異常 

㸱㸴㸱㸰 Ⓨගࢫ࣑ 

㸱㸴㸱㸱 転写㹁㹆電源ࢺ࣮ࣙࢩ 

㸱㸴㸱㸲 帯電㹁㹆電源ࢺ࣮ࣙࢩ 

㸱㸴㸱㸳 ศ離㹁㹆電源ࢺ࣮ࣙࢩ 

㸱㸴㸱㸴 位相ࢭンࢧ異常 

㸱㸴㸱㸵 ࣜࣙࢩࢡࣛࢺン異常 

㸱㸵㸱㸮 ࣇ࣮ࢼࢺン異常 

㸱㸵㸱㸯 ࢰ࢜ンࣇン異常 

㸱㸵㸱㸰 排気ࣇン異常 

㸱㸵㸱㸱 ࣙࢩࢡࢧン࣮ࣔࢱ異常 

㸱㸵㸱㸲 ࣙࢩࢡࢧンࣇン異常 

㸱㸵㸱㸳 定着部温度異常 

㸱㸵㸱㸴 電源ࢆ入ࢀ直ࠊࡋ再度༳ๅࡉࡔࡃ࡚ࡋい *1 

㸱㸵㸱㸵 ࢫࣂ出力ࢺ࣮ࣙࢩ 

㸱㸷㸱㸴 ࢚ンࢪンࢹࣞࢺࢵࣀ 

 失敗ࢫࢭࢡࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ 

何ࡶ表示࡞ࢀࡉいࠋ 

 

 ࠋࡍࡲࡋⓎ生時ࢳࢵ࣐ࢫ࣑ンࣙࢪ࣮ࣂࡢ࣮࣮ࣛࣟࢺンࢥンࢪン࢚࣮ࢱンࣜࣉ 1*
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㸱㸬㸯㸴  通信関係࣮࢚࣒࣮ࣛࣛࡢ 

 

通信関係ࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓Ⓨ生ࡓࡋ場合ࠊ表示部ࡢࡑ内容ࡀ表示ࠋࡍࡲࢀࡉ 

表示ࡼ࠾び内容ࡘい࡚ㄝ明ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

㸱㸬㸯㸴㸬㸯  ࢺࣉࣜࢡࢫࢺࢫ࣏関係 

 

༳ๅࢱ࣮ࢹ処理問題ࡀⓎ生ࡓࡋ時ࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࠊ表示ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸧㹍㹌ࢆ押࣒࣮ࣛࠊࡋ音ࢆṆࠋࡍࡲࡵ 

㸰㸧復旧ࢆ押ࣛࣇ࢜ࠋࡍࡲࡋン表示戻ࠋࡍࡲࡾ 

㸱㸧ࠕ㹍㹌㹊㹇㹌㹃ࠖࢆࢳࢵࢫ押ࠋࡍࡲࡋ問題ࡀⓎ生ࡓࡋ部ศࢆ無効࡚ࡋ༳ๅ処理

 ࠋࡍࡲࡅ⥆ࢆ

 

࠙注意ࠚ問題ࡀⓎ生ࡓࡋ部ศࢆ無効࡛ࡇࡓࡋ௨降ࡢ処理ࡀṇࡃࡋ行えࠊࡾ࡞ࡃ࡞期

待ࡓࡋ༳ๅ結果࡞ࡽ࡞い場合ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

 

㸱㸬㸯㸴㸬㸰  㸳㸰㸳㸮ࣙࢩ࣮࣑࢚ࣞࣗン関係㸦㹇㹀㹋接⥆ࣙࢩࣉ࢜ン追加時㸧 

 

㸳㸰㸳㸮ࢱ࣮ࢹ処理問題ࡀⓎ生ࡓࡋ時ࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࠊ表示ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸧㹍㹌ࢆ押࣒࣮ࣛࠊࡋ音ࢆṆࠋࡍࡲࡵ 

 

Ⓨ生࣮࢚ࣛࡓࡋ内容࡛௨降ࡢ操作ࡀ㐪いࠋࡍࡲ表ࢆ参照ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩     オフライン            ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

 ー࢚ࣛࢺࣉࣜࢡࢫࢺࢫ࣏

 

 Fatal Error 156 

ࣘーࢨー名：ps3300 

印刷中  ：LPR(192.168.200.239) 

 びࡼ࠾内容࣮࢚ࣛ

 表示ࢆࢻ࣮ࢥ࣮࢚ࣛ

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩     オフライン           ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

５㸰５㸮ࢹータ࢚ࣛー 

 
 ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ 

印刷中  ：TN5250(192.168.200.239) 

 表示ࢆ内容࣮࢚ࣛ

 種類࣮࢚ࣛ

㸯㸬༳ๅ不能文字 

㸰㸬ﾍ㺼㺷ｺ㺭㺻㺢㺼ཷ信 

㸱㸬ｲ㺻ﾊ㺼㺶㺍㺢㺼ﾊ㺽㺵ﾒ㺎㺞 

㸲㸬ཷ信㺡㺼㺎㺞ｴ㺵㺎 
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㡯 ࣮࢚ࣛ内容 処 置 

㸯 ༳ๅ不能文字 未定義ࡢ文字ࡀࢻ࣮ࢥ検出ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ 

࣮࢚࣒ࣛࣛࢢࣟࣉࡢࢱ࣮ࣗࣆンࢥ࣭ࢺࢫ࣍

状ࡢࡇࡵࡓࡿい࡚ࢀ壊ࡀࢱ࣮ࢹࠊࡿあࡀ

態ࡀⓎ生࡚ࡋいࢥ࣭ࢺࢫ࣍ࠋࡍࡲンࢱ࣮ࣗࣆ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ相談࣮࣐ࣛࢢࣟࣉࡢ

㸰 ࣐ࢥࣝ࣋ンཷࢻ信 転㏦࣐ࢥࣝ࣋ࢱ࣮ࢹンࢆࢻ検出ࠋࡓࡋࡲࡋ

問いࢆ理由操作員ࡢࢱ࣮ࣗࣆンࢥ࣭ࢺࢫ࣍

合わࡉࡔࡃ࡚ࡏいࠋ 

㸱 ンࢱ࣮࣓ࣛࣃࢻࢵࣜࣂ 転㏦ࢱ࣮ࢹ未定義ࡢไ御ࡀࢻ࣮ࢥ検出ࢀࡉ

࣐ࣛࢢࣟࣉࡢࢱ࣮ࣗࣆンࢥ࣭ࢺࢫ࣍ࠋࡓࡋࡲ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ相談࣮

㸲 ཷ信࣮࢚ࣛࢱ࣮ࢹ 転㏦ࢱ࣮ࢹ形式ࡀ࣮࢚ࣛ検出ࠋࡓࡋࡲࢀࡉ

復旧ࢆ押ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ再Ⓨࡿࡍ場合ࠊࡣ担

当保Ᏺ員連絡ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

㸱㸬㸯㸴㸬㸱  㹒㹌㸱㸰㸵㸮㹃関係㸦㹇㹀㹋接⥆ࣙࢩࣉ࢜ン追加時㸧 

 

㹒㹌㸱㸰㸵㸮㹃ࡢ処理ୖࡀࢡࢵ࢙ࢳ࣒ࣛࢢࣟࣉⓎ生ࡓࡋ時ࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࠊ表示ࠋࡍࡲࢀࡉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸧㹍㹄㹄ࢆ押࣒࣮ࣛࠊࡋ音ࢆṆࠋࡍࡲࡵ 

 

次ࢻ࣮ࢥࡢࢪ࣮࣌一覧ࡢ示ࡍ原因ࢆ訂ṇࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ再Ⓨࡿࡍ場合࣭ࢺࢫ࣍ࠊࡣ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ連絡࣮࣐ࣛࢢࣟࣉࡢࢱ࣮ࣗࣆンࢥ

䠧䠡䠨  䠟䠨䠒䠑䠧䠩     オフライン           ﾊﾟ䡼ｰﾝ01 

 ７㸯㸱 ࢡッ࢙チ࣒ࣛࢢࣟࣉ

 
 ṇしく࡞い㹑㹌㸿 㹀Ｉ㹌Ｄコ࣐ンࢻ 

 をཷけྲྀࡾましࠋࡓ 

印刷中  ：TN3270(192.168.200.239) 

 びࡼ࠾ࢻ࣮ࢥ࣮࢚ࣛ

詳細ࢆ表示 
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㸰㸧復旧ࢆ押ࣛࣇ࢜ࠋࡍࡲࡋン表示戻ࠋࡍࡲࡾ 

 

 原因࡞主 ࢻ࣮ࢥ

㸵㸯㸱 ṇ࡞ࡃࡋい㹑㹌㸿 㹀㹇㹌㹂࣐ࢥンࠋࡓࡋࡲࡾྲྀࡅཷࢆࢻ 

㸵㸯㸴 ࡀࢺࢫࣜࢱ࣮࣓ࣛࣃ不完全࡞㹑㹌㸿 㹀㹇㹌㹂࣐ࢥンࠋࡓࡋࡲࡾྲྀࡅཷࢆࢻ 

㸵㸰㸱 ṇ࡞ࡃࡋい㹊㹓ࢆࣉࢱ指定ࡓࡋ㹑㹌㸿 㹀㹇㹌㹂࣐ࢥンࠋࡓࡋࡲࡾྲྀࡅཷࢆࢻ 

㸵㸰㸲 ṇ࡞ࡃࡋいࣙࢩࢵࢭンࢆࢬࢧ指定ࡓࡋ㹑㹌㸿 㹀㹇㹌㹂࣐ࢥンࠋࡓࡋࡲࡾྲྀࡅཷࢆࢻ 

㸵㸲㸵 㹑㹁㹑࣮࢚ࣛࡢ࣒࣮ࣜࢺࢫ࣭ࢱ࣮ࢹ 

㸵㸲㸷 㹊㹓ࣉࢱ㸱࡛ㄞࡾྲྀࡳ指௧ཷ信 

㸵㸳㸮 ṇ࡞ࡃࡋい㸱㸰㸵㸮࣐ࢥンࠋࡓࡋࡲࡾྲྀࡅཷࢆࢻ 

㸵㸳㸰 㹑㹀㸿，㹐㸿，㹃㹓㸿副指௧࡛無効ࡀࢫࣞࢻ࡞指定࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

㹋㹄副指௧ࢆ属性௨外ࢫࣞࢻࡢᑐࠋࡓࡗྲྀࡅཷ࡚ࡋ 

㸵㸳㸱 ㄞࡾྲྀࡳ指௧ࠊ㹃㸿㹓指௧ࡢあࠋࡓࡗྲྀࡅཷࢆࢱ࣮ࢹ 

㹑㹄㹃，㹋㹄副指௧࡛無効࡞属性ࡣࡓࡲ値ࡀ指定࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

㹐㸿副指௧࡛無効࡞復文字ࡀ指定࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

㹅㹃ࡢあไ御ࠋࡓࡗྲྀࡅཷࢆࢻ࣮ࢥ 

㸵㸳㸲 㹑㹀㸿，㹐㸿，㹃㹓㸿ࠊ㹑㹄，㹑㹄㹃，㹅㹃ࡣࡓࡲ漢字ࡢࢻ࣮ࢥ必要ࢆࢺࣂ全部ཷྲྀࡅ

 ࠋࡓࡋ終了ࡀ࣒࣮ࣜࢺࢫ࣭ࢱ࣮ࢹ前ࡿ

㸵㸳㸳 ࣒࣮ࣜࢺࢫ࣭ࢱ࣮ࢹ無効࡞副指௧ཷࡀ信ࠋࡓࢀࡉ 

㸵㸳㸴 構造化ࡀ࣮࢚ࣛࢻ࣮ࣝࣇあࠋࡓࡗ 

㸵㸳㸶 㹑㹣ｔ 㹐㹣㹮㹪ｙ 㹋㹭㹢㹣ࡢ指定ࡀṇ࡞ࡃࡋいࠋ 

㸵㸳㸷 㹑㹣ｔ 㹐㹣㹮㹪ｙ 㹋㹭㹢㹣属性ࣉࢱࡢ指定ࡀṇ࡞ࡃࡋいࠋ 

㹐㹣㹟㹢 㹎㹟ｒｔ㹧ｔ㹧㹭㹬ࡀ最後ࡢ構造化ࠋࡓࡗ࡞ࡣ࡛ࢻ࣮ࣝࣇ 

構造化ࡢࢻ࣮ࣝࣇ長ࡢࡉ指定ࡀṇࠋࡓࡗ࡞ࡃࡋ 

構造化ࡀࢻ࣮ࣝࣇ完全終了࡚ࡋい࡞いࠋ 

㹐㹣㹟㹢 㹎㹟㹣ｔ㹧ｔ㹧㹭㹬ࡢࣉࢱࡢ指定ࡀṇ࡞ࡃࡋいࠋ 

㸵㸴㸮 㹑㹣ｔ 㹐㹣㹮㹪ｙ 㹋㹭㹢㹣ࡢ属性ࢺࣂ誤ࡀࡾあࠋࡿ 

㸵㸴㸯 指定ࡓࢀࡉ区画ࡀṇ࡞ࡃࡋいࠋ 

㸵㸵㸯 構造化ࢻ࣮ࣝࣇ内無効࡞指௧ࡀあࠋࡍࡲࡾ 

㸵㸷㸵 漢字ࢻ࣮ࣝࣇࣈࢧ㹑㹍ࠋࡓࡅཷࢆ㹑㹍㸭㹑㹇ࡀᑐ࡚ࡗ࡞い࡞いࠋ 

㸵㸷㸶 漢字ࡢࢻ࣮ࣝࣇ副指௧ࡣࡓࡲไ御ࢻ࣮ࢥ誤ࡀࡾあࠋࡓࡗ 

漢字ࢻ࣮ࣝࣇ㹑㹍㸭㹑㹇ࢆ書ࡁ込ࡶうࠋࡓࡋ 

㸵㸷㸷 漢字ࡣࡓࡲࢻ࣮ࣝࣇ漢字ࢻ࣮ࣝࣇࣈࢧ内ࢆࢱ࣮ࢹ書ࡁ込ࡶうࢫࣞࢻࠊࡀࡓࡋ指

定ࡀṇ࡞ࡃࡋいࠋ 

漢字ࢻ࣮ࣝࣇ漢字ࢻ࣮ࣝࣇࣈࢧ停Ṇࡢࡑࠊࡀࡿࡃࡀࢫࣞࢻ指定ࡀṇ࡞ࡃࡋいࠋ 

㸦ୖࡢいࡢࢀࡎ場合ࡀࢫࣞࢻࠊࡶ属性文字ࡣࡓࡲ㹑㹍ࡢ直後ࡽ奇数番地目ࢆ指࡚ࡋい

 い㸧࡞
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㸱㸬㸯㸵  紙࡙ࡢࡾࡲ処置 

 

紙࡙ࡾࡲ㸦用紙࣒ࣕࢪ㸧ࡀ検出ࣝࢿࣃࠊࡿࢀࡉ紙࡙ࡢࡾࡲⓎ生位置ࢆ示࣮ࢭࢵ࣓ࡍ

 ࠋࡍࡲࡋ鳴動ࡀ࣒࣮ࣛࠊࡽࡉࠋࡍࡲࡋ停Ṇࡀ༳ๅࠊࢀࡉ表示ࡀび点検箇所ࡼ࠾ࢪ

表示ࡿࡍ各部㸦ࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ部ࠊ定着部ࠊ中間࣮ࣟࣛ部ࢱࢫ࣮ࣂࠊ部ࠊ排出࣮ࣟࣛ

部㸧ࢆ開ࠊࡁ確認ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸬㸯㸵㸬㸯  紙࡙ࡾࡲ㸦基本㸧 

 

㸯㸧ࡢࣝࢿࣃ㹍㹌ࢆ押࣒࣮ࣛࠊࡋ音ࢆṆࠋࡍࡲࡵ 

㸰㸧排紙部ࡢ直後あࡿ用紙ࢩ࣑ࡢン目ࢆษࠊ࡚ࡗ排紙済ࡢࡳ用紙装置内ࡢ用紙ࢆษ

 ࠋࡍࡲࡋ離ࡾ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸧ࢆࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ両手࡛押ࡋୗࠋࡍࡲࡆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ἚἻクタἸニッἚ部 

の紙づまり 

排出ἿーἻ部 

の紙づまり 

ἢーἋタ部 

の紙づまり 

中間ἿーἻ部 

の紙づまり 

定着部の 

紙づまり 



第㸱章 操作手㡰 

KEL CL65KM 3-34 

 

 

㸲㸧ࢱࢡࣛࢺ前࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢱࢡࣛࢺࠊ奥࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢆ開い࡚ࠊ詰ࡓࡗࡲ用

紙ࢆ引ࡁ抜ࠋࡍࡲࡁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸧ࢱࢡࣛࢺ奥࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢆ閉ࠋࡍࡲࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࠊࡌ 

 

࠙注意ࢱࢡࣛࢺ࣭ࠚ奥࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢆ開ࠊࡿࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࡲࡲࡓࡅ

ࠊ㸦右࣮ࣂ࢝奥ࢱࢡࣛࢺࡎ必ࠋࡍࡲࡾあࡀ場合ࡿࡍ破損ࢆ࣮ࣂ࢝奥ࢱࢡࣛࢺ

ᕥ㸧ࢆ閉ࡉࡔࡃ࡚ࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࡽ࡚ࡌいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࣭紙࡙ࡾࡲ処理後ࡢ再༳ๅ࡛用紙汚ࡀࢀⓎ生ࡓࡋ場合ࠊ㹃㹎ࢆࢲࣝ࣍引ࡁ出ࠊࡋ

底板ࡢ清掃ࢆ行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠋ 

࣭底板清掃時ࠊࡣ感ග体ศ離爪触࡞ࡽいࡼうࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

㸴㸧ࡢࣝࢿࣃ復旧ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

㸱㸬㸯㸵㸬㸰  紙࡙ࡾࡲ㸦各部㸧 

 

基本ࡢᑐ処࡛紙࡙ࢆࡾࡲ除去࡛࡞ࡁい場合ࠊ௨ୗࡢ手㡰࡛ᑐ処ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

࠙注意ࠚ用紙ୖࡢ未定着ࠊ࡚ࡗࡼ࣮ࢼࢺ装置内ࢆ汚ࡍ恐ࡀࢀあࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ詰ࡓࡗࡲ

用紙ࡾྲྀࢆ除ࡣࡁࡃ必ࡎ給紙ࡿࢀࡉ方向引ࡁ抜ࡼࡃうࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

㸯㸧ࡢࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ直前あࡿ用紙ࠊ排紙部ࡢ直後あࡿ用紙ࢩ࣑ࡢン目ࢆษࡗ

 ࠋࡍࡲࡋ離ࡾษࢆ用紙ࡢ装置内用紙ࡢࡳ排紙済ࠊ用紙ࡢ未給紙ࠊ࡚

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前 

奥 

䝖ラ䜽タ䝴ニッ䝖側 
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㸰㸧ࢆࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ両手࡛押ࡋୗࠋࡍࡲࡆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸧ࢱࢡࣛࢺ前࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢱࢡࣛࢺࠊ奥࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢆ開ࠋࡍࡲࡁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸲㸧ࣞࢆࢻࢻࢧࢺࣇ開ࠋࡍࡲࡁ 

㸳㸧排出࣮ࣟࣛ部ࠊ両側握ࡾ㸦緑部㸧ࢆ持ࡕ開ࠋࡍࡲࡁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排紙側 

前 

奥 
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㸴㸧ࢱࢫ࣮ࣂ部ࠊ中央ࡢ緑部ศࢆ摘ࡳ開ࠋࡍࡲࡁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸵㸧定着ࡾྲྀࢆࢱࣝࣇ࣮ࢼࢺ外ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸶㸧中間࣮ࣟࣛ部ࢆ開ࠋࡍࡲࡁ 

㸷㸧定着ࣘࢆࢺࢵࢽ固定࡚ࡋいࡿᕥ右ࢪࢿࡢ㸦㸰本㸧ࢆ緩ࡗྲྀࠊࡵ手ࢆ持࡚ࡗ定着ࣘࢽ

 ࠋࡍࡲࡁ開ࢆࢺࢵ

 
 
 
 

 
 

高温注意 装置ࡢ電源ࢆษ断後࡛ࡶ，温度ࡀୗ࡛ࡲࡿࡀ高温部ࡣ触ࢀ 

 㸬ࡍࡲࡾあࡀࢀࡑ࠾ࡢい㸬火傷ࡉࡔࡃ࡚ࡋうࡼい࡞
 

 

࠙注意ࠚ紙࡙ࢆࡾࡲ処理ࡿࡍ㝿定着࣮ࢼࢺࢆࢫࣛ࢞等࡛汚࡞ࡉいࡼうࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

汚ࡣࡁࡓࡗࡲࡋ࡚ࢀ清掃ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

定着ࡢࢫࣛ࢞清掃ࡣ温度ࡀୗ࠾࡛ࡲࡿࡀ待ࡉࡔࡃࡕいࠋ火傷ࢫࣛ࢞ࠊ破損࠾ࡢ

 ࠋࡍࡲࡾあࡀࢀࡑ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸮㸧詰ࡓࡗࡲ用紙ࡾྲྀࢆ除ࠋࡍࡲࡁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意

定着䝴ニッ䝖 

中間ローラ 
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㸯㸯㸧各ࢆࢶ࣮ࣃ閉ࠊࡌ定着ࡾྲྀࢆࢱࣝࣇ࣮ࢼࢺ付ࠋࡍࡲࡅ 

㸯㸰㸧ࢱࢡࣛࢺ奥࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢆ閉ࠋࡍࡲࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࠊࡌ 

 

࠙注意ࢱࢡࣛࢺࠚ奥࣮ࣂ࢝㸦右ࠊᕥ㸧ࢆ開ࠊࡿࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࡲࡲࡓࡅ

ࠊ㸦右࣮ࣂ࢝奥ࢱࢡࣛࢺࡎ必ࠋࡍࡲࡾあࡀ場合ࡿࡍ破損ࢆ࣮ࣂ࢝奥ࢱࢡࣛࢺ

ᕥ㸧ࢆ閉ࡉࡔࡃ࡚ࡆୖࢆ࣮ࣂࣞࢺࢵࢭࢱࢡࣛࢺࡽ࡚ࡌいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸱㸧ࡢࣝࢿࣃ復旧ࢆ押ࠋࡍࡲࡋ 
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㸱㸬㸯㸶  画像㞀害 

 

故㞀？࡞思えࡼࡿう࡞༳ๅ画像ࡀ出࡚ࡓࡁ場合௨ୗࡢ処置ࢆ行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠋ 

ࡔࡃ連絡ࡈ担当保Ᏺ員ࠊࡣࡁい࡞ࡋ回復ࡀ༳ๅ画像ࡶ࡚ࡗ行ࢆ処置ࡓࢀ書ࡇࡇ

 ࠋいࡉ

 

㸯㸧白紙༳ๅ 

 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 感ග体࡚ࢀࡉࢺࢵࢭࡣいࡍࡲ NO ࡍࡲࡋࢺࢵࢭ 

㸰 現像剤࡚ࢀࡉࢺࢵࢭࡣいࡍࡲ NO ࡍࡲࡋࢺࢵࢭ 

㸱 転写ࢺࢵࢭࡣࢺࢵࢽࣘࣕࢪ࣮ࣕࢳ

 ࡍࡲい࡚ࢀࡉ

NO ࡍࡲࡋࢺࢵࢭ 

 

 

㸰㸧黒ࢱ࣋༳ๅ 

 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 ࣓ンࢭࡣࢺࢵࢽࣘࣕࢪ࣮ࣕࢳ

 ࡍࡲい࡚ࢀࡉࢺࢵ

NO ࡍࡲࡋࢺࢵࢭ 

 

 

 

 

 

 

㸱㸧画像ࡀ薄い 

 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 用紙ࡀ吸湿࡚ࡋいࡍࡲ YES 用紙ࢆ交換ࡋ

 ࡍࡲ

㸰 感ග体ࡣᑑ࡛ࡍ YES 交換ࡍࡲࡋ 

㸱 画像濃度設定ࡣṇࡋい࡛ࡍ NO ṇࡃࡋ設定ࡋ

 ࡍࡲ

㸲 定着ࡣࢫࣛ࢞汚࡚ࢀいࡍࡲ YES 清掃ࡍࡲࡋ 

㸳 ＡＩ䠠䠟ࢭンࡣࢧ汚࡚ࢀいࡍࡲ YES 清掃ࡍࡲࡋ 

㸴 定着ࣛンࡣࣉᑑ࡛ࡍ YES 交換ࡍࡲࡋ 

㸵 転写ࡣࢺࢵࢽࣘࣕࢪ࣮ࣕࢳ汚࡚ࢀ

いࡍࡲ 

YES 清掃ࡍࡲࡋ 
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㸲㸧画像ࡀ濃い 

 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 感ග体ࡀᑑ࡛ࡍ YES 交換ࡍࡲࡋ 

㸰 画像濃度設定ࡣṇࡋい࡛ࡍ NO ṇࡃࡋ設定ࡋ

 ࡍࡲ

 

 

 

㸳㸧画像ࣜࣈ࢝ 

 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 装置内直射日ග等ࡢ外ගࡀ入

 ࢇࡏࡲい࡚ࡗ

YES 外ග等ࡀ装置

内入࡞ࡽい

 ࡍࡲࡋうࡼ

㸰 感ග体ࡣᑑ࡛ࡍ YES 交換ࡍࡲࡋ 

 

 

㸴㸧黒ࠊࢪࢫ黒帯 

 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 ࣓ンࡣࣕࢪ࣮ࣕࢳ清掃ࡋࡲࡋ

 ࡓ

NO ࣕࢪ࣮ࣕࢳ清

掃࣮ࣞࣂ

㸦ୖ㸧࡛清掃

 ࡍࡲࡋ

㸰 感ග体ୖ傷ࠊ汚ࡀࢀあࡏࡲࡾ

 ࢇ

YES 清掃ࡣࡓࡲ交

換ࡍࡲࡋ 

㸱 ࠊࢀࡃࡵࡢࢻ࣮ࣞࣈࢼ࣮ࣜࢡ劣

化ࡣあࡍࡲࡾ 

YES 交換ࡍࡲࡋ 

 

㸵㸧黒点 

 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 感ග体ୖ傷ࠊ汚ࡀࢀあࡍࡲࡾ

 

YES 清掃ࡣࡓࡲ交

換ࡍࡲࡋ 

㸰 現像器内ࡢ࣮ࢼࢺࠊ固ࡾࡲ等

 ࡍࡲࡾあࡣ

YES 清掃ࡣࡓࡲ交

換ࡍࡲࡋ 
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㸶㸧白ࠊࢪࢫ白帯 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 転写ࡣࣕࢪ࣮ࣕࢳ清掃ࡓࡋࡲࡋ NO ࣕࢪ࣮ࣕࢳ清

掃࣮ࣞࣂ

㸦ୗ㸧࡛清掃

 ࡍࡲࡋ

㸰 感ග体ୖ傷ࠊ汚ࡀࢀあࡍࡲࡾ YES 交換ࡍࡲࡋ 

 

㸷㸧白抜ࡅ 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 ࡢࢱࢡࣛࢺ用紙設定ࡀゆࡏࡲࡂࡍࡿ

 ࢇ

YES ࡢࢱࢡࣛࢺ用

紙幅ࢆ再調整

 ࡍࡲࡋ

㸰 用紙ࡀ吸湿࡚ࡋいࡍࡲ YES 用紙ࢆ交換ࡋ

 ࡍࡲ

㸱 用紙種類設定ࡣṇࡋい࡛ࡍ NO ṇࡃࡋ設定ࡋ

 ࡍࡲ

㸲 転写ࡣࢺࢵࢽࣘࣕࢪ࣮ࣕࢳṇࢭࡃࡋ

 ࡍࡲい࡚ࢀࡉࢺࢵ

NO ṇࢺࢵࢭࡃࡋ

 ࡍࡲࡋ

 

㸯㸮㸧画像濃度ࠊ࣒ࣛ傾斜 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 用紙ࡀ吸湿࡚ࡋいࡍࡲ YES 用紙ࢆ交換ࡲࡋ

 ࡍ

㸰 現像器ࡣṇ࡚ࢀࡉࢺࢵࢭࡃࡋいࡍࡲ

 

NO ṇࡋࢺࢵࢭࡃࡋ

 ࡍࡲ

㸱 㹎㹁ࡣࢪࢵࣜࢺ࣮࢝ṇࡉࢺࢵࢭࡃࡋ

 ࡍࡲい࡚ࢀ

NO ṇࡋࢺࢵࢭࡃࡋ

 ࡍࡲ

 

㸯㸯㸧汚ࢀ 

 

 

 

 

㡯 確認㡯目 結果 処置 

㸯 用紙ࢺࢵࢭ直後ࡢ༳ๅ࡛ࠊ㸯枚目ࡲ

 ࡍ㸰枚目࡛ࡣࡓ

YES 用紙ࢺࢵࢭ後ࠊ

排紙࣮࡛ࣟࣛࡲ

㸦22ンࢳ㸧

㹄㹃㹃㹂࡛࣮࢟

用紙ࢆ㏦࡚ࡗ

ࡔࡃ࡚ࡋ༳ๅࡽ

 ࠋいࡉ
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㸱㸬㸯㸷  清掃 

 

本装置ࢆ長時間使用࡚ࡋいࣜࣉࠊࡿン࣮ࢱ内部紙粉ࡀ積ࠊࡾࡶ本体ࡀ࣮ࢼࢺ付着

行ࢆ清掃ࡢ内部࣮ࢱンࣜࣉ定期的ࠊࡵࡓࡃࡔࡓ使用いࡈ条件࡛ࡢ最良常ࠋࡍࡲࡋ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡗ

 

㸯㸧清掃㐨具 

 

清掃ࡿࡍ㝿ࠊࡣ௨ୗࢆࡢࡶࡢ用意ࠋࡍࡲࡋ 

 

㐨 具 使 用 法 備 考 

 付属品 ࠋࡍࡲ払いࢆࢀ汚࣮ࢼࢺࡢ紙粉や少量 ࢩࣛࣈࢢンࢽ࣮ࣜࢡ

 付属品 ࠋࡍࡲࡾྲྀࡁ拭ࢆࢀ汚࣮ࢼࢺࡢ紙粉や少量 ࢫࣟࢡࢢンࢽ࣮ࣜࢡ

ワࢼ࣮ࣜࢡࣖ 清掃用本機内蔵࡚ࢀࡉいࠋࡍࡲ 付属品 

 

㸰㸧清掃周期 

 

ྡ 称 周 期 使用ᕤ具 

 ࢩࣛࣈࠊ布ࡓ始業時 乾い ࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ

定着ࢫࣛ࢞ 始業時 水࡛ࡓࡋࡽࡠ布 

乾いࡓ布 

 㸦手動㸧ࢼ࣮ࣜࢡ針電極 㸳㸮，㸮㸮㸮枚 実装ࣕࢪ࣮ࣕࢳン࣓

転写䞉分離䞉チ䝱䞊ジ䝱ワイ䝲 㸳㸮，㸮㸮㸮枚 実装ࢼ࣮ࣜࢡ㸦手動㸧 

㸿㹇㹂㹁ࢭンࢧ 㸳㸮，㸮㸮㸮枚 乾いࡓ綿棒 

 

࠙注意࣭ࠚ清掃作業前ࠊ༴険防Ṇࡵࡓࡢ必ࡎ電源ࢆษ断ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

࣭各帯電器ࡢ帯電線ࢆษ断࡞ࡋいࡼう注意ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

࣭紙粉ࢆ࣑ࢦࡢ࡞現像器落࡞ࡉいࡼう注意ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

࣭感ග体ࡢ表面ࢆ傷࡞ࡅࡘいࡼう注意࡚ࡋୗࡉいࠋ 

 

㸱㸧࣮ࢼࢺ汚ࢀ 

 

 ࠋࡍࡲࡋ方法࡛落ࡢ௨ୗࠊࡣࢀ汚࣮ࢼࢺ

場 所 処 置 

 ࠋࡍࡲࡾྲྀࡁ布࡛拭ࡓ内 乾い࣮ࢱンࣜࣉ

手 乾いࡓ布࡛軽ࡃ拭ࢣࢵࢭࠊࡾྲྀࡁン࡛洗いࠋࡍࡲ 

衣服 掃除機࡛吸いྲྀࠊࡾ洗濯ࠋࡍࡲࡋࢆ 

 

㸱㸬㸯㸷㸬㸯  ࡢࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ清掃 

 

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ布࡛清掃ࡓ乾いࢆ側ࢻ࣮࢞ࢱンࢭࡢࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ࣭

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ清掃࡛ࢩࣛࣈࢆ紙粉ࡢࡾわࡲࡢࢺࢵࢽࣘࢱࢡࣛࢺ࣭

 

 

 

 

 

 

 

センターガイ䝗 
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㸱㸬㸯㸷㸬㸰  定着ࡢࢫࣛ࢞清掃 

 

㸯㸧ࣞࢆࢻࢻࢧࢺࣇ開ࠋࡍࡲࡅ 

㸰㸧定着ࡾྲྀࢆࢱࣝࣇ࣮ࢼࢺ外ࠋࡍࡲࡋ 

㸱㸧固定ࢪࢿ㸦㸰本㸧ࢆ緩ࡗྲྀࠊࡵ手ࢆ持࡚ࡗ定着ࣘࢆࢺࢵࢽ開ࠋࡍࡲࡁ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸲㸧定着ࢆࢫࣛ࢞水࡛濡࡚ࡋࡽ固ࡃ絞ࡓࡗ布࡛ࠊ汚ࢆࢀ拭ࡀ࣮ࢼࢺࠋࡍࡲࡾྲྀࡁ固ࡗࡲ

 ࠋࡍࡲࡋ使用ࢆ中性洗剤ࠊࡣ場合ࡿい࡚ࡗࡲࡋ࡚

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸧定着ࣘࢆࢺࢵࢽ閉ࠊࡌ固定ࢪࢿ㸦㸰本㸧ࢆ締ࡵ定着ࢆࢱࣝࣇ࣮ࢼࢺ元ࡢ位置戻

 ࠋࡍࡲࡋ

㸴㸧ࣞࢆࢻࢻࢧࢺࣇ閉ࠋࡍࡲࡵ 

 

 

㸱㸬㸯㸷㸬㸱  ࡢࣕࢪ࣮ࣕࢳ清掃 

 

㸯㸧ࣟࣇンࢆࢻ࣮ࣃࢵࢺ開ࠋࡍࡲࡅ 

㸰㸧ࣕࢪ࣮ࣕࢳ清掃࣮ࣞࣂ㸦ୖ㸧ࢆ引ࡁ出࡛ࡲࢁࡇࡿࡏゆࡾࡃࡗ引ࡁ出ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意ࣕࢪ࣮ࣕࢳࠚ清掃ࣞࢆ࣮ࣂ引ࡁ出ࡍ時ࡣࡓࡲࠊ押ࡋ込ࡴ時ࡀ࣮ࣂࣞ ࡣ曲࡞ࡽࡀ

いࡼうࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸱㸧ࣕࢪ࣮ࣕࢳ清掃࣮ࣞࣂ㸦ୖ㸧ࢆ元ࡢ位置࡛ࡲ押ࡋ込ࠋࡍࡲࡳ 

 

࠙注意ࣕࢪ࣮ࣕࢳࠚ清掃࣮ࣞࣂ㸦ୖ㸧ࡢ押ࡋ込ࡀࡳ不完全࡞場合ࠊ黒ࢪࢫ等ࡢ画像不良

 ࠋࡍࡲࡋⓎ生ࡀ

 

 

固定ネ䝆 
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㸲㸧㸰)，㸱)ࡢ動作ࢆ㸱回繰ࡾ返ࠋࡍࡲࡋ 

㸳㸧ࣕࢪ࣮ࣕࢳ清掃࣮ࣞࣂ㸦ୗ㸧ࢆ引ࡁ出࡛ࡲࢁࡇࡿࡏゆࡾࡃࡗ引ࡁ出ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸴㸧ࣕࢪ࣮ࣕࢳ清掃࣮ࣞࣂ㸦ୗ㸧ࢆ元ࡢ位置࡛ࡲ押ࡋ込ࠋࡍࡲࡳ 

 

࠙注意ࣕࢪ࣮ࣕࢳࠚ清掃࣮ࣞࣂ㸦ୗ㸧ࡢ押ࡋ込ࡀࡳ不完全࡞場合ࠊ༳字ࣞࢫ࢝等ࡢ画像

不良ࡀⓎ生ࠋࡍࡲࡋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸵㸧㸳)，㸴)ࡢ動作ࢆ㸱回繰ࡾ返ࠋࡍࡲࡋ 

㸶㸧ࣟࣇンࢆࢻ࣮ࣃࢵࢺ閉ࠋࡍࡲࡵ 

 

 

㸱㸬㸯㸷㸬㸲  㸿㹇㹂㹁ࢭンࡢࢧ清掃 

 

㸯㸧ࣟࣇンࢆࢻ࣮ࣃࢵࢺ開ࠋࡍࡲࡅ 

㸰㸧㹃㹎ࢆࢲࣝ࣍引ࡁ出࡛ࡲࢁࡇࡿࡏゆࡾࡃࡗ引ࡁ出ࠋࡍࡲࡋ 

㸱㸧࣓ンࢆࢺࢵࢽࣘࣕࢪ࣮ࣕࢳ㸱㸮ま持ࠊࡆୖࡕ現像器側ࡾྲྀ外ࠋࡍࡲࡋ 
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㸲㸧㹎㹁ࠋࡍࡲࡋࡎࡣࢆ࣮ࣂࣞࢡࢵࣟࢪࢵࣜࢺ࣮࢝㸦緑色部ศୖࢆあࡿࡆ㸧 

次㹎㹁ྲྀࢆࢪࢵࣜࢺ࣮࢝手ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ部ࢆ持ࡾྲྀࠊࡕ外ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意࣭ࠚ感ග体ࢆ傷ࡿࡅࡘ恐ࡀࢀあࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ感ග部ࡣ触࡞ࡽいࡼう࡚ࡋ

 ࠋいࡉࡔࡃ置い࡚場所࡞ࡽ平ࠊࡣࢪࢵࣜࢺ࣮࢝㹎㹁ࠋいࡉࡔࡃ

࣭感ග体ࡀ劣化ࠊ࡛ࡢࡍࡲࡋ長時間ගあ࡚࡞いࡼう付属品ࢽ࣮ࣜࢡࡢ

ンࢫࣟࢡࢢ等࡛遮ගࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸧現像器ࡾྲྀࢆ外ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意ࠚ現像器内࡞ࢀࡰࡇࡀ࣮ࢼࢺࡢいࡼうࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

㸴㸧㸿㹇㹂㹁ࢭンࡢࢧ汚ࢆࢀ乾いࡓ綿棒等࡛ࠋࡍࡲࡾࡁࡩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸵㸧現像器ࡢࡶࢆ位置戻ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意ࠚ現像器内࡞ࢀࡰࡇࡀ࣮ࢼࢺࡢいࡼうࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

㸶㸧㹎㹁ࡢࡶࢆࢪࢵࣜࢺ࣮࢝位置戻ࠊࡋ㹎㹁ࢆ࣮ࣂࣞࢡࢵࣟࢪࢵࣜࢺ࣮࢝確実

 ࠋࡍࡲࡋࢡࢵࣟ

 

࠙注意ࠚ感ග体ࢆ傷ࡿࡅࡘ恐ࡀࢀあࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ必ࡎ現像器→㹎㹁ࡢࢪࢵࣜࢺ࣮࢝㡰番

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡅ付ࡾྲྀ࡛

 

㸷㸧࣓ンࡢࡶࢆࢺࢵࢽࣘࣕࢪ࣮ࣕࢳ位置戻ࠋࡍࡲࡋ 

 

࠙注意࣭ࠚ㹎㹁ࢪࢵࣜࢺ࣮࢝前後ࡢ位置決ࣆࡵンࡀࢺࢵࢽࣘࣕࢪ࣮ࣕࢳ入࡚ࡗいࡇࡿ

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ確認ࢆ

 

㸯㸮㸧接触࡞ࡀいࢆࡇ確認ࠊࡽࡀ࡞ࡋ㹃㹎ࡢࡶࢆࢲࣝ࣍位置࡛ࡲゆࡾࡃࡗ差ࡋ込ࡳ

 ࠋࡍࡲ

 

࠙注意࣭ࠚ㹎㹁࡚ࢀࡉࢡࢵࣟࡀ࣮ࣂࣞࢡࢵࣟࢪࢵࣜࢺ࣮࢝いࡿ確認ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

࣮ࣂࣞࢡࢵࣟࢪࢵࣜࢺ࣮࢝㹎㹁ࠊࡴ込ࡋ差ࢆࢲࣝ࣍㹃㹎ࡎࡏࢡࢵࣟ

 ࠋࡍࡲࡾあࡀࢀ恐ࡿࡍ破損ࡀ

PCỽーἚἼッἊ 

ἿックἾἢー 

PCỽーἚἼッἊ 

感光体 

ＡＩ䠠䠟センサ 
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㸯㸯㸧ࣟࣇンࢆࢻ࣮ࣃࢵࢺ閉ࠋࡍࡲࡵ 
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 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞白紙ࠊࡣࢪ࣮࣌ࡢࡇ
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４．１   トナーボトルの交換 
 

以下の手順にてトナーボトルを交換します。 

 

１）フロントアッパードアにあるトナーボトルドアの中央付近を軽く押して開けます。 

 

【注意】フロントアッパードアを開けても同様にトナーボトル交換ができますが、こち

らを開けるとエラー扱いとなり、印刷障害の原因となる場合があります。 

トナーボトルの交換は、トナーボトルドアの使用を推奨します。 

 

２）トナーボトルが回転していないことを確認し、トナーカートリッジを手前に開き、

トナーボトルを引き抜きます。 

 

【注意】トナーボトルが引き抜けない場合、トナーボトルホルダの□印が合っていない

位置で止まっています。フロントアッパードアを開けて作業している場合は、

フロントアッパードアを一度閉じ、正しい位置にしてからトナーボトルを引き

抜きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）新しいトナーボトルを、矢印を上向きにして５～１０ｃｍの高さから、机などの堅

いものの上に落とします。次に、矢印を下向きにして５～１０ｃｍの高さから机な

どの堅いものの上に落とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）トナーボトルの上下を５回ひっくり返します。 
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５）トナーボトルのＵＰ表示を上に向け、トナーボトルホルダに差し込みます。トナー

ボトルにある縦ラインと、トナーボトルホルダの△印が合っていることを確認しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）トナーボトル上面のシールをゆっくりと引き抜きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）トナーカートリッジを元の位置に戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）トナーボトルドアの中央付近を軽く押してトナーボトルドアを閉めます。 
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４．２   廃棄トナーボトルの交換 

 
 

 
 

 
 

破 裂 使用済みのトナーは絶対に火の中に入れないでください．破裂するおそれがあり

ます．廃却時は不燃物の扱いにしてください． 
 

 

以下の手順に従い廃棄トナーボトルを交換します。 

 

１）フロントアッパードアを開けます。 

２）廃棄トナーボトルを取り外し、中のトナーがこぼれないようにキャップを締めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）新しい廃棄トナーボトルを取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）フロントアッパードアを閉めます。 

 

廃トナーボトル 
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４．３   ＰＣカートリッジの交換 

 

以下の手順でＰＣカートリッジを交換します。 

 

１）フロントアッパードアを開けます。 

２）ＥＰホルダを引き出せるところまでゆっくり引き出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）メインチャージャユニットを３０°持ち上げ、現像器側に取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）ＰＣカートリッジロックレバーを外します。（緑色部分を上にあげる） 

次にＰＣカートリッジを取手とプラスチック部を持ち、取り外します。 

 

【注意】・感光体を傷つける恐れがありますので、感光部には触らないよう

にしてください。ＰＣカートリッジは、平らな場所に置いてくだ

さい。 

・感光体が劣化しますので、長時間光にあてないように付属品のク

リーニングクロス等で遮光してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
PCカートリッジ 

ロックレバー 

PCカートリッジ 

感光体 
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５）新しいＰＣカートリッジに新しい感光体を取り付けます。 

 

【注意】・感光体を傷つける恐れがありますので、感光部には触らないようにしてくだ

さい。 

・感光体が劣化しますので、長時間光にあてないように付属品のクリーニング

クロス等で遮光してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）ＰＣカートリッジをもとの位置に戻し、ＰＣカートリッジロックレバーを確実

にロックします。 

 

【注意】・感光体を傷つける恐れがありますので、感光部には触らないようにしてくだ

さい。 

・ＰＣカートリッジは確実にロックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）メインチャージャユニットをもとの位置に戻します。 

 

【注意】ＰＣカートリッジ前後の位置決めピンにメインチャージャユニットが入ってい

ることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感光体 
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８）ＥＰホルダをもとの位置まで押しこみます。 

 

【注意】ＰＣカートリッジロックレバーがロックされているか確認してくださ

い。ロックせずにＥＰホルダを差し込むと、ＰＣカートリッジロック

レバーが破損する恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）フロントアッパードアを閉めます。 

 

 

４．４   クリーナブレードの交換 

 

以下の手順でクリーナブレードを交換します。 

 

１）フロントアッパードアを開けます。 

２）ＥＰホルダを引き出せるところまでゆっくり引き出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）メインチャージャユニットを３０°持ち上げ、現像器側に取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）ＰＣカートリッジロックレバーを外します。（緑色部分を上にあげる） 

ＰＣカートリッジの取手とプラスチック部を持ち、取り外します。 

 

【注意】・感光体を傷つける恐れがありますので、感光部には触らないようにしてくだ

さい。ＰＣカートリッジは、平らな場所に置いてください。 

・感光体が劣化しますので、長時間光にあてないように付属品のクリーニング

クロス等で覆い遮光してください。 
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５）感光体を取り外します。 

 

【注意】・感光体を傷つける恐れがありますので、感光部には触らないようにしてくだ

さい。 

・感光体が劣化しますので、長時間光にあてないように付属品のクリーニング

クロス等で覆い遮光してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）ネジ（１本）を緩め、クリーナブレードを取り外します。 

 

【注意】感光体が分離爪に触れないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）ネジ（１本）を締め、新しいクリーナブレードを取り付けます。 

 

【注意】・クリーナブレードを取り付ける場合は、奥いっぱいまで押しつけて取り付け

てください。 

・感光体との接触面は手で触ったり、物に当てたり、硬いものでこすったりし

ないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣカートリッジ 

感光体 

PCカートリッジ 

ロックレバー 

ネジ 

クリーナブレード 

クリーナブレード 

ネジ 

感光体 
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８）感光体を取り付けます。 

 

【注意】・感光体を傷つける恐れがありますので、感光部には触らないようにしてくだ

さい。 

・感光体が劣化しますので、長時間光にあてないように付属品のクリーニング

クロス等で遮光してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）ＰＣカートリッジをもとの位置に戻し、ＰＣカートリッジロックレバーを確実

にロックします。 

 

【注意】感光体を傷つける恐れがありますので、感光部には触らないようにしてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０） メインチャージャユニットをもとの位置に戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】・ＰＣカートリッジ前後の位置決めピンにチャージャユニットが入っているこ

とを確認してください。 

・ＰＣカートリッジロックレバーがロックされているか確認してく

ださい。ロックせずにＥＰホルダを差し込むと、ＰＣカートリッ

ジロックレバーが破損する恐れがあります。 

 

感光体 
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１１） ＥＰホルダをもとの位置まで押し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２） フロントアッパードアを閉めます。 
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５．１   初期画面 

 

Ｗｅｂブラウザを起動し、アドレスにＫＥＬ CL65KMのＩＰアドレスを入力します。

（ＤＮＳサーバーや hostsファイルに登録されている場合は、その名前を入力してくだ

さい。） 

 

初期画面では、現在のプリンターの状況を表示します。 

 

【注意】この画面はプリンターの最新状況を表示するために、１０秒毎に自動的に再読

み込み動作を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【プリンタステータス】 

項 目 解 説 

ステータス 

現在のプリンターのステータスを表示します。 

ステータスには以下の種類があります。 

・ 初期化中 

・ オンライン 

・ オフライン 

・ 復旧可能エラー 

・ 復旧不能エラー 

・ シャットダウン 

また、オンライン、オフライン時は Offline、Online 操作を行う事が

できます。 

状態 

現在のプリンターの状況を表示します。 

上段には、プリンターの状態、下段には現在接続中のセッション名が

表示されます。 

System Program Ver. System Program Versionを表示します。 

シリアル No. CL65KMのシリアル No.を表示します。 
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５．２   印刷状況  

 

Ｗｅｂ画面上の［印刷状況］をクリックすると、プリンターの印刷状況を表示します。 

印刷中のセッション、印刷待ちのセッション名、状況、送信元ＩＰアドレス、ユーザー

名、ファイル名等を表示します。 

 

【注意】この画面は最新状況を表示するために、１０秒毎に自動的に再読み込み動作を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックします 
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５．３   接続状況 

 

Ｗｅｂ画面上の［接続状況］をクリックすると、プリンターの接続状況を表示します。 

各エミュレーション、各セッションの接続状況を表示します。 

「通信チェック」等の通信上のエラーが発生している場合にはシステム管理者にお問合

せ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．４   消耗品 

 

Ｗｅｂ画面上の［消耗品］をクリックすると、プリンターの消耗品の使用率を表示しま

す。 

寿命間近な消耗品は早めに準備して下さい。また、寿命に達している消耗品は「第４章

消耗品交換」に従い交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックします 

クリックします 
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５．５   定期交換部品 

 

Ｗｅｂ画面上の［定期交換部品］をクリックすると、プリンターの定期交換部品使用率

を表示します。定期交換部品が寿命に達している場合は、担当技術員に連絡してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．６   管理者 

 

プリンターの各種設定を行う場合、［管理者］をクリックします。管理者にはパスワー

ドが必要となります。パスワードを入力しログインを押してください。 

 

【注意】・パスワードは出荷時、“kanematsu”となっています。 

・この機能を使用する場合は、クッキーを有効にして下さい。クッキーを無効

の設定もしくはクッキーに対応していないブラウザではログインすることは

できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックします 
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５．７   共通／エミュレーション項目 

 

設定値をパターンとして１６パターン設定することができます。そのパターンの選択、

および設定されているパターンの初期化、全パターンの初期化等を行うことができます。 

また、各セッションの状態を表示します。 

 

ここでセッションを選択（クリック）することで設定へ進むことができます。 

 

【注意】各セッションの状態表示は最新ではありません。最新の状態を確認する場合、

ブラウザの「再読込」をクリックして最新の状態を再読込してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【共通／エミュレーション項目】 

項 目 解 説 

設定パターン 

・パターンの選択および表示します。 

ここで選択したパターンに各設定値が登録されます。また、操作パ

ネルで行うパターン選択のパターンと関連しています。 

・選択したパターンをパターン初期化で初期化します。 

・１６パターン全てを全パターン初期化で初期化します。 

デフォルト値：パターン１ 

【注意】印刷中に設定変更は行わないでください。 

ＴＮ５２５０Ｅ 

ＴＮ５２５０Ｅ ４セッションの状態を表示します。 

各セッションにリンクし、ネットワーク項目／印刷項目の設定を行い

ます。（「５．９ ＴＮ５２５０Ｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ」を参照） 

ＴＮ３２７０Ｅ 

ＴＮ３２７０Ｅ ４セッションの状態を表示します。 

各セッションにリンクし、ネットワーク項目／印刷項目の設定を行い

ます。（「５．１０ ＴＮ３２７０Ｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ」を参照） 
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項 目 解 説 

ＬＰＲ／Ｐｏｒｔ９

１００／ＩＰＰ 

ＬＰＲ５２５０，ＬＰＲ，Ｐｏｒｔ９１００，ＩＰＰの状態を表示し

ます。ＬＰＲ５２５０にリンクし、印刷項目の設定を行います。 

（「５．１１ ＬＰＲ５２５０」を参照） 

 

５．８   共通項目 

 

共通／エミュレーション項目の［共通項目］をクリックすると、全般的な印刷や動作に

関する共通項目設定に移動します。 

 

【注意】・下部のリセットをクリックすると、変更前の状態に戻ります。 

・設定が完了後、実行をクリックして設定を反映してください。 

・初期化の実行をクリックすると、現在設定されているパターンの共通項目を 

デフォルト値の設定に戻します。 

    【印刷項目】 

項 目 解 説 

設定パターン 

現在選択されている設定パターンを表示します。 

ここからの設定パターン変更は行えません。共通／エミュレーション項目

の画面から行ってください。 

帳票名 
各設定パターンに帳票名を登録することができます。 

ＡＮＫで２０文字、漢字で１０文字以内で名前を登録してください。 

拡張コマンド 

５２５０，３２７０接続時、拡張コマンドの使用を指定します。 

・ＯＦＦ：拡張コマンドは無効 

・！＃％：文字列！＃％をＥＳＣとして扱います。 

・！＠＆：文字列！＠＆をＥＳＣとして扱います。 

デフォルト値：ＯＦＦ 

用紙種類 

使用する用紙の種類を設定します。 

薄紙  52～ 70 Kg 

普通紙  70～125 Kg 

タグ紙 125～180 Kg 

特殊紙 - 

【注意】 

・スイングガイド使用時は、薄紙に設定してください。 

薄紙以外を設定した場合、スイングガイドの故障の原因になります。 

用紙の回転 

アプリケーション側で印刷の向きが優先される場合、プリンター側で印刷

の向きを変更します。  

・ＯＦＦ  : アプリケーションの設定を優先します。 

・右に９０°: 用紙を右に９０°回転して印刷します。 

・左に９０°: 用紙を左に９０°回転して印刷します。 

デフォルト値：ＯＦＦ 

【注意】 

・この機能は Windows接続でのみ有効です。 

・アプリケーションによっては、用紙の回転の機能を使用するように設定

しても、有効にならない場合があります。 
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項 目 解 説 

白紙節約 

白紙ページの印刷データを印刷しないようにします。  

・ＯＮ ：白紙節約機能を使用します。 

・ＯＦＦ：白紙節約機能を使用しません。 

デフォルト値：ＯＦＦ 

【注意】 

以下の、設定で白紙を付加する機能は白紙節約の対象外です。 

・バースタ   ＯＮ（２枚目カット） 

・用紙安定   ＯＮ 

・白紙付加設定 ０以外 

用紙長 
使用する用紙の長さを設定します。 

有効値：5～24インチ（0.5インチ単位）デフォルト値：11インチ 

用紙幅 

使用する用紙の幅を設定します。 

有効値：6～18インチ（0.1インチ単位）デフォルト値：15インチ 

【注意】用紙送り用トラクタ穴の部分も含んだサイズを設定してください。 

上マージン 

上マージンを設定します。 

設定範囲：0～99 mm（0.2mm単位）   デフォルト値：0 mm 

【注意】ミシン目の前後 4.2 mmの範囲は印刷品質保証されません。 

左マージン 
左マージンを設定します。 

設定範囲：0～99 mm（0.2mm単位）   デフォルト値：5 mm 

 

    【動作項目】 

項 目 解 説 

バースタ 

印刷終了（JOBの終了）後、自動で用紙カットを行うか設定します。 

・ＯＮ       ：用紙カットを行う。 

・ＯＮ(２枚目カット)：ジョブの内容が１ページで、スイングガイドを使用 

する場合、用紙ジャムを避けるために白紙を１ページ

追加して２ページ目をカットします。 

・ＯＦＦ      ：用紙カットしません。 

デフォルト値：ＯＦＦ 

用紙安定 

用紙をロードした直後の印刷で、１ページ目と２ページ目以降において、用

紙が安定しない場合があります。 その場合、この設定をＯＮにしてくださ

い。 用紙をロードした直後のみ、印刷する前に１ページ白紙ページを印刷

し、以降の用紙が安定するようにします。  

・ＯＮ ：用紙安定機能を使用します。 

・ＯＦＦ：用紙安定機能を使用しません。 

デフォルト値：ＯＦＦ  

【補足】 

ＯＮ設定で以下の条件の時、白紙ページを印刷します。 

・電源を投入したとき 

・用紙をロードしたとき（印刷の途中で用紙切れや用紙ジャムが発生し、用

紙を再ロードしたときも含む） 

・バースタ（用紙カット）設定でジョブ完了後、自動的に用紙をカットした

とき 

【注意】 

・装置の構造上、ＯＮ設定でも用紙が安定しない場合があります。 

・印刷完了後、パネルスイッチでＦＥＥＤやＣＵＴスイッチを押したときは、白

紙ページは追加されません。 
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項 目 解 説 

ブザー 

異常発生時にブザーを鳴らすか設定します。 

・ＯＮ ：鳴らす。 

・ＯＦＦ：鳴らさない。 

デフォルト値：ＯＮ 

【注意】 

・ＯＦＦ設定でもタッチパネルのキー確認音は止まりません。 

サクションファン 

サクションファンの強度を設定します。下記の表を参考に設定をして下さい。 

サクションファン 用紙 サイズ 重さ 

１ 
厚  紙 

タ グ 紙 

18" x 11" 

18" x 11" 

135Kg 

152Kg 

４ 薄  紙 18" x 11"  55Kg 

８ 
薄  紙 

ラベル紙 

15" x 11" 

13" x 12" 

 55Kg 

- 

デフォルト値：４ 

リバースモード 

通常では、印刷済みのページをカットした後、無駄な（白紙）ページが出るのを

防ぐ為、用紙先端が印字開始位置に来るまで、用紙を逆方向にフィードします。 

特殊なラベル紙の場合、このリバース動作が紙づまりを引起す場合があります。 

このリバース動作を止めるかどうかの設定を行います。 

・ＯＮ ：用紙カット後、用紙を逆方向にフィードします。 

・ＯＦＦ：用紙カット後、用紙の逆方向のフィードをしません。 

デフォルト値：ＯＮ 

【注意】 

・用紙がかかっている状態でこの設定を変更すると、用紙ジャム等のエラーの原

因になります。設定の変更は、用紙の掛け替え時等、用紙のかかっていない時

に行ってください。 

分離チャージャ 

RFIDタグ紙を印刷する場合（ICを破壊する恐れがある為）分離チャージャの電

源のオン／オフを設定します。 

・ＯＮ  ：分離チャージャを使用します。 

・ＯＦＦ ：分離チャージャを使用しません。 

デフォルト値：ＯＮ 

濃度 

印刷濃度を５段階で設定します。 

・0.8 とても薄い    ・0.9 薄い      ・1.0 普通 

・1.1 濃い       ・1.2 とても濃い 

デフォルト値：1.0 普通 

トナーマーク 

印字濃度確認の為に、トナーマークを印刷するかを設定します。 

・ＯＮ  ：トナーマークを印刷します。（推奨設定） 

・ＯＦＦ ：トナーマークを印刷しません。 

デフォルト値：ＯＮ 

【注意】 

・ＯＦＦ に設定した場合、印刷中は濃度をチェックしていないため、印刷物に

よっては濃度のばらつきが発生します。事前に十分なテストを行い、確認して

ください。また、濃度は用紙ロード時にチェックしますので、用紙ロード直後

は印刷開始まで数十秒待たされます。 

・コンビニバーコードのように、濃度に影響があると不都合のある印刷をする場

合にはＯＮ にする必要があります。 
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項 目 解 説 

白紙付加 

印刷を開始する前に白紙用紙を付加します。 

・用紙先頭時（０～９枚） デフォルト値：０枚 

・印刷再開時（０～９枚） デフォルト値：０枚 

【補足】 

用紙先頭時に１～９を設定した時の動作 

以下の操作および動作で白紙用紙を指定枚数付加して印刷を開始します。 

・用紙をロードしたとき 

・バースタ設定 ON（自動用紙カット）で用紙カットしたとき 

・電源を投入したとき 

印刷再開時に１～９を設定した時の動作 

以下の操作および動作後、次に印刷するとき、白紙用紙を指定枚数付加します。 

・ジョブの印刷が終了し停止したとき 

・印刷終了後、パネルスイッチで用紙をカットしたとき 

・印刷中にオフラインしたとき 
【注意】 

・用紙の条件（長さ、幅、連量等）により、白紙用紙を付加する条件が異な

ります。十分なテストを行い、適切な設定を選択してください。 

・用紙の条件により白紙付加機能を設定しても、 印字位置がずれる場合があ

ります。 

・印刷中にオフラインで印刷を停止させた場合は、白紙付加の為リセット処

理を行うため、白紙付加前のページが欠ける場合があります。 

・白紙用紙は、トータル（メカ）カウンタとしてカウントされます。 
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５．９   ＴＮ５２５０Ｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ（ＩＢＭ接続オプション追加時） 

 

ＴＮ５２５０Ｅは、４セッション可能です。各セッションの設定は、共通／エミュレー

ション項目の［ＴＮ５２５０Ｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ］をクリックし、選択したセッション

のネットワーク項目、印刷項目の設定を行います。 

【注意】印刷項目は、パターンごとに設定する必要があります。 

 

    【ネットワーク項目】 

項 目 解 説 

有効／無効 

選択している TN5250Eセッションを有効にする設定をします。 

・有効：有効にします。 

・無効：無効にします。 

デフォルト値：無効 

【注意】無効を設定している場合、パラメータの設定がされていても 

使用できません。 

HOST IP アドレス 接続するホスト・コンピュータのＩＰアドレスを設定します。 

ポート番号 
TCP/IPのポート番号を指定します。 

設定範囲：１ ～ ６５，５３５              デフォルト値：23 

デバイス名 

印刷装置のデバイス名を定義します。半角英数字で最大 10文字まで指定

できます。 

【使用可能文字】 

１文字目  ：A～Z、@、#、$ 

２文字目以降：A～Z、0～9、@、#、$、_、. 

メッセージ待ち行列 

プリンターのメッセージが送られる待ち行列名を定義します。半角英数

字で最大 10文字まで指定できます。 

メッセージ待ち行列はディスプレイ装置ごとに存在します。ディスプレ

イ装置自身と同じ名前が割り当てられます。 

ここで、ディスプレイ・セッションの名前を設定した場合には、このプ

リンターと関連したメッセージは、デフォルト待ち行列ではなく、設定

したディスプレイ・セッションに送られます。 

メッセージ待ち行列は、メッセージキューとも呼称されます。 

デフォルト値：QSYSOPR 

【使用可能文字】 

１文字目  ：A～Z、@、#、$ 

２文字目以降：A～Z、0～9、@、#、$、_、. 

メッセージ 

ライブラリ 

メッセージ待ち行列が入っているライブラリー名を定義します。半角英

数字で最大 10文字まで指定できます。 

デフォルト値：*LIBL 

【使用可能文字】 

１文字目  ：A～Z、@、#、$ 

２文字目以降：A～Z、0～9、@、#、$、_、. 

自動接続 

ホスト・コンピュータから切断要求がきて一度切断した場合、プリン

ター側から自動的に接続要求を発行するように設定します。 

・する ：接続要求を発行する 

・しない：接続要求を発行しない 

デフォルト値：しない 

Keep-Alive周期 
Keep-Aliveパケットを発行する周期を設定します。 

設定範囲：0～60 分       デフォルト値：0（発行しない） 
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項 目 解 説 

Keep-Aliveタイムアウト 

設定した値により以下の動作を行います。 

0         ：Keep-Aliveパケットとして Nopを発行します。発行後 
60秒経過しても応答がないときセッションを切断しま 
す。その後、自動接続設定に応じて再接続を行います。 

1～3600秒：Keep-aliveパケットとして Timing-Markを発行します。 
発行後、設定時間(秒)経過しても応答がないとセッショ 
ンを切断します。その後、自動接続設定に応じて再接続 
を行います。 

デフォルト値：0 

 

 

    【印刷項目】 

項 目 解 説 

設定パターン 

現在選択されている設定パターンを表示します。 

ここからの設定パターン変更は行えません。共通／エミュレーション項

目の画面に戻り、行ってください。 

ＡＮＫフォント 

ＡＮＫフォントを選択します。 

・明朝           ・エリート 

・ゴシック         ・クーリエ 

・ＯＣＲ－Ｂ 

デフォルト値：明朝 

漢字フォント 

漢字フォントを選択します 

・明朝 

・ゴシック 

デフォルト値：明朝 

ＡＮＫテーブル 

ＡＮＫテーブルを選択します。 

・英数カタカナ 

・英数英小文字 

・英数カナ拡張 

・英小文字拡張 

デフォルト値：英数カタカナ 

ＳＩ／ＳＯ 

漢字モードを表す SI/SO制御コードが、文字拡大指定範囲に含まれた場

合、SI/SO制御コードを拡大修飾するか選択します。 

・拡大する 

・拡大しない 

デフォルト値：拡大する 

２ＵＰ 

用紙の進行方向に対して縦に分割し、１枚の用紙に２ページを印刷しま

す。 

 ・ＯＦＦ 

 ・ＯＮ 

デフォルト値：ＯＦＦ 

【注意】最大文字数設定がプリンターの印刷幅設定の１／２を超える場

合、エラーメッセージが表示されます。 

プリンターの印刷幅設定の１／２を超える部分は印刷されません。 

マージンは右側のページにも反映されます。 

外字 

使用する外字ファイルを選択します。 

デフォルト値：なし 

【注意】外字ファイルの UP LOADは外字管理より行います。 
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５．１０  ＴＮ３２７０Ｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ（ＩＢＭ接続オプション追加時） 

 

ＴＮ３２７０Ｅは、４セッション可能です。各セッションの設定は、共通／エミュレー

ション項目の［ＴＮ３２７０Ｅ Ｓｅｓｓｉｏｎ］をクリックし、選択したセッション

のネットワーク項目、印刷項目の設定を行います。 

 

【注意】・下部のリセットをクリックすると、変更前の状態に戻ります。 

・設定が完了後、実行をクリックして設定を反映してください。 

・初期化の実行をクリックすると、現在設定されているパターンの共通項目を

デフォルト値の設定に戻します。 

・印刷項目は、パターンごとに設定する必要があります。 

 

    【ネットワーク項目】 

項 目 解 説 

有効／無効 

選択している TN3270Eセッションを有効にする設定をします。 

・有効：有効にします 

・無効：無効にします 

デフォルト値：無効 

【注意】無効を設定している場合、パラメータの設定がされていても 

使用できません。 

HOST IP アドレス 接続するホスト・コンピュータのＩＰアドレスを設定します。 

ポート番号 
TCP/IPのポート番号を指定します。 

設定範囲：１ ～ ６５，５３５        デフォルト値：23 

LU名 

印刷装置の LU名を定義します。半角英数字で最大 10文字まで指定でき

ます。 

【使用可能文字】 

１文字目  ：A～Z、0～9、@、#、$、\ 

２文字目以降：A～Z、0～9、@、#、$、\、_ 

自動接続 

ホスト・コンピュータから切断要求がきて一度切断した場合、プリン
ター側から自動的に接続要求を発行するように設定します。 

・する ：接続要求を発行する 

・しない：接続要求を発行しない 

デフォルト値：しない 

Keep-Alive周期 
Keep-Aliveパケットを発行する周期を設定します。 

設定範囲：0～60 分       デフォルト値：0（発行しない） 

Keep-Aliveタイムアウト 

設定した値により以下の動作を行います。 

0         ：Keep-Aliveパケットとして Nopを発行します。発行後 

60秒経過しても応答がないときセッションを切断しま 

す。その後、自動接続設定に応じて再接続を行います。 

1～3600秒：Keep-aliveパケットとして Timing-Markを発行します。 

発行後、設定時間(秒)経過しても応答がないとセッショ 

ンを切断します。その後、自動接続設定に応じて再接続 

を行います。 

デフォルト値：0 
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    【印刷項目】 

項 目 解 説 

設定パターン 

現在選択されている設定パターンを表示します。 

ここからの設定パターン変更は行えません。共通／エミュレーション項

目の画面に戻り、行ってください。 

文字ピッチ 

半角文字単位での文字ピッチを選択します。 

・１０ ＣＰＩ       ・１３．４ ＣＰＩ 

・１２ ＣＰＩ       ・１５   ＣＰＩ 

デフォルト値：１０ ＣＰＩ 

最大文字数 

１行あたりの最大文字数を指定します。 

文字ピッチ 最大文字数 

10   CPI 170 

12   CPI 240 

13.5 CPI 229 

15   CPI 255 

デフォルト値：136文字 

行ピッチ 

１インチ当たりの行数を指定します。 

・２ ＬＰＩ        ・６   ＬＰＩ 

・３ ＬＰＩ        ・７．５ ＬＰＩ 

・４ ＬＰＩ        ・８   ＬＰＩ 

デフォルト値：６ ＬＰＩ 

最大行数 

１ページ当たりの最大行数を選択します。 

行ピッチ 最大行数 

2   LPI 48 

3   LPI 72 

4   LPI 96 

6   LPI 144 

7.5 LPI 180 

8   LPI 192 

デフォルト値：66行 

ＡＮＫフォント 

ＡＮＫフォントの選択をします。 

・明朝           ・エリート 

・ゴシック         ・クーリエ 

・ＯＣＲ－Ｂ 

デフォルト値：明朝 

漢字フォント 

漢字フォントの選択をします。 

・明朝 

・ゴシック 

デフォルト値：明朝 

大文字／小文字 

“ＡＮＫテーブル”の設定で「英数英小文字」もしくは「英数英小文字

拡張」を選択している場合に、大文字小文字混在か大文字のみかを選択

します。 

・混在 

・大文字のみ 

デフォルト値：混在 



第５章 Ｗｅｂ設定 

KEL CL65KM 5-15 

 

 

項 目 解 説 

ＡＮＫテーブル 

ＡＮＫテーブルを選択します。 

・英数カタカナ 

・英数英小文字 

・英数カナ拡張 

・英小文字拡張 

デフォルト値：英数カタカナ 

LU1オプション 

LU1で使用する場合、特別処理を行うか選択します。この機能は、LU3用
に作られたユーザ・データのうち、ある限られたデータに関してのみ LU1

(SCS)の環境下において同じ印刷結果とするものです。 

・OFF 

・OPTION1：SI/SOに囲まれた漢字データを漢字として印字し、SI/SO 

をスペースとして印刷します。 

・OPTION2：オプション 1に加えて、最大印字桁数の次にくる行のは 

じめの制御コードのうち下記のものを有効にする。 

・CR、FF、VT、LF、BS、EM、NL 

デフォルト値：OFF 

LU3オプション 

空白行の削除 

このオプションをＯＮにすると、印刷不能文字だけが入

っている行を削除します。印刷不能文字には空白文字、

非印刷フィールド文字、およびフィールドの属性です。 

・ＯＮ  

・ＯＦＦ（デフォルト値） 

【注意】スペース（X'40'）は文字とみなされます。 

NULL制御コードを

空白文字 

このオプションをＯＮにすると、空白文字はスペース

（X'40'）として印刷されます。 

・ＯＮ （デフォルト値） 

・ＯＦＦ 

CR MPP+1の 

制御 

このオプションをＯＮにすると CRが最大印刷位置+1に

ある場合、自動改行は行われません。 

・ＯＮ  

・ＯＦＦ（デフォルト値） 

NL MPP+1の 

制御 

このオプションをＯＮにすると、NLが最大印刷位置+1

にある場合、最大印字位置+1で行われ自動改行は行われ

ません。 

・ＯＮ  

・ＯＦＦ（デフォルト値） 

FF 

オプション 

このオプションをＯＮにすると、FFが実行されて印刷位

置を占め、次のページの最初の行の最初の桁にブランク

として印刷されます。従って、次のページの印刷位置は

その行の２桁目となります。 

・ＯＮ  

・ＯＦＦ（デフォルト値） 
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項 目 解 説 

プリンタチェックタイマ 

用紙詰りや用紙切れなどが発生すると、操作員介入要求がホスト・コン

ピュータに返されます。ここで設定する時間以内に問題を解除しなけれ

ば、プリンター・タイムアウトとなりメッセージが表示されます。 

設定範囲：0(タイムアウトなし) ～ 99 分  

デフォルト値：99分 

プリンタ保留タイマ 

印刷中に「オフライン」スイッチを押してオフライン状態に入り、印刷

を保留できる時間を設定します。ここで設定したプリンター保留時間を

過ぎると、プリンター・タイムアウトとなりメッセージが表示されま

す。 

設定範囲：0(タイムアウトなし) ～ 99 分  

デフォルト値：99分 

【注意】用紙づまりや用紙切れ状態なども含みます。 

ジョブエンドタイマ 

SNAブラケット処理を正しく使用していないアプリケーションのために、

ジョブの終了を監視します。ジョブ終了コマンドが受信されなくても、

データ途切れが設定した時間が経過した場合はジョブの終了として処理

します。 

設定範囲：0（タイムアウトなし） ～ 3600 秒 

デフォルト値：0 秒 

ジョブリンクタイマ 

SNAブラケット処理を正しく使用していないアプリケーションのためにジ

ョブの終了を監視します。ジョブの終了コマンドを受信しても、監視時

間が経過しないかぎり、同一ジョブとして処理します。 

設定範囲：0（タイムアウトなし） ～ 3600 秒 

デフォルト値：0 秒 

設定の優先 

ホスト・コンピュータから設定コマンドを受信した場合、設定コマンド

を優先するか選択された設定値を優先するかを選択します。 

・コマンド優先：コマンドを優先する 

・設定値優先 ：設定値を優先する 

デフォルト値：コマンド優先 

未定義文字の処理 

未定義文字コードを検出した時、印字する代替え文字を選択します。 

・黒四角 ：’■’を印字 

・スペース：’ ’を印字 

デフォルト値：黒四角 

２ＵＰ 

用紙の進行方向に対して縦に分割し、1枚の用紙に 2ページを印刷しま

す。 

 ・ＯＦＦ 

 ・ＯＮ 

デフォルト値：ＯＦＦ 

【注意】最大文字数設定がプリンターの印刷幅設定の１／２を超える場

合、エラーメッセージが表示されます。 

プリンターの印刷幅設定の１／２を超える部分は印刷されません。 

マージンは右側のページにも反映されます。 

外字 

使用する外字ファイルを選択します。 

デフォルト値：なし 

【注意】外字ファイルの UP LOADは外字管理より行います。 
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５．１１  ＬＰＲ５２５０（ＩＢＭ接続オプション追加時） 

 

共通／エミュレーション項目の［ＬＰＲ５２５０］をクリックすると、ＬＰＲ５２５０

の印刷項目に移動します。 

 

【注意】・下部のリセットをクリックすると、変更前の状態に戻ります。 

・設定が完了後、実行をクリックして設定を反映してください。 

・初期化の実行をクリックすると、現在設定されているパターンの共通項目を

デフォルト値の設定に戻します。 

・印刷項目は、パターンごとに設定する必要があります。 

 

    【印刷項目】 

項 目 解 説 

設定パターン 

現在選択されている設定パターンを表示します。 

ここからの設定パターン変更は行えません。共通／エミュレーション項

目の画面に戻り、行ってください。 

ＡＮＫフォント 

ＡＮＫフォントを選択します。 

・明朝           ・エリート 

・ゴシック         ・クーリエ 

・ＯＣＲ－Ｂ 

デフォルト値：明朝 

漢字フォント 

漢字フォントを選択します 

・明朝 

・ゴシック 

デフォルト値：明朝 

ＡＮＫテーブル 

ＡＮＫテーブルを選択します。 

・英数カタカナ 

・英数英小文字 

・英数カナ拡張 

・英小文字拡張 

デフォルト値：英数カタカナ 

ＳＩ／ＳＯ 

漢字モードを表す SI/SO制御コードが、文字拡大指定範囲に含まれた場

合、SI/SO制御コードを拡大修飾するか選択します。 

・拡大する 

・拡大しない 

デフォルト値：拡大する 

２ＵＰ 

用紙の進行方向に対して縦に分割し、1枚の用紙に 2ページを印刷しま

す。 

 ・ＯＦＦ 

 ・ＯＮ 

デフォルト値：ＯＦＦ 

【注意】最大文字数設定がプリンターの印刷幅設定の１／２を超える場

合、エラーメッセージが表示されます。 

プリンターの印刷幅設定の１／２を超える部分は印刷されません。 

マージンは右側のページにも反映されます。 

外字 
使用する外字ファイルを選択します。 

デフォルト値：なし 

【注意】外字ファイルの UP LOADは外字管理より行います。 
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５．１２  ネットワーク項目 

 

［ネットワーク項目］をクリックすると、プリンターのネットワーク項目の設定に移動

します。 

 

【注意】・下部のリセットをクリックすると、変更前の状態に戻ります。 

・設定が完了後、実行をクリックして設定を反映してください。 

・ＩＰアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの設定は、プリンターの操

作パネルより行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【ネットワーク項目】 

項 目 解 説 

ＩＰ アドレス プリンターに設定されたＩＰアドレスを表示します。 

サブネットマスク プリンターに設定されたサブネットマスクを表示します。 

ゲートウェイ プリンターに設定されたゲートウェイアドレスを表示します。 

タイムアウト 

印刷中のデータ途切れを時間監視します。 

データが途切れて設定時間を経過した場合、通信を切断します。 

設定範囲：0(タイムアウトなし) ～ 3600秒   デフォルト値：90 秒 

 

    【ＳＮＭＰ項目】 

項 目 解 説 

トラップアドレス イベント通知をするアドレスを設定します。 

コミュニティ名 管理用コミュニティ名です。(Read-Only) 

システム名 この被管理ノードに付けられた管理上の名前です。 

システムロケーション このノードの物理的な位置です。 

システムコンタクト この被管理ノードの担当者の識別情報や連絡先に関する情報です。 

クリックします 
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５．１３  パスワード変更 

 

［パスワード変更］をクリックすると、管理者でログインする時のパスワードの設定・

変更を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    【パスワード変更】 

パスワード入力 現在設定されているパスワードを入力してください 

新パスワード 

新しいパスワードを入力してください。 

【使用可能文字】a～z、A～Z、0～9、_  

【有効文字数】４ ～ １６文字 

新パスワード再入力 確認の為、もう一度新しいパスワードを入力してください。 

 
 

５．１４  外字管理 

 

［外字管理］をクリックすると、外字管理に移動します。外字管理では、登録されてい

る外字ファイルを一覧表示します。 

新規に外字ファイルを登録する場合は、参照...をクリックし、作成した外字ファイルを

選択し、その後送信をクリックすることでプリンターに外字ファイルを登録することが

できます。 

外字ファイルを削除する時は、ファイル名に右側にある削除をクリックすることでファ

イルを削除することができます。 

 

【注意】外字ファイル名には、英数文字以外使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックします 
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５．１５  印刷管理 

 

［印刷管理］をクリックすると、印刷中あるいは印刷待ち状態の表示に移動します。印

刷を取消したい場合、表示しているエミュレーションの右側にある取消をクリックして

ください。取消を受け付けた画面へ移動しますので、戻るをクリックすることで取り消

すことができます。 

 

【注意】この画面表示は最新の状態表示をするため、１０秒毎に自動的に再読み込み動

作を行っています。 

印刷中のＴＮ５２５０Ｅ接続はオフライン時のみ取消可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックします 
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５．１６  保守項目 

 

［保守項目］をクリックすると、プリンターの保守を行うための設定へ移動します。印

刷に障害が発生したときの調査のための各種データの採取設定やデータの Download、設

定値のバックアップ/リストアを行います。 

 

【注意】・下部のリセットをクリックすると、変更前の状態に戻ります。 

・設定が完了後、実行をクリックして設定を反映してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【保守項目】 

項 目 解 説 

トレースモード 

障害が発生した時、調査するためにホスト・コンピュータから送られてく

るデータを採取する場合に設定します。 

・ＯＮ ：採取します。 

・ＯＦＦ：採取しません。 

デフォルト値：ＯＦＦ 

採取したトレースデータがコントローラー上にある場合、ファイル作成

ボタンとトレースデータが作成された日時が表示されます。 

ファイル作成ボタンをクリックすると、トレースデータが作成され、[Do

wn Load]ボタンと作成された日時が表示され、"Ｄｏｗｎ Ｌｏａｄ"と作

成された日時が表示されます。そこをクリックすると、作成されたファイ

ルをダウンロードすることができます。 

【注意】コントローラーの電源 OFFもしくはリブートすると、トレース

データは消去されます。 

定期保守アラーム 

最終定期保守を行ってから、200Kページの印刷で定期保守のメッセージ

をパネルに表示させるか否かを設定します。 

 ・ON ：表示する。 

 ・OFF：表示しない。 

デフォルト値：OFF 

 

クリックします 
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項 目 解 説 

CVSバーコード補正 
拡張コマンドを使用して CVSバーコードを印刷する場合の補正タイプを

設定します。 

 ・Type1：補正タイプ１ 

 ・Type2：補正タイプ２ 

CVSバーコードテス

ト印刷 

CVSバーコードのサンプルを印刷します。 

テスト印刷実行をクリックすると、CVSバーコードのサンプルを印刷し

ます。横１５インチ縦１１インチの白紙（ストックフォーム）をセット

してください。 

シリアル Ｎｏ． 
ブラウザから装置シリアルが確認できるよう、設置時に装置シリアル 

Ｎｏ．を設定します。（デフォルト値：ブランク） 

設定バックアップ 

設定値のバックアップファイルを作成します。 

ファイル作成をクリックすると、設定値バックアップファイルが作成 

され、"Ｄｏｗｎ Ｌｏａｄ"と作成された日時が表示されます。そこを

クリックすると、作成されたファイルをダウンロードすることができま

す。 

ログファイル 

ログで表示している印刷ログ，接続ログ，イベントログ情報をまとめた

ファイルを作成します。 

ファイル作成をクリックすると、印刷ログ，接続ログ，イベントログ情

報をまとめたファイルが作成され、"Ｄｏｗｎ Ｌｏａｄ"と作成された

日時が表示されます。そこをクリックすると作成されたファイルをダウ

ンロードすることができます。 

システムログ 

システムで保存しているログをまとめてファイルを作成します。 

ファイル作成をクリックすると、システムログをまとめたファイルが作

成され、"Ｄｏｗｎ Ｌｏａｄ"が表示されます。そこをクリックすると

作成されたファイルをダウンロードすることができます。 

coreファイル 

システムで保存している coreファイルをまとめてファイルを作成しま

す。 

ファイル作成をクリックすると、coreファイルをまとめたファイルが作

成され、"Ｄｏｗｎ Ｌｏａｄ"が表示されます。そこをクリックすると

作成されたファイルをダウンロードすることができます。 

【注意】coreファイルはプリンターの電源を OFF/ONしないと、最新の状

態になりません。coreファイルを作成する際には、必ずプリン

ターの電源を OFF/ONしてください。 

設定値読込 

設定値バックアップファイルを読み込ませ、設定値を復元します。 

参照をクリックし、設定値バックアップファイルを選択します。その

後、送信をクリックします。 

設定値バックアップファイルがアップロードされると、リストアが表示

されます。リストアをクリックすると、バックアップファイルから設定

値が読み込まれ設定されます。設定が終了すると、リブートします。 
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５．１７  電源管理 

 

KEL CL65KMは本体左側面にある「メインスイッチ」にて電源の投入、切断を行います。

この時内蔵しているコントローラーの電源を本体側の電源オン・オフに連動させるか選

択することができます。 

 

[電源管理]をクリックすると、コントローラーの電源管理に移動します。コントローラーの電源はデ

フォルト設定（OFF）では、本体「メインスイッチ」をオフしても電源が切断されません。自動シャット

ダウンの設定で、本体側電源オフでコントローラーの電源を切断する。或いは電源はオフとはな

らず待機状態となる、を選択できます。 

 

設定をＯＦＦとすると、電源は切れません。保守等で電源をオフにする必要が生じた場合、電源

管理項目の終了オプションシャットダウンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【電源管理】 

項 目 解 説 

自動シャットダウン 

コントローラーの電源オン・オフを、本体側メインスイッチに連動し

て動作させるか設定します。 

・ＯＮ ：「メインスイッチ」による電源オフを検出すると、コントローラー

が自身の電源をオフする。電源オン時は、コントローラーの「メ

インスイッチ」をオンする必要がある。 

・ＯＦＦ：「メインスイッチ」による電源オフを検出すると、コントローラー

は電源オンのまま待機状態となる。電源オンを検出すると、コ

ントローラーは初期化から動作を開始する。 

デフォルト値：ＯＦＦ 

【注意】OFF設定の場合、はじめの１回はコントローラーの「メインスイッチ」を

オンにする必要があります。 

 

    【終了オプション】 

項 目 解 説 

シャットダウン コントローラーの電源を直ちに切断します。 

リブート コントローラーを直ちにリブートさせます。 

 

クリックします 
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５．１８  オプション項目 

 

［オプション項目］をクリックすると、オプションとして用意した印刷や動作に関する 

設定に移動します。 

 

【注意】・下部のリセットをクリックすると、変更前の状態に戻ります。 

・設定が完了後、実行をクリックして設定を反映してください。 

・初期化の実行をクリックすると、現在設定されているオプション項目をデフ

ォルト値の設定に戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【オプション項目】 

項 目 解 説 

ページ長エラーハン

ドル 

・印刷データがページ長を超える場合に、オフライン状態にして注意

を促す画面を表示するか選択します。 

・ＯＦＦ 

・ＯＮ 

デフォルト値：ＯＮ 

ＬＰＲマルチセッシ

ョンモード 

複数のＬＰＲセッションを同時に受け付けるか選択します。 

・ＯＦＦ 

・ＯＮ（最大４セッション） 

デフォルト値：ＯＮ 

【注意】 

・ Windows から印刷する場合は、ＪＯＢ間に待ち時間を発生させな

いためにもＯＮに設定することをお勧めします。 

・ ＬＰＲ５２５０接続もこの設定が有効になります。 

 

 

 

 

クリックします 
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５．１９  印刷ログ 

 

［印刷ログ］をクリックすると、印刷した JOBのログ表示に移動します。印刷が完了した

JOB の エミュレーション名、ファイル名、印刷開始時間、印刷終了時間が表示されます。 

印刷ログを消去する場合、印刷ログ消去をクリックしてください。 

 

 

５．２０  接続ログ 

 

［接続ログ］をクリックすると、通信関係のエラーやメッセージ表示に移動します。 

接続ログを消去する場合、接続ログ消去をクリックしてください。 

 

【注意】この画面は最新状況を表示するため、６０秒毎に自動的に再読み込み動作を行

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．２１  イベントログ 

 

［イベントログ］をクリックすると、プリンターで発生したエラーやメッセージ表示に移

動します。イベントログを消去する場合、イベントログ消去をクリックしてください。 

 

【注意】この画面は最新状況を表示するために、６０秒毎に自動的に再読み込み動作を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックします 

クリックします 
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このページは、白紙となっています。 
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６．１   ＴＣＰ／ＩＰ接続の説明 

 

KEL CL65KMは、ＬＰＲ，Ｐｏｒｔ９１００およびＩＰＰ接続による印刷が可能です。 

また、ＩＢＭ接続オプションを追加することにより、ＩＢＭｚからはＴＮ３２７０Ｅ、Ｉ

ＢＭｉからはＴＮ５２５０ＥおよびＬＰＲ５２５０接続による印刷が可能です。 

 

以下のエミュレーションで印刷することができます。 

 

プロトコル キュー名 エミュレーション 

ＬＰＲ ｐｏｒｔ１ ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ 

Ｐｏｒｔ９１００ － 

ＩＰＰ － 

ＬＰＲ５２５０ ｐｃ５２５０ ５２５０ 

ＴＮ５２５０Ｅ － 

ＴＮ３２７０Ｅ － ３２７０（ＬＵ１，ＬＵ３） 

 

【注意】・エミュレーションに合ったプロトコルを選択することが必要です。 

・印刷は、接続が早い者勝ちとなります。 

・ＬＰＲ（ＬＰＲ５２５０），Ｐｏｒｔ９１００，ＩＰＰ接続では、複数のホス

ト・コンピュータから印刷起動がかかっている場合、印刷データの作り方によ

って印刷ＪＯＢの間に別ホスト・コンピュータからの印刷が入ってしまう事が

あります。 

 

 

６．１．１   ＴＣＰ／ＩＰの設定および確認 

 

KEL CL65KMをネットワークに正しく接続する必要があります。 

 

以下の手順にしたがって、設定および確認をしてください。 

 

１）ＴＣＰ／ＩＰの設定 

「第３章 ３．１１．１ ＩＰアドレスの設定」を参照してください。 

・ＩＰアドレス 

・マスクアドレス 

・ゲートウェイ 

 

２）接続テスト（ｐｉｎｇ） 

 

KEL CL65KM にむけて ｐｉｎｇ コマンドを発行し、ＩＰアドレスなどが正しく設定

されていることを確認してください。 

 

【注意】ｐｉｎｇ に失敗した場合、ＩＰアドレスが正しいか調べてください。 

 

３）各種設定 

 

「第５章 Ｗｅｂ設定」を参照し、必要な項目の設定をＷｅｂから行います。 

ＩＢＭｚとのＴＮ３２７０Ｅ接続、ＩＢＭｉ（ＩＢＭｉ）とのＴＮ５２５０Ｅ接続な

どの設定を行います。 
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IP ｱﾄﾞﾚｽ: 

192.168.200.235 

ｷｭｰ名: 

Port1 

 

 

６．２   Ｗｉｎｄｏｗｓからの印刷 

 

■ Windows Server 2003をプリンターサーバーにしたときの接続例の図 

 

                               CL65KM 

WindowsXP    WindowsXP WindowsServer2003 

  (ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ)  （ｸﾗｲｱﾝﾄ）  （ﾌﾟﾘﾝﾀ-ｻｰﾊﾞｰ） 

       

        

       

          

 

               HUB 

      （イーサネット） 

 

  ※通常ネットワーク上に１台プリンターサーバーとして設定し、他の端末 

   はそのプリンターサーバーを使用することを推奨します。 

 

 

６．２．１   Ｗｉｎｄｏｗｓの設定（プリンターサーバー） 

 

Ｗｉｎｄｏｗｓに標準でインストールされている”Standard TCP/IP ポート”は、最後の

印刷データを送ってから９０秒以内に印刷完了しないと、印刷に失敗したと見なして印刷

データが再送される仕様となっています。そのため、１つの印刷ジョブを繰り返し印刷す

る現象が発生する時があります。 

ここでは、”ＵＮＩＸ印刷サービス”のＬＰＲポートを使用する方法を解説します。 

 

（１）サービスおよびプロトコルのチェックとＬＰＲポートモニタのインストールを行い

ます。「付録 Ａ」にＷｉｎｄｏｗｓの種類ごとの手順が記載されておりますので、

この手順に従ってＬＰＲポートモニタをインストールしてください。 

 

（２）プリンターおよびポートの追加 

 

１）「スタート」→「設定」→「プリンタとＦＡＸ」を選択します。 

「プリンタの追加」アイコンをダブルクリックするとプリンタの追加ウイザード

が起動しますので、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LPD 

TCP 

IP 

Port9100 
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２）“このコンピュータに接続されているローカルプリンタ”を選択し、「次へ」を

クリックします。“プラグアンドプレイ対応プリンタを自動的に検出してインス

トールする”にはチェックを入れないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）“新しいポートの作成”で「LPR Port」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「LPD を提供しているサーバーの名前またはアドレス(N）」にはプリンターのＩ

Ｐアドレス、「サーバーのプリンタ名または印刷キュー(R)」には「port1」を入

力し、「ＯＫ」をクリックします。 
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５）「ディスク使用」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）「参照」をクリックし、CL65KMサポートＣＤ―ＲＯＭをセットしたドライブから 

”ＤＲＩＶＥＲ”を選択し、さらに”Ｗ２ＫＸＰ”を選択し「ＯＫ」をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）「次へ」をクリックします。 
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８）プリンタ名を入力し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）“共有する”を選択し、共有名を入力後「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０）場所とコメントを入力し、「次へ」をクリックします。 
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１１）テスト印刷で“はい”を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２）「完了」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３）「続行」をクリックします。 
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１４）次に、印刷が正常に行なわれるためにスプール機能を使用します。 

「スタート」→「設定」→「プリンタ」を選択します。 

作成したプリンターアイコンにマウスを移動し、右ボタンを押し「プロパティ」

を選択します。 

“詳細設定”で以下の項目を選択し「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５）以上でプリンターサーバーの設定は終了です。「プリンタと FAX」を開いて確

認します。 

 

【注意】LPR PORT（UNIX用印刷サービス）の場合、11個を越える複数ジョブ（12個

目のジョブ）の印刷が遅れるという現象が発生する場合があります。これは、

Windowsにおいて、LPRで利用できるポート数に制限があるためです。 
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６．２．２   Ｗｉｎｄｏｗｓの設定（スタンドアロン） 

 

Ｗｉｎｄｏｗｓに標準でインストールされている”Standard TCP/IP ポート”は、最後の

印刷データを送ってから９０秒以内に印刷完了しないと、印刷に失敗したと見なして印刷

データが再送される仕様となっています。そのため、１つの印刷ジョブを繰り返し印刷す

る現象が発生する時があります。 

ここでは、”ＵＮＩＸ印刷サービス”のＬＰＲポートを使用する方法を解説します。 

 

（１）サービスおよびプロトコルのチェックとＬＰＲポートモニタのインストールを行い

ます。「付録 Ａ」にＷｉｎｄｏｗｓの種類ごとの手順が記載されておりますので、

この手順に従ってＬＰＲポートモニタをインストールしてください。 

 

（２）プリンターおよびポートの追加 

 

１）「スタート」→「設定」→「プリンタとＦＡＸ」を選択します。 

“プリンタの追加”アイコンをダブルクリックするとプリンタの追加ウイザード

が起動しますので、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）“このコンピュータに接続されているローカルプリンタ”を選択し、「次へ」を

クリックします。“プラグアンドプレイ対応プリンタを自動的に検出してインス

トールする”にはチェックを入れないでください。 
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３）“新しいポートの作成”で「LPR Port」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）“LPD を提供しているサーバーの名前またはアドレス(N）”にはプリンターのＩ

Ｐアドレス、“サーバーのプリンタ名または印刷キュー(R)”には「port1」を入

力し、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

５）「ディスク使用」をクリックします。 
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６）「参照」をクリックし、CL65KMサポートＣＤ―ＲＯＭをセットしたドライブから

“ＤＲＩＶＥＲ”を選択し、さらに“Ｗ２ＫＸＰ”を選択し「ＯＫ」をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）プリンタ名を入力し、「次へ」をクリックします。 
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９）“テストページの印刷”で“はい”を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０）「完了」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１）「続行」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２）テストページ印刷が正常に印刷されたことを確認してください。 

以上でプリンターの設定は終了です。 
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６．２．３   Ｗｉｎｄｏｗｓの設定（クライアント） 

 

１）「スタート」→「設定」→「プリンタ」を選択します。 

“プリンタの追加”アイコンをダブルクリックします。 

２）“ネットワークプリンタサーバー”を選択し「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「参照」をクリックしてネットワークプリンターを探します。 
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４）「６．２．１ Ｗｉｎｄｏｗｓの設定（プリンターサーバー）」でサーバとして

作成したプリンターを選択し、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

５）プリンタードライバーをインストールするために「はい」クリックします。 

 

 

 

 

 

 

【注意】以下のメッセージが表示された場合には、クライアント側にも手動でプリン

タードライバーをインストールする必要があります。「６．２．１ Ｗｉｎ

ｄｏｗｓの設定（プリンターサーバー）」の「（２）プリンターおよびポー

トの追加」を参考にして、ドライバーをインストールしてください。 

 

 

 

 

 

 

６）通常使うプリンターにするか選んで「次へ」クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‘ KEL CL65KM PS3 ’ 

KEL-LBP ﾌﾟﾘﾝﾄ･ｻｰﾊﾞｰ 
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７）「完了」をクリックしてクライアントの設定は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．２．４   プリンタードライバーの削除 

 

１）「スタート」→「設定」→「プリンタとＦＡＸ」をクリックします。 

２）作成されているプリンターのアイコンを右クリックし、「削除」をクリックし、

プリンターアイコンを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「ファイル」→「サーバーのプロパティ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KEL LASER PRINTER 
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４）［ドライバ］タブをクリックします。 削除するプリンタードライバーをクリッ

クします。「削除」をクリックし、ドライバーを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）「スタート」→「検索」→「ファイルやフォルダ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）「ツール」→「フォルダオプション」をクリックします。 

［表示］タブをクリックします。「詳細設定」ボックスの「すべてのファイルと

フォルダを表示する」にチェックし、「登録されているファイルの拡張子は表示

しない」のチェックをオフにします。（プリンタードライバーの削除が完了した

ら、元の設定に戻してください） 
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７）「含まれる文字列」ボックスに半角大文字で「KEL CL65KM」と入力します。「探

す場所」ボックスから「参照」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）「検索するディレクトリの選択」から Windows 2000/XPがインストールされてい

るディレクトリの「inf」をクリックし、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９）［検索］をクリックして、ファイルを検索します。 

１０）検索結果に表示されたファイル名を確認します。今回は「oem31.inf」を表示。 
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１１）「新しい検索を開始する」をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２）「ファイルまたはフォルダの名前」に上記で検索された「oem31」を入力し、

「含まれる文字列」は削除します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３）「検索開始」をクリックします。今回は「oem31.inf」と「oem31.PNF」を表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４）見つかった「oem36.inf」と「oem36.PNF」を削除します。 

１５）コンピューターを再起動します。 
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６．３   ＩＢＭｉからのＬＰＲ接続印刷（ＩＢＭ接続オプション追加時） 

 

KEL CL65KMは、ＩＢＭｉからエミュレータを介さずにＬＰＲ接続で直接印刷することがで

きます。 

 

■ ＩＢＭｉのＴＣＰ／ＩＰ接続図 

 

   IBMi       CL65KM 

 

       IP ｱﾄﾞﾚｽ 

       192.168.12.74 

       ｷｭｰ名 

       PC5250 

 

    イーサネット    HUB 

 

 

 

６．３．１   出力待ち行列作成 

 

１）ＩＢＭｉのコマンド行で以下のコマンドを実行してください。 

CRTOUTQ［ 実行キー ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網掛け部分を設定してください。 

OUTQ ： 任意の出力待ち行列名を設定してください。 

RMTSYS ： *INTNETADR を設定してください。 

RMTPRTQ ： プリンターのキュー名を PC5250 にしてください。 

CNNTYPE ： *IP を設定してください。 

TRANSFORM ： *NO を設定してください。 

INTNETADR ： ＩＰアドレスを設定してください。 

LPR 

TCP 

IP 

LPD 

TCP 

IP 

  出力待ち行列作成 (CRTOUTQ) 

出力待ち行列 ．．．．．．．．．． OUTQ     > CL65KM   

 ライブラリー ．．．．．．．．．          *CURLIB 

スプール・ファイル最大サイズ ：  MAXPAGE    _ 

 ページ数 ．．．．．．．．．．．         *NONE     

 開始時刻 ．．．．．．．．．．．                  

 終了時刻 ．．．．．．．．．．．                  

   値の続きは＋ 

待ち行列上のファイルの順序 ．．． SEQ       *FIFO   

遠隔システム ．．．．．．．．．． RMTSYS    > *INTNETADR      

                                                           

遠隔印刷装置待ち行列 ．．．．．． RMTPRTQ    > PC5250          

                                                           

自動開始する書き出しプログラム ． AUTOSTRWTR   *NONE  

書出しﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ MSG用待ち行列    MSGQ      QSYSPRO   

 ライブラリー ．．．．．．．．．          *LIBL      

接続タイプ ．．．．．．．．．．． CNNTYPE    > *IP  

宛先タイプ ．．．．．．．．．．． DESTTYPE    *OS400     

ホスト印刷の形態 ．．．．．．．． TRANSFORM   > *NO  

ユーザー・データ変形 ．．．．．． USRDATFM    *NONE      

 ライブラリー ．．．．．．．．．                      

インターネット・アドレス ．．．． INTNETADR   > 192.168.12.74   

  ： 
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６．３．２   プリンターの起動 

 

１）出力待ち行列が作成されたかを確認します。 

ＩＢＭｉのコマンド行で以下のコマンドを実行してください。 

WRKOUTQ［ 実行キー ］ 

 

 

 

 

 

 

 

２）出力待ち行列を起動します。 

ＩＢＭｉのコマンド行で以下のコマンドを実行してください。 

STRRMTWTR CL65KM FORMTYPE(* ALL *MSG)［ 実行キー ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正常に動作した場合は網掛けのようなメッセージを表示します。 

 

 

６．３．３   接続テスト 

 

１）PINGコマンドを発行します。 

ＩＢＭｉのコマンド行で以下のコマンドを実行してください。 

PING ‘192.168.12.74’［ 実行キー ］ 

 

２）結果を確認します。 

ＩＢＭｉのコマンド行で以下のコマンドを実行してください。 

WRKJOB［ 実行キー ］ 

10［ 実行キー ］ 

［ F10 キー］ 

［前頁キー］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）正常に接続されている場合上のようなメッセージが表示されます。 

  全ての出力待ち行列の処理 

8 > PING ‘192.168.12.74’ 

 ホスト・システム 192.168.12.74 への接続を検査中である。 

 接続検査 1に.208秒かかった。1への接続検査は正常に行なわれました。 

 接続検査 2に.007秒かかった。2への接続検査は正常に行なわれました。 

 接続検査 3に.017秒かかった。3への接続検査は正常に行なわれました。 

 接続検査 4に.025秒かかった。4への接続検査は正常に行なわれました。 

 接続検査 5に.007秒かかった。5への接続検査は正常に行なわれました。 

 往復（ミリ秒）最小／平均／最大 = 7/52/208 

 接続検査の統計：5の 5は正常に実行された（100%）。 

  全ての出力待ち行列の処理 

 

OPT  待ち行列   ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ ﾌｧｲﾙ 書出しﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 状況 

： 

    CL65KM   QUSRSYS   0   RLS 

： 

  全ての出力待ち行列の処理 

 

OPT  待ち行列   ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ ﾌｧｲﾙ 書出しﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 状況 

： 

    CL65KM   QUSRSYS   0   CL65KM RLS 

： 

コマンド 

===>                                                              

F3=終了  F4=ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ  F5=最新情報  F12=取消し  F24=キーの続き  

読み取りﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑまたは書出しﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 02382/QSPLJOB/CL65KMは、ライ... 
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６．４   ＩＢＭｉからのＴＮ５２５０Ｅ接続印刷（ＩＢＭ接続オプション追加時） 

 

KEL CL65KMは、ＩＢＭｉとＴＮ５２５０Ｅ接続で直接印刷することができます。 

 

■ ＩＢＭｉとのＴＮ５２５０Ｅ接続図 

IBMi           CL65KM 

       IP ｱﾄﾞﾚｽ 

       192.168.12.74 

 

 

 

    イーサネット    HUB 

 

【注意】・ＴＮ５２５０Ｅプリンターセッションをサポートするには、ｉ５／ＯＳ

（ＯＳ／４００）Ｖ５Ｒ４以降で最終のＰＴＦを適用の上で使用すること

を推奨します。 

（2013/2現在。IBMがサポートを終了したバージョンのＯＳにつきまして

はサポートできない場合がございます） 

 

６．４．１   ＩＢＭｉの確認 

 

ＩＢＭｉの以下の項目を確認します。 

 

（１）ＯＳ／４００のバージョンおよびＰＴＦ確認 

（２）接続するＩＢＭｉのＩＰアドレス 

 

１）ＯＳ／４００のバージョンおよびＰＴＦ確認 

ＩＢＭｉのコマンド行で以下のコマンドを実行してください。 

DSPPTF [ 実行キー ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ＩＢＭｉのＩＰアドレス 

ＩＢＭｉのコマンド行で以下のコマンドを実行してください。 

WRKTCPSTS *IFC [ 実行キー ] 

 

 

 

 

 

          ＰＴＦの状況の表示 

基本オプションのリリース ．．．．．．： V4R3M0 L00 

  PTF 

OPT ID     状況 

  ： 

  MF21146  永久的に適用 

  ： 

       ＴＣＰ／ＩＰインターフェイス状況の処理 

OPT ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｱﾄﾞﾚｽ ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｱﾄﾞﾚｽ 回線記述 インターフェイス状況 

＿ 192.168.12.10 192.168.12.0 ETERNET  活動中 
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６．４．２   プリンターの設定 

 

ブラウザを起動し KEL CL65KM にＷｅｂ接続します。［管理者］としてログインし、ＴＮ

５２５０Ｅ接続に必要なネットワーク項目について設定を行います。設定方法については、

「第５章 Ｗｅｂ設定」を参照してください。 

 

 設定項目 設定例 

 ・有効／無効 有効 

 ・Ｈｏｓｔ ＩＰ アドレス １９２．１６８．１２．１０ ※１ 

 ・ポート番号 ２３ 

 ・デバイス名 ＴＮ５２５０Ｐ ※２ 

 ・メッセージ待ち行列 ＱＳＹＳＯＰＲ 

 ・メッセージライブラリー ＊ＬＩＢＬ 

 ・自動接続 オン ※３ 

 ・Keep-Alive周期 ０ 

 ・Keep-Aliveタイムアウト ０ 

 

※１ 接続するＩＢＭｉのＩＰアドレスです。 

※２ ＩＢＭｉ上に同一名で“出力待ち行列”が作成されます。 

※３ ＩＢＭｉから切断された場合、自動的に再接続をプリンター側から開始するかを

設定します。 

 

 

６．４．３   接続 

 

KEL CL65KMの電源を「オン」にすると、正しく設定がされているとＩＢＭｉ上に制御装置，

装置記述が作成されます。 

WRKCFGSTS *CTL [ 実行キー ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            構成状況処理 

CTL 記述  状況     ――― ジョブ ――― 

   ： 

＿  QVIRCD0001  活動状態 

＿   TN5250P   活動状態 

   ： 
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６．５   ＩＢＭｉからの外字印刷（ＩＢＭ接続オプション追加時） 

 

外字印刷をするためには KEL CL65KM に外字データをファイルとして持たせ、各セッショ

ンで使用する外字ファイルを選択、設定する必要があります。 

 

以下の２通りの外字登録方法があります。各々について説明します。 

（１）ＬＯＤＰＰＷコマンドによる外字登録 

（２）Ｗｉｎｄｏｗｓの外字エディタで外字を作成し登録 

 

【注意】・漢字コード６９４１～７ＦＦＥは外字登録となっています。 

・外字が未登録の場合には‘ ’を印刷します。 

・１つの外字ファイルが扱える文字数は、ＬＯＤＰＰＷの場合４，３７０文字、

Ｗｉｎｄｏｗｓで作成した場合１，８８０文字です。 

・外字ファイル名を違えることで複数の外字を使い分けすることができます。 

パターン選択ごとに使い分けすることができます。セッションで同じ外字を使

用する場合、使用するパターン全てに外字ファイルを設定してください。 

・追加登録はできません。現在の外字に追加分を加えたファイルを作成し再登録

してください。 

 

■ＴＣＰ／ＩＰ接続の外字登録概略図 

        CL65KM 

 

     

        

        

 

   (1)LODPPWコマンドによる登録 

 

        イーサネット 

 

 

 

 

 

     IBMi                 Windows 

 

 

６．５．１   ＬＯＤＰＰＷコマンドを使用して外字を登録する方法 

 

ＬＯＤＰＰＷコマンドを実行することで、KEL CL65KMに接続している各セッション毎に任

意の外字ファイルが作成されます。また、外字データを受信することで各セッションの印

刷項目で設定している外字ファイル名を変更します。ＬＯＤＰＰＷで登録できる文字サイ

ズは、24x24ドット、及び 32x32ドットの２種類です。 

 

【注意】ＬＯＤＰＰＷによる登録は、24x24ドット、または 32x32ドットのドットプリン

ター用文字データを KEL CL65KM 用に拡大するため、印刷結果がギザギザになる

傾向があります。 

(2)PC上で外字を作成し、 

Web設定で外字ﾌｧｲﾙの 

登録および設定を行う。 
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各セッションが受信した場合に作成される外字ファイル名は、以下のようになります。 

項 セッション名 外字ファイル名 

１ ＬＰＲ５２５０ ｌｏｄｐｐｗ０．ｆｎｔ 

２ ＴＮ５２５０Ｅセッション１ ｌｏｄｐｐｗ１．ｆｎｔ 

３ ＴＮ５２５０Ｅセッション２ ｌｏｄｐｐｗ２．ｆｎｔ 

４ ＴＮ５２５０Ｅセッション３ ｌｏｄｐｐｗ３．ｆｎｔ 

５ ＴＮ５２５０Ｅセッション４ ｌｏｄｐｐｗ４．ｆｎｔ 

 

 

１）ＬＯＤＰＰＷを入力し、Ｆ４キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・出力装置 ：外字登録を行う印刷装置記述名を指定します。 

 ・DBCS文字サイズ ：文字作成ユーティリティー(CGU)で作成した 

    "24"または"32"を指定してください。 

 ・ロード・オプション ："*LOAD"を指定してください。 

 ・範囲 ：ロードする文字の開始番号・終了番号を指定します。 

 

【注意】・印刷装置ファイル QPPPPRTが SPOOL=*NOが指定されていると、エラー・メッセ

ージ「APP5101印刷装置ファイル QAPS/QPPPPRTがオープンできない」が表示さ

れ、ロードできません。その場合は、’OVRPRTF FILE(QPPPPRT) SPOOL(*YES)’

と入力後、LODPPWコマンドを実行してください。 

・ＬＰＲ接続では出力装置名を指定できません。 

そのため任意の出力装置を指定し、登録ファイルを作成します。その後、作成

された印刷ファイルの出力待ち行列およびライブラリーを KEL CL65KM に変更

し、登録します。 

 

２）出力装置を入力し、実行キーを押します。 

 

外字登録ｓｐｏｏｌファイルが作成され、プリンターへデータが送られます。 

作成されたｓｐｏｏｌファイルの転送が終了すれば、登録は完了です。 

 

＜参考情報＞ 

以上の手順を行っても出力できない場合は、以下の項目をご確認下さい。 

・印刷装置ファイルの中の外字(IGCEXNCHR)を*NOに指定すると出力できる場合があります。

(OS/400のバージョンや PTFのレベルによって、異なる可能性があります) 

・印刷装置ファイル QPPPPRTのスプールが印刷終了しているか、LODPPWを実行したセッシ

ョンで WRKJOBにて状況を確認してください。 

 

ユーザー定義文字ロード（LODPPW） 

 

選択項目を入力して、実行キーを押してください。 

 

出力装置 ．．．．．．．．．．TN5250P     名前，*FILE, *JOB, *SYSVAL 

DBCS 文字サイズ  ．．．．．．24       24, 32, 40 

ロード・オプション ．．．．．*LOAD      *LOAD, *CLEAR 

範囲： 

開始文字 ．．．．．．．．．*FIRST     1-9999, *FIRST 

終了文字 ．．．．．．．．．*LAST      1-9999, *LAST 
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６．５．２   Ｗｉｎｄｏｗｓの外字エディタで外字を作成し登録する方法 

 

１）付属のサポートＣＤ―ＲＯＭの”UTILITY”を選択し、“mrxfntc.exe”を Windows の

作業ディレクトリにコピーします。 

 

２）Windowsの外字エディタを使用して外字を作成します。 

「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「外字エディタ」 

 

例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）作成した外字のファイルを検索します。 

「スタート」→「検索」→「ファイルやフォルダ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）外字ファイル（*.euf）をローカルハードディスクで検索します。 

「検索開始」をクリックします。 
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５）シングルタスク用“ＤＯＳ窓”を起動します。 

「スタート」→「ファイル名を指定して実行（R）…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前（O）: commandと入力して OKをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】Mrxfntc.exe はマルチタスク用 “Ｄｏｓプロンプト”に対応していません。

WindowsXP で「スタート」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」を起動す

ると、マルチタスク用コマンドプロンプトが起動しますので注意してください。 
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６）“mrxfntc.exe”をコピーした作業ディレクトリに移動し、”mrxfntc”に続けて作成

した外字のファイル名を入力して実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）変換テーブルを使用する場合”ｙ”を入力し、変換テーブルファイル名を入力します。

外字ファイル”ｍｒｘｆｎｔ．ｆｎｔ”が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）作成された外字ファイル名を、任意のファイル名に変更してください。 

以上で登録する外字ファイルの作成は完了です。 

 

【注意】外字ファイル名には、英数文字を使用してください。 

 

９）作成した外字ファイルをプリンターに登録します。登録方法は「第５章 ５．１３  

外字管理」を参照してください。 

 

【注意】・ＫＥＬ製ラインプリンターの外字登録用にすでに作成されている外字ファイル

"mrxfnt.fnt"を、そのまま使用することが可能です。 

・各セッション毎に使用する外字ファイルを選択する必要があります。 

「第５章 Ｗｅｂ設定」で使用するセッションの設定項目を参照してください。 
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６．６   ＴＮ３２７０Ｅ接続の印刷（ＩＢＭ接続オプション追加時） 

 

■ HOST Integration Server(ＳＮＡマネージャ）とのＴＮ接続図 

 

 メインフレーム  ３１７４  ＳＮＡマネージャ     CL65KM 

        

 

 

       

      チャネル接続 LLC接続    Windows 

            Server2003  HUB 

       イーサネット 

 

６．６．１   ＳＮＡマネージャの設定 

 

（１）リンクサービスの設定 

 

１）WindowsServer2003の「スタート」→「プログラム」に登録されている「Microsoft 

HOST Integration Server」の「ＳＮＡマネージャ」を起動します。 

２）「リンク サービス」内で右クリック -> 「新規作成」 -> 「リンク サービス（L）」

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）追加する「リンク サービス」は“DLC 802.2 リンク サービス”を選択して下さ

い。 

 

 

Mainframe
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４） ３１７４とＳＮＡサーバ間の 3 つのリンクを判別するためにＳＡＰを変更して

います。ＳＡＰ＝０ｘ４のＳＮＡＤＬＣ１は、プリンター間のリンクも兼ねてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）８０２．２接続を追加 

 

１）「ＳＮＡサービス」の「接続」フォルダ内で右クリックして「新規作成」→802.2(8)」

を選択します。 
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２）３１７４と接続するために「ホストシステム」を選択し、名前を入れて「アドレ

ス」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）３１７４のＭＡＣアドレスを設定し、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「ＳＮＡサービス」を選択し、名前を入れて「開始」します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）同様に８０２．２接続を開始します。 

1174#4 
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（３）ＴＮ３２７０接続を追加 

 

１）802.2接続内で、右クリック -> 「新規作成」 -> 「アプリケーション LU（LUA）」

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ＬＵ名を記入して、「ＯＫ」をクリックします。 

プリンター側（KEL CL65KMで設定するＬＵ名）の設定は、ここで指定したＬＵ名

を指定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TN2#LU1 
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（４）ＴＮ３２７０接続用割り当て 

 

１）作成されたＬＵを右クリックして「ＴＮ３２７０へ割り当て」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）サーバーを選択して「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）ＴＮ３２７０から、「一般のプリンタ」を選択して「ＯＫ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TN2#LU1 

TN2#LU1 
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（５）ＴＮ３２７０の開始 

 

１）「ＴＮ３２７０」を右クリックして「開始」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ＴＮ３２７０接続の印刷可能状態を確認します。 

状態が「ＳＳＣＰ」となっていれば、印刷可能です。（一旦、印刷をすると「活

動中」に変わります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】・本プリンターのＴＮ３２７０エミュレーションは、ＲＦＣ１６４６、ＲＦ

Ｃ１６４７のプリンターセッションをサポートします。 

・プリンタクラス名は「ＩＢＭ－３２８７－１」です。 

ただし、「ＰＡ１」，「ＰＡ２」，「ＣＡＮＣＥＬ」スイッチ処理と、 

ＮＶＴモードはサポートされません。 
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６．６．２   ＴＮ３２７０Ｅ接続の外字印刷 

 

外字を印刷するためには、KEL CL65KMに外字を登録する作業が必要です。 

登録できる外字文字数は１，８８０文字です。 

 

１）付属のサポートＣＤ―ＲＯＭの“UTILITY”を選択し、“mrxfntc.exe” 

を Windows の作業ディレクトリにコピーします。 

 

２）Windowsの外字エディタを使用して外字を作成します。 

「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「外字エディタ」 

 

例） 
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３）シングルタスク用“ＤＯＳ窓”を起動します。 

「スタート」→「ファイル名を指定して実行（R）…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前（Ｏ）: commandと入力して OKをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】Mrxfntc.exeはマルチタスク用 “ＤＯＳ窓”に対応していません。 

WindowsXP で「スタート」→「アクセサリ」→「コマンドプロンプト」を起

動すると、マルチタスク用コマンドプロンプトが起動しますので注意してく

ださい。 

 

４）作成した外字ファイル（*.euf）を検索します。（”dir c:\*.euf /S”） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマンドプロンプト 

c:\>dir c:\*.euf /S 

ドライブ C のボリューム ラベルがありません。 

 ボリューム シリアル番号は CC3A-B94C です 

 C:\Windows\Fonts のディレクトリ 

2013/04/02  16:39            39,554 EUDC.EUF 

               1 個のファイル              39,554 バイト 
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５）“mrxfntc.exe”をコピーした作業ディレクトリに移動し、”mrxfntc”に続けて

検索した外字のファイル名を入力して実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）変換テーブルを使用する場合”y”を入力し、変換テーブルファイル名を入力し

ます。外字ファイル”mrxfnt.fnt”が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）作成された外字ファイル名を、任意のファイル名に変更してください。 

以上で登録する外字ファイルの作成は完了です。 

 

【注意】外字ファイル名には、英数文字を使用してください。 

 

８）作成した外字ファイルをプリンターに登録します。 

登録方法は「第５章 ５．１３ 外字管理」を参照してください。 

 

【注意】・ＫＥＬ製ラインプリンターの外字登録用にすでに作成されている外字ファ

イル"mrxfnt.fnt"を、そのまま使用することが可能です。 

・各セッション毎に使用する外字ファイルを選択する必要があります。 

「第５章 Ｗｅｂ設定」で使用するセッションの設定項目を参照してくだ

さい。 
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６．７   ＳＮＭＰの設定 

 

KEL CL65KM はＳＮＭＰを搭載しています。使用するためにはＷｅｂブラウザを 

使用してパラメータ設定を行う必要があります。 

 

構成パラメータについて、以下に説明します。 

 

（１）Ｔｒａｐ Ａｄｄｒｅｓｓ： 

ＳＮＭＰトラップを送信するＩＰアドレスを設定します。 

 

（２）Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｎａｍｅ： 

CL65KMのコミュニティ名を設定します。最大長１２８文字です。 

デフォルトは“ｐｕｂｌｉｃ”です。 

 

（３）Ｓｙｓｔｅｍ Ｎａｍｅ： 

CL65KMのノードの名前を設定します。最大長１２８文字です。 

 

（４）Ｓｙｓｔｅｍ Ｌｏｃａｔｉｏｎ： 

CL65KMの置かれた物理的位置を設定します。最大長１２８文字です。 

 

（５）Ｓｙｓｔｅｍ Ｃｏｎｔａｃｔ： 

CL65KMの管理者の名前と連絡方法を設定します。最大長１２８文字です。 

 

 

６．８   Ｋｅｅｐ―Ａｌｉｖｅ機能の設定（ＩＢＭ接続オプション追加時） 

 

KEL CL65KM は、ホスト接続（ＴＮ５２５０Ｅ、ＴＮ３２７０Ｅ）において、セッション

の状態を確認するＫｅｅｐ―Ａｌｉｖｅ機能を搭載しています。使用するためには 

Ｗｅｂ設定からパラメータ設定を行う必要があります。 

 

構成パラメータについて、以下に説明します。 

 

（１）Ｋｅｅｐ－Ａｌｉｖｅ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ：（０～６０分） 

Ｋｅｅｐ－Ａｌｉｖｅパケットを発行する周期を設定します。 

出荷時：０（発行しない） 

 

（２）Ｋｅｅｐ－Ａｌｉｖｅ Ｔｉｍｅｏｕｔ： 

設定した値により、以下の動作を行います。 

・０（出荷時） ：Ｋｅｅｐ－ＡｌｉｖｅパケットとしてＮｏｐを発行します。 

Ｋｅｅｐ－Ａｌｉｖｅパケットを発行後、６０秒経過しても応

答がないと、セッションを切断します。その後、自動接続設定

に応じて再接続を行います。 

・１～３６００秒：Ｋｅｅｐ－ＡｌｉｖｅパケットとしてＴｉｍｉｎｇ－Ｍａｒｋ

を発行します。Ｋｅｅｐ－Ａｌｉｖｅパケットを発行後、設定

時間（秒）経過しても応答がないと、セッションを切断します。

その後、自動接続設定に応じて再接続を行います。 

 

【注意】Ｋｅｅｐ－Ａｌｉｖｅの機能を十分理解した上で使用してください。 
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このページは、白紙となっています。 
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７．１   装置仕様 

 

項 目 仕   様 

印 刷 方 式 静音型フラッシュ定着によるレーザ露光方式電子写真プリンター 

印 刷 速 度 ３３００ＬＰＭ（６ＬＰＩ） １４ｍ／分 

解 像 度 ４００／６００ ｄｐｉ 

最 大 印 字 可 能 幅 １７インチ（４３１．８ｍｍ） 

用 紙 

 幅：６～１８インチ（１５２．４ｍｍ～４５７．２ｍｍ） 

長さ：５～２４インチ（１２７．０ｍｍ～６０９．６ｍｍ） 

連量：５２ｋｇ～１８６ｋｇ 

但し、スタッカの積載可能長さは１６インチ(４０６．４ｍｍ)まで 

用 紙 厚 さ 3.06～11.0MIL(0.0777～0.2791mm) 1MIL=1/1000ｲﾝﾁ(11.0MILは保証外) 

給 紙 用 紙 高 １１．８インチ（３００ｍｍ） 

排 紙 用 紙 高 １１．８インチ（３００ｍｍ） 

行 間 隔 ２，３，４，５，６，７．５，８ 行／インチ   ＊１ 

文 字 間 隔 
漢字    ：５,６,６.７,７.５ 文字／インチ    ＊１ 

英数カナ：１０,１２,１３.４,１５,１８ 文字／インチ 

文 字 フ ォ ン ト 
OPEN系    ：明朝体、ゴシック体 

IBM HOST系：ＪＩＳ第１、第２水準、ＩＢＭ選定文字セット 

インターフェイス Ethernet 1000 Base-T /100 Base-TX /10 Base-T(自動切替) 

プ ロ ト コ ル 
OPEN系    ：LPR, Port9100, IPP  

IBM HOST系：TN3270E, TN5250E, LPR5250 

電 源 AC200～240V 50/60Hz 単相 30A コネクタ:NEMA規格3322N-L6 250V/30A 

消 費 電 力 最大：４．８ｋＶＡ 平均：３．３ｋＶＡ 待機時：０．２ｋＶＡ  

使 用 環 境 条 件 気温：１５～２５℃ 湿度：３５～７０％ 

装 置 寸 法 ９０２（Ｗ）×９４０（Ｄ）×１１８５（Ｈ）ｍｍ 

重 量 ２６０ｋｇ 

    ＊１ ＩＢＭ ＨＯＳＴ（３２７０／５２５０）から出力する場合 
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７．２   印刷保証範囲 

 

【注意】印刷保証範囲外は、印刷しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続印字中    ：ミシン目の前後４．２ｍｍ（１／６インチ）より内側 

用紙１ページ目先端：ミシン目から１０ｍｍを除く 

最終ページ後端  ：ミシン目から１０ｍｍを除く 

 

 

７．３   印字精度 

 

１）スキュー ±０．６ｍｍ／４３１．８ｍｍ（１７インチ）以下 

 

２）印字開始位置精度 主走査方向 ６．７±０．４ｍｍ以内（用紙送り穴センターから） 

 副走査方向 ４．２±１．０ｍｍ以内（ページミシン目から） 

 但し、用紙端から２ページ(558.8mm)は、4.2+1.0／-2.0 mm以内とする。 

 

【注意】用紙送り穴のがれが無い状態であること。 

リバースモード動作直後の印刷では、ページ端に副走査方向±1.0㎜以内の精度

差が出る場合があります。 

 

 

７．４   外形寸法・重量 

 

１）外形寸法 幅７２０mm × 高さ１,１８５mm × 奥行９４０mm 

 （サクションブレーキ，トラクタ，スタッカの飛び出し部を除く） 

 

２）重量 約２６０kg 

 

 

12.7mm(1/2 ｲﾝﾁ) MAX 431.8mm(17 ｲﾝﾁ) 

MAX 457.2mm(18 ｲﾝﾁ) 

12.7mm（1/2 ｲﾝﾁ） 

127～609.6mm 

 (5～24 ｲﾝﾁ) 

用紙 1 ﾍﾟｰｼﾞ目の先

端は、ﾐｼﾝ目から 10

mmは、印刷しないで

ください。 

最終ﾍﾟｰｼﾞの終端

は、ﾐｼﾝ目から 10mm

は、印刷しないでく

ださい。 

ﾐｼﾝ目の前後 4.

2mm(1/6 ｲﾝﾁ)

は、印刷しない

でください。 
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７．５   環境条件 

 

１）温度・湿度 

 

温度 動作時 １５℃～２５℃ 

温度勾配 １０℃／ｈ以下、但し装置内で結露しないこと 

 

湿度 動作時 ３５％～７０％ 

湿度勾配 ２０％／ｈ以下、但し装置内で結露しないこと 

 

２）騒音 動作時 ６２dBA以下 

 待機時 ５０dBA以下 

 

３）消費電力 動作時 約４．８ＫＶＡ 

 待機時 約０．２ＫＶＡ 

 

４）発熱量 印刷時 約１３ＭＪ／ｈ以下 

 

５）排出ガス オゾン ０．０４㎎／㎥以下（０．０２ppm 以下） 

 粉塵 ０．２５㎎／㎥以下 

 

 

７．６   電源条件 

 

１）入力電源 単相 ＡＣ２００～２４０Ｖ±１０％ ３０Ａ 

 

２）周波数 ５０／６０±３ Ｈｚ 

 

３）漏洩電流 ３．５ｍＡ以下 

 

４）絶縁抵抗 ＤＣ５００Ｖ ７ＭΩ以上 

 

５）絶縁耐圧 ＡＣ１５００Ｖ、１分間 

 

 

７．７   寿命 

 

・ページ内はほぼ均一であり、約５％の印字密度で連続印刷とします。 

・清掃がきちんと行われていること。 

・トナーや現像剤などの消耗品は、純正品であること。 

 

１）使用条件 

 

月間平均電源投入時間  ３００時間 

月間平均印刷枚数    １２０，０００ページ（最大４００，０００ページ） 

 

２）装置寿命 １４４０万ページ（１１ｘ１５インチ連続紙）または５年間のう 

 ちいずれか早い方 
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７．８   外形寸法図 
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このページは、白紙となっています。 

 

 



第８章 媒体・消耗品仕様 

KEL CL65KM 8-1 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 第 ８ 章 
 

 媒 体・消 耗 品 仕 様 
 

 ＫＥＬ ＣＬ６５ＫＭ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．１   用紙 ..................................................................... 8-2 

８．１．１   用紙品質 ............................................................. 8-2 

８．１．２   用紙物性 ............................................................. 8-2 

８．１．３   用紙の保管 ........................................................... 8-8 

８．１．４   梱包 ................................................................. 8-9 

８．２   消耗品・定期交換品 ....................................................... 8-10 



第８章 媒体・消耗品仕様 

KEL CL65KM  8-2 

 

 

８．１   用紙 

 

本装置で使用できる用紙の基本仕様を説明します。用紙の種類は非常に多く、すべての

仕様を取り上げることは困難です。 

ここでは、一般的な基本仕様として最低限守っていただきたい項目について説明してい

ます。使用する用紙は、以下の仕様を確認のうえ十分テストを行って問題のないことを

確認のうえで使用してください。 

株券、手形、小切手などの有価証券への印刷は保証できません。 

 

８．１．１   用紙品質 

 

１）外観：汚れ、折れ、しわ、破れ、著しい彎曲などの致命的欠陥のないこと。 

（汚れ：1.5㎜以下，折れ：3.0㎜以下，しわ、破れなきこと） 

 

２）紙質：反射率 70％以上の白色上質紙であること。 

・送り穴などのパンチ抜きかすの箱内への散乱や、用紙への付着が ないこと。 

・ミシン目の絡み合いなどで後続の用紙が重なって持ち上がらないこと。 

 

３）切れ：最小枚数が 200枚を下回らない範囲で 1回以内とする。 

・「切れ目」のある箱については箱の外側に表示を行うこと。 

・切れ目の位置にはその旨を記述した赤色のテープを入れること。 

 

 

８．１．２   用紙物性 

 

１）傾斜値（カタギ）：印刷時の傾斜値は以下による。 

（傾斜値は、高さ 50cmにて測定） 

 

 

 

 

 

２）伸縮率：大気中の伸縮率は以下による。 

湿度が 30％から 70％に変化したときの元の長さに対する割合を示し、ヨコ

方向がタテ方向より大きい。 

 

 

 

 

 

３）表面電気抵抗率：表面電気抵抗率は以下とする。 

 

 

 

 

 

４）送り孔：用紙の両端に設け、完全に抜かれて切り口が極度にだれていないことが必

要で、抜きかすが完全に除去されていること。 

（送り孔の位置等は図 1を満足すること。） 

 

測定状態 傾斜値 

印刷時 13．5度以内 

測定状態 ヨコ方向 タテ方向 

大気中 １％以内 0.5％以下 

温 度 条 件 表面電気抵抗率 

温   度 23±1℃ 

相対温度 50±2％RH 
４～50（×109 Ω） 
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図－1 送り孔の位置と寸法 

 

【注意】センターラインとは、送り方向に約 25.4㎜離れた任意の二つの送り孔の中心を

結ぶ線分を表します。 

 

● 送り孔の位置（Ａ） 

 

送り孔は、左右両端の余白にあける。送り孔のセンターラインと対応する端辺との

距離Ａは以下とする。 

 

Ａ＝6.0 ± 0.7 ㎜ 

 

● 送り孔の中心間距離（Ｂ） 

 

隣接する二つの送り孔の中心間距離Ｂは、以下とする。 

 

Ｂ＝12.7 ± 0.05㎜ 

 

● 送り孔の中心間距離の累積誤差 

 

送り孔の中心間距離の累積誤差は、送り孔中心間距離 254㎜を超えない任意の二つ

の送り孔の間で±0.3㎜を超えてはならない。 

 

● 送り孔の中心ずれ（Ｃ） 

 

送り孔の中心のセンターラインに対する左右のずれの最大許容値Ｃは、以下とする。 

 

Ｃ＝0.1 ㎜ 

センターライン 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 



第８章 媒体・消耗品仕様 

KEL CL65KM  8-4 

 

 

● 送り孔の直径（Ｄ） 

 

送り孔の直径Ｄは以下とする。 

 

Ｄ＝4.0 ± 0.1㎜ 

 

 【注意】孔の縁が歯状になっている送り孔（菊形孔）の最小直径は、上記Ｄとして 

 最大径が 4.4㎜を超えてはならない。 

 

● 左右の対応する送り孔の中心ずれ（Ｅ） 

 

左側の任意の送り孔の中心を通り、センターラインに垂直な直線とそれに対応する

右側の送り孔の中心ずれの最大許容差は以下とする。 

 

Ｅ＝0.15 ㎜ 

 

● 送り孔の位置と横ミシン目位置（Ｆ） 

 

送り孔寸法に対するミシン目の位置 

 

Ｆ＝6.35 ± 0.2㎜ 

 

● 左右のセンターラインの傾き 

 

左右のセンターラインを平行に移動して一方の端点と重ねたとき、他方の端点間の

距離は 0.15㎜以内とする。 

 

● 横寸法 

 

横寸法は１５２．４ｍｍ（６インチ）～４５７．２ｍｍ（１８インチ）とする。 

 

● 縦寸法 

 

縦寸法とは帳票において横ミシン目間の寸法です。 

１２７．０ｍｍ（５インチ）～６０９．６ｍｍ（２４インチ）とする。 

 

５）ミシン目：ミシン目の加工は以下に従っていること。 

・一直線に加工されていること。 

・ミシン目は印刷面から裏面に向かって入れること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・折りたたみミシン目が正しい角度で空けられていること。 

用紙の流れ方向に対するミシン刃は直角度は０.００７５°以内であること。 

 

印字表面 

裏面 

印字面 

凸起（ｴﾝﾎﾞｽ） 

凸起（ｴﾝﾎﾞｽ） 

印字面 

○ × 
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・ミシン目の種類と位置は、図―２に示す折りたたみミシン目、中間ミシン目、内

部ミシン目の３種類とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・用紙両端部はミシン止めを外したカット部のこと。 

（カッター機構のない一般用の連続用紙ではミシン止めのあるカット部となる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・垂直内部ミシン目のカット部は、折りたたみミシン目のカット部と重ならないこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

③ 

50.8 

㎜以上 

50.8 

㎜以上 

25.4㎜以上 25.4㎜以上 

① ② 

 

 

① 折りたたみミシン目 

② 中間ミシン目 

③ 水平内部ミシン目 

④ 垂直内部ミシン目 

 

図－２ ミシン目の種類 

カット部 

アンカット部 

＃4124用紙：端部カット 

タイ部 

一般用紙：端部アンカット 

○ × 
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・ミシン目の寸法は、印字中に切断されない強度を持つことと、折りたたみ性から

決められる。 

・折りたたみミシン目のタイ部とカット部の比率は、約 1：3であり、タイ部の長さ

が 0.8～1.0㎜の範囲にあることが必要である。 

カット部、タイ部、アンカット部の基本寸法は、図－３および表－５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミシン目／連量 ４５ｋｇ ５５ｋｇ １３５ｋｇ １８０ｋｇ 

折りたたみミシン目 0.8    2.5 0.8    2.5 0.8    2.5 0.8    2.5 

中間、水平内部 1.0    2.0 1.0    2.0 1.0 1.0    2.0 

垂直内部ミシン目 0.8    2.0 0.8    2.0 0.8 0.8    2.0 

［折り］アンカット長さ mm 0 0 0 0 

［内部］アンカット長さ mm 10～12.7 10～12.7 10～12.7 10～12.7 

備考   値の読み方 

 

     0.8      2.5 

 

             カット 2.5 mm（タイ部分の３倍以上） 

             タ イ 0.8 mm（最小） 

 

・ミシン目の強度は以下とする 

 

試験機器：拡張力測定器 

（50.8㎜×50.8㎜ 測定） 

 

 

 

 

図－３ ミシンの目寸法 

タイ部 

カット部 

カット部 
タイ部 

刻みを入れる 

折りたたみミシン目 

水平内部ミシン目 

垂直内部 

ミシン目 

ｱﾝｶｯﾄ 

ミシンの刃部分にｶｯﾄ 

を入れる。 

ｱﾝｶｯﾄ方法 

表－５ ミシン目の寸

           ミシン目の引張り強度 

折りたたみミシン目    3.5㎏/以上 

  内部ミシン目      10.0㎏/以上 

表－6 ミシン目強度 
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・ミシン目の切り込み強さ（凸起）は、「傾き」と「反り」に影響があらわれます

が、凸起が強い場合には感光ドラムに傷をつけたり、ミシン目がトナーで汚れる

ため以下のように規定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                 ミシン目を手で一様に押さえた後の１回目のミシン目高さ（㎜） 

＊ 凸起強さの比率（％）＝ ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― ×100 
                     箱から取り出した時のミシン目高さ（㎜） 

 

 ・原紙の物性 

No 項目 単位 規 格 測定方法 

１ 坪量 ｇ／㎡ 54.4+5.0,-2.7 68.2±5.0 156.2+4.0,-3.0 205±15 JIS-P8124 

２ 連量  <45> <55> <135> <180>  

３ 紙厚 μ／ｍ 68±4 86±4 192±12 0.236±0.015 JIS-P8118 

４ 平滑度 表 s/10mI 20以上 20以上 20以上 20～60 J.TAPPI 

No.5B 裏 s/10mI 20以上 20以上 20以上 20～60 

５ 透気度 S － － － － J.TAPPI No.5B 

６ こわさ 縦 cm3/100 30以上 49以上 354以上 － JIS-P8143 

横 cm3/100 － － － － 

７ 引張り強度 縦 k N/m 3.5以上 4.5以上 9.1以上 11.6以上 JIS-P8113 

横 k N/m 1.5以上 1.8以上 4.5以上 5.7以上 

８ 引裂き強度 縦 mN 250以上 330以上 880以上 1553以上 JIS-P8116 

横 mN 250以上 330以上 870以上 1505以上 

９ サイズ度 S － － － － JIS-P8122 

10 灰分率 ％ 5.0±1.0 5.0±1.0 7.0±1.0 － JIS-P8128 

11 白色度 ％ 81±2 81±2 81.0+3.0,-2.0 － JIS-P8123 

12 不透明度 ％ － － － － JIS-P8138 

13 水分率 ％ 6.0±0.5 6.0±0.5 5.5±0.5 － JIS-P8127 

14 表面電気抵抗値 ×109Ω 4～44 4～44 5～50 －  

15 PH  4.5 4.5 4.5 4.5  

16 繊維配向角  － － － －  

17 繊維配向比  － － － －  

18 カール 度  0～MW5 0～MW5 － － 日本製紙 岩国法 

mm  － － 0～MW5 － 日本製紙 旭川法 

19 摩擦係数 動  － － － －  

静  － － － － 

  測定環境は温度 23±1℃、相対湿度 50±2％RH。ただし、水分率は除く。 

 

T＝50または 

  １箱入り数 

L 
r 傾き そり 切り込み 

「弱い」：そりが大きくなる。 

 

「強い」：波打ち状しわがでる。 

     用紙が切れ易くなる。 

表－７ 折りたたみミシン目の切り込み強さ 

測定状態 

   印字前 

（取り出し状態） 

印字後 

そり r（T＝１箱入り数） 

７㎜以内 

15㎜以内 

5―1（表―2）に規定 

  （13.5度以内） 

5―1（表―2）に規定 

   （13.5度以内） 

傾斜値 L（T＝50） ＊凸起強さの比率 

規定せず 

90㎏以下の用紙：20％以下 

90㎏以上の用紙：30％以下 
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８．１．３   用紙の保管 

 

１）箱の形状 

 

ダンボール紙などの材料で構成される収容箱を使い、箱の内部には送り孔の損傷を避け

る意味で余分な空間を設けないこと、ダンボール箱は、ふた部分と身部分とに分け、か

つ、ふた部分が完全に身部分を覆う形状の C式ダンボール箱を使用し、箱の上部と下部

にダンボール板を入れること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）用紙を送り出す方向に用紙走行を妨げない形態であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）包装 

 

・ポリエチレンシート又は同等品で用紙を梱包してダンボール箱に入れること。 

・用紙包装シートは廃棄物処理性に問題がないこと。また、塩化ビニールなど用紙

に可塑剤が付着する恐れのあるシートは使用しないこと。 

・用紙を箱詰めする際は、手でミシン目のプレスを行い箱に収めるものとする。 

 

300㎜以下 

400㎜以下 
400㎜以下 

用紙 

下箱 
箱形状：C式、ふた付き 

       

       下箱の大きさ 

用紙引出し方向 用紙引出し方向 

内側の折り返しに用紙がひっかかる 

○ × 
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８．１．４   梱包 

 

１）物品を輸送する際、その保護ならびに取り扱い上の作業性を配慮し、パレットにて

ラップ巻き形状で出荷すること。 

 

２）ラベルは収納箱「上ふた」の短辺側面に強固に糊付けされ、以下の内容が表示され

ていること。 

 

・品名 

・用紙サイズ（ヨコ×タテ） 

・一箱の用紙入り数 

・製造年月日 （ロット NO） 

・納入箱の総数（納入ロット数） 

・検査担当者の印 

・製造者名 

・ﾛｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ捺印 

 

 

 

 

 

 

３）６ヶ月間の保管特性は、水分変化率で表し以下とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラベル 

ﾛｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ 

温度条件 

相対湿度 30～70％ 

（保管期間６ヶ月間） 

水分の変化値 

±2％以内 

表－9 保管特性 
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８．２   消耗品・定期交換品 

 

以下に消耗品，定期交換品およびその周期を示します。 

 

品  名 交換周期の目安（ページ） 作業者 

トナーボトル  約 22K 
ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ 

廃棄トナーボトル  約 200K 

ＰＣカートリッジ (*1)  440K 

保守員 

転写／分離チャージャワイヤ  200K 

転写チャージャワイヤクリーナ Assy.  200K 

クリーニングブレード Assy. (*1)  220K 

メインチャージャ針電極  400K 

メインチャージャ針電極クリーナ  400K 

現像剤 (*2)  440K 

オゾンフィルタ（メイン）  400K 

オゾンフィルタ（転写）  400K 

定着トナーフィルタ  400K 

スタッカパドル（ゴム、マイラー）  400K 

感光体アース板  800K 

現像ユニット(*2)  880K 

メインチャージャユニット  800K 

転写／分離チャージャユニット  800K 

定着ランプ  800K 

サクションベルト  800K 

除電ブラシ（サクションベルト用）  800K 

押さえローラ（バースタユニット）  800K 

トラクタベルトユニット  1,600K 

トラクタ駆動ベルト  1,600K 

サクション駆動ギア  1,600K 

搬送／排紙ローラ  1,600K 

その他駆動ローラ・ギア等  3,600K 

電磁クラッチ（排紙ローラ、中間ローラ）  3,600K 

 

【注意】上記表中の交換周期は、平均的な使い方（用紙サイズ幅 381 mm×279.4 mm 

(15×11インチ)で B/W比５％印刷）をしたときの目安値であり、用紙サイズ，

印刷密度，印刷速度などにより変化します。また、日常の始業点検の有無や規

定外用紙などを使用した場合も交換周期は変化する場合があります。 

 

*1 ＰＣカートリッジの４４０Ｋページ寿命は、２２０Ｋページにてクリーニングブレ

ードＡｓｓｙ．の交換が必要です。(ＰＣカートリッジに同梱) 

*2 現像ユニット８８０Ｋページ寿命は４４０Ｋページで現像剤の交換が必要です。

（現像ユニットに同梱） 
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９．１   拡張コマンドの概要 

 

拡張コマンドは、バーコード印字，ＯＣＲ－Ｂフォント文字などの印字を可能にする KEL

 のオリジナルテキストコマンドです。 

ＩＢＭ接続オプションを追加することにより、使用可能になります。 

 

CL65KMは、設定により拡張コマンドを有効にすることで、”！＃％”あるいは”！＠＆

”の文字列は印字されるテキストではなく、拡張コマンドとして認識されます。 

 

拡張コマンドの形式は、ＡＮＫ文字（１バイト文字）を用いて次のようになります。こ

れをコマンドシーケンスと呼びます。 

 

ＥＳＣ 機能 パラメータ（またはデータ） 

 

ＥＳＣは選択した３バイトの文字列で、コマンドの始まりを示します。コマンドとして

定義されていない機能を設定した場合、すべてを印字します。また、設定データが無効

な場合はすべてを受け捨てます。 

 

拡張コマンド一覧 

        コマンド          内  容 

  ESC,"S",P1,P2,P3,P4   文字の拡大・設定・解除 

  ESC,"C",P1,P2,P3,P4,P5   バーコード印字の初期設定 

  ESC,"B",P1,[P2,P3],d1･･･dn   バーコード印字の設定 

  ESC,"M",P1   ＯＣＲ－Ｂの設定・解除 

  ESC,"K",P1    文字テーブル設定 

  ESC,"V",P1,P2,P3,P4   カスタマーバーコード印刷 

  ESC,"Q",P1,P2,P3,P4,P5,P6,P7   ＱＲコードの初期設定 

  ESC,"U",d1･･･dn   ＱＲコードの印刷 

  ESC,"L",P1,P2,P3,d1･･･dn   ＣＶＳバーコード印刷 

 

【注意】・ＥＳＣは下記に示すいずれかを指し、操作パネルでの選択により３バイトの

文字列が決定します。 

・!#% 

・!@& 

・取扱説明書では、コマンドの内容を分かりやすく、また区別しやすくするた

めに、各コマンド内でダブルコーテーション（ ””）およびカンマ（ ，）

を使用しています。 

・ダブルコーテーション( ””) ･･･ 実際にあてはめる文字を示します。 

・カンマ( ，) ･･･ 各内容を区切っています。 

実際のコマンドにはダブルコーテーションおよびカンマは使用しません。以

下に例を示します。 

［例］ ！＃％Ｓ４４４０ＫＥＬ！＃％Ｓ１ 
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・漢字（２バイト文字）では機能しません。 

・バーコード、ＯＣＲ文字、カスタマーバーコード、ＱＲコード、ＣＶＳバー

コードの読み取り率は、用紙・リボン・その他の要因および読み取り環境に

より変動します。事前に十分なテストを行い、問題のないことを確認してく

ださい。 

 

 

見た目には連続している文字列でも、ＯＳやアプリケーションによって

は文字と文字の間に制御コマンドを挿入する場合があり、この場合も正

常に印字できません。また、ＯＳやアプリケーションのバージョンによ

っても制御が異なる場合があり、拡張コマンドを意識せず使用している

場合は、問題が発生する可能性があります。 

 

 

９．２   文字スケールの設定・解除 

 

ＥＳＣ，”Ｓ”，Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４ 

 

●Ｐ１：以降に続くパラメータの長さ（Ｐ１も含む）を表します。 

Ｐ１＝”１” 文字スケール設定を解除 

Ｐ１＝”２” 横方向の倍率設定 

Ｐ１＝”３” 横，縦方向の倍率設定 

Ｐ１＝”４” 横，縦方向の倍率設定および合わせ位置の設定 

 

上記以外を指定した場合は、”１”の指定となります。 

 

●Ｐ２：横方向の倍率を指定します。 

Ｐ２＝”１” １倍 

Ｐ２＝”２” ２倍 

Ｐ２＝”３” ３倍 

Ｐ２＝”４” ４倍 

Ｐ２＝”５” ５倍 

Ｐ２＝”６” ６倍 

Ｐ２＝”７” ７倍 

Ｐ２＝”８” ８倍 

Ｐ２＝”９” ９倍 

Ｐ２＝”Ａ” １０倍 

Ｐ２＝”Ｂ” １１倍 

Ｐ２＝”Ｃ” １２倍 

Ｐ２＝”Ｄ” １３倍 

Ｐ２＝”Ｅ” １４倍 

Ｐ２＝”Ｆ” １５倍 

 

上記以外を指定した場合は、”１”の指定となります。 

 

●Ｐ３：縦方向の倍率を指定します。 

倍率の指定方法はＰ２に準じます。 

 

●Ｐ４：縦方向拡大時の合わせ位置を指定します。 

Ｐ４＝”０” 上合わせ 

Ｐ４＝”１” 下合わせ 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 
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［例］ 

上合わせ        下合わせ 

ABCDEFGH      ABCDEFGH 

 

【注意】・横方向の拡大文字を印字するとき、右マージンを越える文字の前で復帰、

改行を行い印字します。 

・縦方向の拡大文字を印字するときマージンを越える場合は、越える部分

は印刷されません。 

・縦方向の拡大文字を含む行に罫線がある場合、罫線は拡大文字に関わら

ず指定行に印字します。 

・拡大文字展開後の位置は、位置合わせ行の位置となります。 

・連帳イメージで印刷している場合は、縦方向の比率が違うために行間隔

と拡大率が合わなくなります。 

 

［例］！＃％４４４０ ＫＥＬ ！＃％Ｓ１ 

 

 

 

 

KEL 
 

 

９．３   バーコード印字の初期設定 

 

ＥＳＣ，”Ｃ”，Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ５ 

 

●Ｐ１：バーコードの太さを指定します。 

Ｐ１＝”１～４” 

 

上記以外を指定した場合は、”１”の指定となります。 

 

【注意】・バーコードは、その種類によってバースペースの幅（太さ）が厳密に定

められています。この設定がバーの太さになるわけではありません。 

文字スケール解除 

印刷データ 

４×４に設定 



第９章 拡張コマンド 

KEL CL65KM 9-5 

 

 

●Ｐ２：縦方向の倍率（バーコードの高さ）を指定します。 

（２４／１８０インチを基準とします。） 

Ｐ２＝”１” １倍 

Ｐ２＝”２” ２倍 

Ｐ２＝”３” ３倍 

Ｐ２＝”４” ４倍 

Ｐ２＝”５” ５倍 

Ｐ２＝”６” ６倍 

Ｐ２＝”７” ７倍 

Ｐ２＝”８” ８倍 

Ｐ２＝”９” ９倍 

Ｐ２＝”Ａ” １０倍 

Ｐ２＝”Ｂ” １１倍 

Ｐ２＝”Ｃ” １２倍 

Ｐ２＝”Ｄ” １３倍 

Ｐ２＝”Ｅ” １４倍 

Ｐ２＝”Ｆ” １５倍 

 

上記以外を指定した場合は、”１”の指定となります。 

 

●Ｐ３：チェック文字の有無を指定します。 

Ｐ３＝”０” チェック文字を作成しない 

Ｐ３＝”１” チェック文字を作成する 

 

上記以外を指定した場合は、”１”の指定となります。 

 

【注意】・ＮＷ－７選択時は、この設定に関わらずチェック文字はありません。 

・ＮＷ－７選択時は、チェック文字を作成してください。 

・EAN128 のストップコード前のモジューラス１０３チェックデジッ

トは自動付加されます。 

 

チェック文字を作成と指定した場合、下記のようになります。 

 

モジューラス１０ 

  JAN13桁，JAN8桁 

  Interleaved 2 out of 5 

  Industrial 2 out of 5 

  Matrix 2 out of 5 

  EAN128 

モジューラス４３   CODE39 

モジューラス１０３   CODE128 

 

●Ｐ４：縦方向拡大時の合わせ位置を指定します。 

Ｐ４＝”０” 上合わせ 

Ｐ４＝”１” 下合わせ 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

●Ｐ５：バーコード下に文字（添え字）の有無を指定します。 

Ｐ５＝”０” 印字しない 

Ｐ５＝”１” 印字する 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

【注意】・添え字は、ＯＣＲ－Ｂで印字されます。 
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［例］！＃％Ｃ２５００１ ！＃％Ｂ０１２３４５６７８９０１２３ 

 

 

 

 

 

［印刷結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

９．４   バーコード印字の設定 

 

ＥＳＣ，”Ｂ”，Ｐ１，［Ｐ２，Ｐ３］，ｄ１・・・・・ｄｎ 

 

●Ｐ１：バーコードの種類を指定します。 

Ｐ１＝”０” JAN13桁 

Ｐ１＝”１” JAN8桁 

Ｐ１＝”２” Interleaved 2 out of 5 

Ｐ１＝”３” Industrial 2 out of 5 

Ｐ１＝”４” Matrix 2 out of 5 

Ｐ１＝”５” NW-7 

Ｐ１＝”６” CODE39 

Ｐ１＝”７” CODE128 

Ｐ１＝”８” EAN128 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

●［Ｐ２，Ｐ３］：ｄ１････ｄｎのバーコードデータ数ｎを１６進数で指定します。 

 

バーコード初期設定(ESC,"C",P1,P2,P3,P4,P5)コマンドで指定したＰ１（バーの太

さ）によってデータ数ｎは下記の有効範囲となります。 

 

Ｐ１＝”１” ”１≦ｎ≦５０”（１６進数：０１≦ｎ≦３２） 

Ｐ１＝”２” ”１≦ｎ≦３４”（ 〃   ０１≦ｎ≦２２） 

Ｐ１＝”３” ”１≦ｎ≦２４”（ 〃   ０１≦ｎ≦１８） 

Ｐ１＝”４” ”１≦ｎ≦２０”（ 〃   ０１≦ｎ≦１４） 

 

上記以外を指定した場合は、ＥＳＣからＰ３までを受け捨てます。 

 

【注意】・ＪＡＮ１３桁，ＪＡＮ８桁の指定時は、Ｐ２，Ｐ３は省略してください。 

そのときのデータ数は、バーコード初期設定(ESC,"C",P1,P2,P3,P4,P5)

コマンドで指定したＰ３（チェック文字の有無）によって下記のように

なります。 

  Ｐ３＝１（あり） Ｐ３＝０（なし） 

Ｐ１＝”０” １２ １３ 

Ｐ１＝”１”  ７  ８ 

 ・チェック文字なしを指定した場合は、チェック文字を付加してくださ

い。 

バーコード種類ＪＡＮ１３ 

データ“1234567890123” 

バーコードの高さ(5×24／180)インチに設定 

バーコードの下に添え字を印字する。 
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【注意】・無効なデータがあった場合、ＥＳＣからのデータを受け捨てます。 

・Ｐ２，Ｐ３で指定した数がｄ１～ｄｎのデータ数と一致しない場合は、

Ｐ２，Ｐ３で指定した数をデータとして扱います。 

・バーコードが右マージンを越える場合は、右マージン内の印字を行い復

帰，改行をし、それ以降のデータは受け捨てます。バーコードの下に添

え字の設定がある場合でも文字の印刷はしません。 

・縦２倍以上の印字でマージンを越える場合は、マージンを越える部分は

印刷されません。 

・バーコードを含む行に罫線がある場合は、罫線はバーコードに関わらず

指定行に印刷します。 

・バーコードは種類によって使用できる文字（データ）が決まっています。

もし、文字の中に無効な文字があった場合は、ＥＳＣからｄｎまでを無

効とし受け捨てます。 

・バーコード展開後の位置は、位置合わせ行の位置となります。 

・作成されるバーコードについては、できるかぎりバーコード規格に合う

ものが印刷されるよう設計しておりますが、実際のご使用にあたっては

事前に十分なテストを行い、問題がないことを確認してください。 

・ＮＷ－７，ＣＯＤＥ３９のスタート／ストップコードを付加して設計し

てください。 

・ＣＯＤＥ１２８のスタートコードを付加して設計してください。ストッ

プコードは必要ありません。 

スタート／ストップコードがない場合は、ＥＳＣからｄｎまでを受け捨

てます。 

スタート／ストップコードの組み合わせについては、以下の表を参照し

てください。表の項目にあげてあるスタート／ストップ文字の組み合わ

せを表の中からそれぞれ１文字使用します。 

・ＥＡＮ１２８の場合、スタートコードの後にＦＮＣ１（”＞”，”８

”）を付加し以降データとなります。 

・ＥＡＮ１２８の制御コード、特殊コードは下記の表を参照してください。 

・チェック文字なしを指定した場合は、チェック文字を付加してください。 

・Ｐ２＋Ｐ３の最大有効値は、下記のようになります。 

・バーコードの読み取り率は、用紙・リボン・その他の要因および読み取

り環境により変動します。事前に十分なテストを行い、問題のないこと

を確認してください。 

 

  Ｐ３＝１（あり） Ｐ３＝０（なし） 

Ｐ１＝”８” ５４ ５５ 

 

●ＮＷ－７ 

スタート文字 ストップ文字 

Ａ～Ｄ、ａ～ｄ Ａ～Ｄ、ａ～ｄ 

【注意】通常、スタートコードとストップコードは同じキャラクタが使用

されるが、組み合わせは自由です。 

 

●ＣＯＤＥ３９ 

スタート文字 ストップ文字 

＊ ＊ 
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 ●ＣＯＤＥ１２８、ＥＡＮ１２８ 

項 スタートコード 文字 

１ ＣＯＤＥ Ａ ＞７ 

２ ＣＯＤＥ Ｂ ＞６ 

３ ＣＯＤＥ Ｃ ＞５ 

 

 ●ＣＯＤＥ１２８，ＥＡＮ１２８制御コード 

項 VALU CODE A 指定文字 

１ 64 ＮＵＬ ＞＠ 

２ 65 ＳＯＨ ＞Ａ 

３ 66 ＳＴＸ ＞Ｂ 

４    

５ 93 ＧＳ ＞］ 

６ 94 ＲＳ ＞＾ 

７ 95 ＵＳ ＞＿ 

 

 ●ＣＯＤＥ１２８，ＥＡＮ１２８特殊コード 

項 VALU CODE A CODE B CODE C 指定文字 

１ 30 ＞ ＞  ＞０ 

２ 95  ＤＥＬ  ＞１ 

３ 96 FNC3 FNC3  ＞２ 

４ 97 FNC2 FNC2  ＞３ 

５ 98 SHIFT SHIFT  ＞４ 

６ 99 CODE C CODE C  ＞５ 

７ 100 CODE B FNC4 CODE B ＞６ 

８ 101 FNC4 CODE A CODE A ＞７ 

９ 102 FNC1 FNC1 FNC1 ＞８ 

 

・バーコードの種類によって、装置の仕様上文字の読み替えを行ってい

ます。以下の表を参照してください。 

 

●ＮＷ－７ 

指定文字 印字文字 

ア，Ａ ａ 

イ，Ｂ ｂ 

ウ，Ｃ ｃ 

エ，Ｄ ｄ 

ホ，Ｔ ｔ 

ト，Ｎ ｎ 

オ，Ｅ ｅ 

￥，／ ＄ 

 

●ＣＯＤＥ３９ 

指定文字 印字文字 

￥，／ ＄ 
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９．５   ＯＣＲ－Ｂフォントの設定・解除 

 

ＥＳＣ，”Ｍ”，Ｐ１ 

 

●Ｐ１：文字フォントを指定します。 

Ｐ１＝”０” 通常文字 

Ｐ１＝”１” ＯＣＲ－Ｂ 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

【注意】・ＯＣＲ文字の読み取り率は、用紙・リボン・その他の要因および読み取

り環境により変動します。事前に十分なテストを行い、問題のないこと

を確認してください。 

 

 

９．６   文字テーブル設定 

 

ＥＳＣ，”Ｋ”，Ｐ１ 

 

●Ｐ１：文字テーブルを指定します。 

Ｐ１＝”０” 英数・カタカナ 

Ｐ１＝”１” 英数・英小文字 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

【注意】・本コマンドは、受信した直後から有効となります。 

 

 

９．７   カスタマーバーコード（郵便バーコード）印字の設定 

 

ＥＳＣ，”Ｖ”，Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４ 

 

●Ｐ１：バーの大きさを指定します。 

Ｐ１＝１  小 （９ポイント相当） 

Ｐ１＝２  中 （１０ポイント相当） *default 

Ｐ１＝３  大 （１１.５ポイント相当） 

 

●Ｐ２：添え文字を指定します。 

Ｐ２＝”０” 印字しない *default 

Ｐ２＝”１” 印字する 

バーの下にバーデータの内容を印字します。 

 

●Ｐ３：展開方向を指定します。 

Ｐ３＝“１”   ０度 *default 

Ｐ３＝“４” ２７０度 

 

上記以外を指定した場合は、“１”の指定となります。 
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●Ｐ４：データを指定します。 

範囲 

数字（０～９），英字（Ａ～Ｚ，ａ～ｚ），ハイフン（－），＠（余り桁） 

構成 

新郵便番号（７桁）＋住所表示番号（１３桁） 

・必ず２０桁のデータを作成し、満たない部分は”＠”で埋めてください。 

・新郵便番号部は数字のみです。 

・新郵便番号部の直後（８桁目）には、ハイフン（－）を入れてはいけません。 

・英字は大文字になります。 

・英字は１文字２桁でカウントしてください。 

・２０桁目の英字は１桁だけバーコード化されます（添え文字は印字されません）。 

・チェックデジットは自動的に付加されます。 

 

例：〒１０４－８３３８ 

東京都中央区京橋２丁目１７番５号 兼松ビル別館 

 

バーデータ 

！＃％Ｖ ２０１ １０４８３３８ ２－１７－５ ＠＠＠＠＠＠＠ 

①      ②       ③     ④ 

 

①大きさ － 中，添え文字印字しない，１ 

②新郵便番号（７桁） 

③住所表示番号（数字ハイフン６桁） 

④残り桁（２０－１３＝７桁） 

 

印刷結果 

 

 

 

 

【注意】・カスタマーバーコードの読み取り率は、用紙・リボン・その他の要因お

よび読み取り環境により変動します。事前に十分なテストを行い、問題

のないことを確認してください。 

 

 

９．８   ＱＲコード印字の初期設定 

 

ＥＳＣ，”Ｑ”，Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ５，Ｐ６，Ｐ７ 

 

●Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３：セルの大きさを指定します。 

ＱＲコードのセルの大きさを３桁の１０進数（1/1440inch単位）で設定します。 

有効値は“０２４～２８８”です。 

 

範囲外を指定した場合は、”０２４”の指定となります。 

 

●Ｐ４：誤り訂正レベルを指定します。 

１         Ｌ(７％復元) 

２         Ｍ(１５％復元) 

３         Ｑ(２５％復元) 

４         Ｈ(３０％復元) 

 

上記以外を指定した場合は、”１”の指定となります。 
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●Ｐ５：回転方向を指定します。 

１          ０度回転 

２         ９０度回転 

３        １８０度回転 

４        ２７０度回転 

 

上記以外を指定した場合は、”１”の指定となります。 

 

●Ｐ６：制御コードをデータとして扱う/扱わないを指定します。 

データとして扱われる制御コードの詳細はＥＳＣ“Ｕ”の解説を参照してください。 

０         扱う 

１         扱わない(制御コードはバイナリー入力(\\B)で指定する) 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

●Ｐ７：縦方向の合わせ位置を指定します。 

０         上合わせ 

１         下合わせ 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

 

９．９   ＱＲコード印字の設定 

 

ＥＳＣ，”Ｕ”，ｄ１・・・ｄｎ 

 

●ｄ１・・・ｄｎ：ＱＲコードのデータ 

範囲 

○１バイトコード 

ＥＢＣＤＩＣ特有の６文字（￡￢￠｜～＼）は除きます。 

○２バイトコード（漢字） 

○制御コード（ＥＳＣ“Ｑ”で“制御コードをデータとして扱う”を指定した場合) 

 ４つのコマンドが下表のように変換されデータとして扱われます。 

制御コード名 制御コード 

(16進数) 

変換後のコード 

(16進数) 

改ページ 0C 0C 

復帰 0D 0D 

ニューライン 15 0D0A 

改行 25 0A 

○相対方向横移動コマンド(RHPP:34C4xx) 

指定文字数分の 1バイトスペースコードとして扱われます。 

○特殊指定 

\\E ：データの終了を指定します。 

\\B ：バイナリデータを 16進数で 1バイト分指定します。 

\\Bxx (xx=00～FF)範囲外時は無視されます。 

許容量 

ＱＲコードはデータが数字のみの場合、扱えるデータ数が最大になります。 

データが数字のみの場合、それぞれの誤り訂正レベルで扱えるデータ数の最大値は 

以下の通りです。 

Ｌ＝7089 ﾊﾞｲﾄ 

Ｍ＝5596 ﾊﾞｲﾄ 

Ｑ＝3993 ﾊﾞｲﾄ 

Ｈ＝3057 ﾊﾞｲﾄ 
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データの終了指定(\\E)がない場合は、このデータ数分をＱＲコードのデータとして 

扱います。 

数字、英文字、記号、カナ、漢字等のデータが混在すると、ＱＲコードが扱える

データの最大値は減少していきます。 

 

【注意】・左右部、上部に各々4セル分のマージンを設けます。 

・最大印刷範囲を越える場合は印刷範囲まで印刷します。 

・データの構成がＱＲコードの許容量を超えている場合には、ＱＲコード

は印刷されません。 

・作成されるＱＲコードについては、できる限りＱＲコード規格に合うも

のが印刷されるように設計しておりますが、実際のご使用に当たっては、

事前に十分なテストを行い、問題がないことを確認してください。 

・ＡＳ／４００から印刷する場合、ＡＰＷ（※１）やＲＰＧ（※２）の内

部定義を使用すると印刷範囲などで制限されて思惑通りのＱＲコードが

生成されないことがあります。（仕様により標準で１３２桁を超えた場

合に改行コードが入ります。） 

１行あたり標準で１３２桁を超えるデータを構成する場合は、ＤＤＳ(※

３)を使用して定義してください。 

・ＱＲコードの読み取り率は、用紙・リボン・その他の要因および読み取

り環境により変動します。事前に十分なテストを行い、問題のないこと

を確認してください。 

 

※１：Advanced Print Writer（多機能漢字印刷ユーティリティー） 

※２：Report Program Generator（報告書作成向きの汎用プログラム言語） 

※３：Data Description Specification（データ記述仕様） 

 

 

［例］！＃％Ｑ０２４３１１０ ！＃％Ｕ０１２３４５６７８９￥￥Ｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［印刷結果］ 

 

 

 

 

データ“123456789” 

データの終了指定“\\E” 

セルの大きさ ０２４ 

誤り訂正レベル Ｑ（２５％復元） 

回転方向 ０度 

制御コードをデータとして扱わない 

縦方向合わせ位置 上合わせ 
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９．１０  ＣＶＳバーコード印刷 

 

ＥＳＣ，”Ｌ”，Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，ｄ１・・・ｄｎ 

 

●Ｐ１：縦方向の倍率（バーコードの高さ）を指定します。 

（0.1インチ単位を基準とします。） 

Ｐ１＝”０” デフォルト値(10.16㎜) 

Ｐ１＝”１” 0.1インチ( 2.54㎜) 

Ｐ１＝”２” 0.2インチ( 5.08㎜) 

Ｐ１＝”３” 0.3インチ( 7.12㎜) 

Ｐ１＝”４” 0.4インチ(10.16㎜) 

Ｐ１＝”５” 0.5インチ(12.70㎜) 

Ｐ１＝”６” 0.6インチ(15.24㎜) 

Ｐ１＝”７” 0.7インチ(17.78㎜) 

Ｐ１＝”８” 0.8インチ(20.32㎜) 

Ｐ１＝”９” 0.9インチ(22.86㎜) 

Ｐ１＝”Ａ” 1.0インチ(25.40㎜) 

Ｐ１＝”Ｂ” 1.1インチ(27.94㎜) 

Ｐ１＝”Ｃ” 1.2インチ(30.48㎜) 

Ｐ１＝”Ｄ” 1.3インチ(33.02㎜) 

Ｐ１＝”Ｅ” 1.4インチ(35.56㎜) 

Ｐ１＝”Ｆ” 1.5インチ(38.10㎜) 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

●Ｐ２：バーコード下に文字（添え字）の有無を指定します。 

Ｐ２＝”０” 印字しない 

Ｐ２＝”１” 印字する 

 

上記以外を指定した場合は、”０”の指定となります。 

 

【注意】添え字は、８ポイント相当のＯＣＲ－Ｂフォントが２行で印字されます。 

 

●Ｐ３：４４桁目のチェック文字（モジューラス１０）の有無を指定します。 

Ｐ３＝”０” プリンター側でチェック文字を作成しない 

Ｐ３＝”１” プリンター側でチェック文字を作成する 

 

上記以外を指定した場合は、”１”の指定となります。 

 

●ｄ１・・・ｄｎ：ＣＶＳバーコードのデータ 

Ｐ３＝“０”の場合 ４４個 

Ｐ３＝“１”の場合 ４３個 

 

【注意】・スタートキャラクタＣ、ＦＵＮＣ、ＣＯＤＥ１２８チェックキャラクタ

（モジューラス 103形式）、およびストップキャラクタのデータは自動

付加されます。 

・ＣＶＳバーコードの読み取り率は、用紙・リボン・その他の要因および

読み取り環境により変動します。事前に十分なテストを行い、問題のな

いことを確認してください。 
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［例］！＃％Ｌ０１１ ・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

［印刷結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷データ 

(この例では P3=1なので 43個) 

バーコードの高さ 10.16mm 

バーコードの下に添え字を印字する 

プリンター側でチェック文字を作成する 
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            付録 Ａ   ＬＰＲポート追加         

 

Ａ－１ ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ、Ｓｅｒｖｅｒ２００３ 

 

（１）サービスおよびプロトコルのチェック 

 

１）スタートメニューから「コントロールパネル」を開きます。 

「ネットワーク接続」アイコンをダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「ローカルエリア接続」アイコンをダブルクリックします。 
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３）「ローカルエリア接続の状態」ダイアログボックスが表示されます。 

「プロパティ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「Microsoftネットワーク用ファイルとプリンタ共有」「インターネットプロトコル(TC

P/IP)」のチェックボックスがオンであることを確認して、「閉じる」ボタンをクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）以上でサービスおよびプロトコルの確認は終了です。 
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（２）ＬＰＲポートモニタ(ＵＮＩＸ用印刷サービス)の導入 

 

１）スタートメニューから「コントロールパネル」を開きます。 

「プログラムの追加と削除」アイコンをダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「Windowsコンポーネントの追加と削除」をクリックします。 
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３）「Windowsコンポーネントウィザード」が起動します。 

リストの中から「その他ネットワークファイルと印刷サービス」チェックボックスをオ

ンにして、「詳細」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「ＵＮＩＸ用印刷サービス」チェックボックスをオンにして、「ＯＫ」をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）「Windowsコンポーネントウィザード」の画面に戻ります。 

「次へ」をクリックします。 
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６）コンポーネントの構成が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）構成が終了すると「Windowsコンポーネントウィザードの完了」が表示されます。 

「完了」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）以上でＬＰＲポートモニタの導入は終了です。 
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Ａ－２ Ｗｉｎｄｏｗｓ７、ＶＩＳＴＡ 

 

（１）サービスおよびプロトコルのチェック 

 

１）スタートメニューから「コントロールパネル」を開きます。 

「ネットワークと共有センター」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「ローカルエリア接続」をクリックします。 
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３）「ローカルエリア接続の状態」ダイアログボックスが表示されます。 

「プロパティ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「Microsoftネットワーク用ファイルとプリンタ共有」「インターネット プロトコルバ

ージョン4（TCP/IPv4）」チェックボックスがオンであることを確認して、「ＯＫ」ボタ

ンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）以上でサービスおよびプロトコルの確認は終了です。 
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（２）ＬＰＲポートモニタの導入 

 

１）スタートメニューから「コントロールパネル」を開きます。 

「プログラムと機能」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「Windowsの機能の有効化または無効化」をクリックします。 
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３）「Windowsの機能」ダイアログボックスが表示されます。 

スクロールバーで画面を下げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「印刷とドキュメントサービス」項目を展開し、「LPRポートモニター」チェックボック

スをオンにして、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

（Windows VISTA では、項目名は「印刷サービス」になります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）以上でＬＰＲポートモニタの導入は終了です。 
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Ａ－３ ＷｉｎｄｏｗｓＳｅｒｖｅｒ２００８Ｒ２ 

 

 

（１）サービスおよびプロトコルのチェック 

 

１）スタートメニューから「コントロールパネル」を開きます。 

「ネットワークと共有センター」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「ローカルエリア接続」をクリックします。 

複数のローカルエリア接続がある場合は、プリンターを接続するネットワークを選択し

ます。 
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３）「ローカルエリア接続の状態」ダイアログボックスが表示されます。 

「プロパティ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「Microsoftネットワーク用ファイルとプリンタ共有」「インターネット プロトコルバ

ージョン4（TCP/IPv4）」チェックボックスがオンであることを確認して、「ＯＫ」ボタ

ンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）以上でサービスおよびプロトコルの確認は終了です。 
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（２）ＬＰＲポートモニタの導入 

 

１）スタートメニューから「管理ツール」を開きます。 

「サーバーマネージャー」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「操作」メニューから「機能の追加」を選択します。 
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４）「LPRポートモニター」チェックボックスをオンにして、「インストール」ボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）以上でＬＰＲポートモニタの導入は終了です。 
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Ａ－４ Ｗｉｎｄｏｗｓ８．１ 

 

Ｗｉｎｄｏｗｓ７，ＶＩＳＴＡとの違いは、最初の「コントロールパネル」の起動方法だけです。 

以下の手順で「コントロールパネル」を起動した後の手順は、「Ａ－２ Ｗｉｎｄｏｗｓ７，Ｖ

ＩＳＴＡ」を参照してください。 

 

（１）Ｗｉｎｏｄｗｓ８．１ コントロールパネル起動方法 

 

１）スタート画面で を押し、アプリ画面に切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「コントロールパネル」を探してクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  付録Ａ ＬＰＲポート追加 

KEL CL65KM A-15 

 

 

Ａ－５ ＷｉｎｄｏｗｓＳｅｒｖｅｒ２０１２Ｒ２ 

 

 

（１）サービスおよびプロトコルのチェック 

 

ＷｉｎｄｏｗｓＳｅｒｖｅｒ２００８Ｒ２との違いは、最初の「コントロールパネル」の起

動方法だけです。 

以下の手順で「コントロールパネル」を起動した後の手順は、「Ａ－３ ＷｉｎｄｏｗｓＳ

ｅｒｖｅｒ２００８Ｒ２」を参照してください。 

 

１）スタート画面で「コントロールパネル」をクリックします。 
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（２）ＬＰＲポートモニターの導入 

 

１）スタート画面で「サーバー マネージャー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「サーバー マネージャー」が立ち上がります。 

「ダッシュボード」メニューの「役割と機能の追加」をクリックします。 
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３）「役割と機能の追加ウィザード」が立ち上がり、「開始する前に」画面が表示されます。

次へボタンをクリックして、左側のメニューを「機能」まで進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 

「役割と機能の追加ウィザード」の処理が終了するまで「サーバー マネージャー」を終

了させないでください。 

「役割と機能の追加ウィザード」は「サーバー マネージャー」と一緒に終了してしまい

ます。 

 

４）「機能の選択」画面が表示されます。 

「ＬＰＲポートモニター」のチェックボックスをチェックして、次へボタンをクリック

します。 
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５）「インストールオプションの確認」画面が表示されます。 

内容を確認し、インストールボタンをクリックして、インストールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）「インストールの進行状況」画面が表示されます。 

インストールが完了したら、閉じるボタンをクリックして「役割と機能追加のウィザー

ド」を終了します。その後で「サーバー マネージャー」の右上×ボタンをクリックし

て「サーバー マネージャー」を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）以上でＬＰＲポートモニターの導入は終了です。 
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